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地域研究第 25典として r舜備町--その地理と社会科教育』を刊行する｡岡山大学教育学
部社会科教室は,社会科専攻 ･専修 3年次生のために,｢地域研究｣を開講し,毎年県内の 1
町(村 )を選び.総合調麿を実施し,その成果を刊行してきた｡これは昭和 31年度に始めて
以来.今日に及んでいるCまた,fIJ行は若干の東和があるが,既刊23集に達している｡
偶和55年度は.岡山県吉備部と一吉備町を対染地とし,互Ii備町の自然 ･河川 ･水害の自然地理学
的調査,人口 ･集落 ･交通 .農業 .工業 ･商運の人文地理学的調査,小学校 ･中学校における
社会科教育を中心とする教育調虎を.教官 3名.学生 23名で実施した｡この調査は,教室の
事情により,例年より縮少された調査となった｡
本調査は.昭和55年7月14日から18巨ほ での4約 5日,酷暑の中を現地に合宿して実
施 したO以降,資料の分析とまとめ.再調査.報告古厩稿作成の段階を経て,今日,刊行するに
到ったO経験の浅い三年次生が調査 .報告沓作成の主休であり,不備な点も多々あろうかと考
えられるO御批正くださることをお願いしたい,
調査に際しては,町長,教育長をはじめ,町役破,教育委員会,公民館,学校,農協その他
多くの町民の方々の御協力をいただいた｡さらに,報告怨として刊行を実現することができた
のは.服部毅教育長をはじめ教育委員会の方々の御理解とお骨折り,町民各位,小 ･中学硬の
諸先生方の御用解と御魅力によるものであるd心より厚くお礼を申しあげる次第であるO
?? ? ? ? ?? ? ??
調 査 参 加 者
参加 摘 尋 教 t-I
高 唱 進 高 橋 達 郎 田 中 史 郎
参 加 学 生
傾 EEl 浩 -I-
作 田 珠 美
白 飯 典 子
高 野 楢 之
松 谷 行 洋
渡 辺 奈 美 子
永 野 裕 太
有 安 朋 子
川 田 与 里
佐 藤 厚 子
神 宝 和 美
武 田 徹 也
三 宅 明 宏
太 田 美 佐 子
宮 川 京 子
小 払 治
滑 水 邦 子
弟 見 明 弘
西 敬 三
森 田 真 由 美
7.'古 田 和 子
三 宅 克 広
以 L 22 名
目 衣
第 一 編 央備町の地理
第 1常 山僻町の自然 (一 地形, 二 他見 三 気院)
第 2 草 薙備町の河川 (一 兵備町の川. 二 天井川, 三 大井川の実測 ) ---1･-･-･･ 9
第 3 串 真備町の水害 (一 水苗 と治水, 二 水苔の展望 ) ･一-･ ･-･-‥･- ･-一･-･-一一 13
第 4 草 月備町の人口(- 人口変軌 二 団地造成による人口増加 )I-一一一･日 一･-･=- 29
第 5 草 月備町のLR落 (--軸啓のf.Y浩一井ノロの場合, 二 過疎免落一末政 ) 一･- 一･ 39
第 6窃 顎船町の交通 (- 明治以前-iE飽 ･水路-, 二 明治以後-鉄道 ,
道路-, 三 まとめ )
第 7 章 央臓町の段菜 (一 土地利用及び戯用地の動向, 二 虚業生産及び腰菜
構造の概況, 三 都市化に伴 う虚業梢進の変貌.
四 盛糞の展望 )-
第 8 挙 兵備町の工業 (- 明治時代のて某. 二 現在の工業 ) ---一･.--･･-
59
第 9革 頁備町の商業 (- 商店の位臥 二 商店数 と規模 , 三 商乳
四 まとめ ) ･･･103
第 二 稲 美備町の社会科教育
第 10草 fi備町社会科教育温査鹿砦 -
第 11準 カリキュラムにおける社会科投票時政
第13草 社会科における地域学習 ･
第 14帯 ｢民主｣ ｢平和｣ ｢公害｣｢環境｣学習
第15草 教師の研究 (修 )一一日----･･‥-I
fl 資 料 (1)～ (9)
第 1編 真 備 町 の 地 理
第 1章 真 備 町 の 自 然
/･>tL
∫
一 地 形 rr
こT･-亡f
川辺橋を渡り,高梁川右岸の堤防か ら西方を/Jがめるならば,貢‡備町における大まかな地形の起
伏状憤及び配位を把握することができろO
岡 l- 1- 1は2万5千分の1地形図 ｢肺凹｣について. 50OTn間隔で作成した南北断面図を.
5007n間隔で再びずらせて並べたものである(水平距離 :高度の比 1:5)｡ この ｢折田｣地
形断面図は,高梁川右岸の堤防からのながめと屈似しており,地形の概観を知るのに便利である｡
鹿西に走る南北2つの山なみが,乗は高梁川に1って切れ,その両山地の中央を小田川が流れる｡
南部の山には,弥高山(307.7m),反古山(200m),大平山(196m)など,北部に
は,妹山(313･67n),鴬牛山(399.3,～),布山(384.67n)などの山がある｡全体とし
て南部の山は北部の山に比して高度は低いが,ともに西方の山ほど高くなっていくのは共通してい
る｡これらの山は吉備砧原の投南端としての性格を持ち,弥高山や宋峯山の山頂は準平原面を残し
ており,幼年期山地の特色を持つ.弥iL話山は倍動地塊として知られ,北斜面はかな り急な断層星を
I._し,いくつかの断層三角面および,八応,井ノロに扇状地を形成する｡また鷲生山の粟斜面には
墜錐地形が見られる｡
南北の山脈の間の平地は小田川断層の地溝に沿って乗に向かって扇形にひらける｡平地の大部分
は高梁川,小田川の自然堤防に掲まれて後背低湿地をなす｡
河川は,町の東端を岡山県の三大河川である拓梁川が南北に流れ,小田川力町 の中央よりやや南
を東西に蛇行しながら流れて,乗南端で合流する｡小田川は河床勾配が町内では%0o程度と小さ
く,秋水時に逆流すらする｡小田川の支流として地内lこは8つの河川があるが,多くの河川が天井
川と化している｡
こプt.ーrr 一 lコ′
-･1-
図 1- 1- 1 ｢箭田｣地形断面図
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二 地 質
図 1-211は兵僻町の地質図であるoこれによれは,北部山地は中生代後朋の花尚宕軌 南部
山地は中LjI代日報紀の流紋岩類から成る｡山砂利眉は東部の丘陵地を成し,新田地区では竹林を育
て,笛の生柘で知られ,二万地区ではぶどう,桃の果樹栽培が行なわれている｡
小田部矢掛町との境に近い癌掛山.妹山の挟陰部は,硬度の砧い岩石が抵抗岩となって生じたも
のである0第2帝以下洪水災害について記すが,マサ化しやすい花樹岩山地の存在が災害に大きく
関与してくる0 . . .
pIil ∴
l田花樹岩塀 ∈∃ 泥 質 岩
田 流 紋 岩 類 【≡ヨ 山 砂 利 層
Ⅲコ誓 蒜 鮎 E=]沖朝層
図1- 2- 1 rl備 町 .地 雷 図
(｢岡山県地質図｣ (1980)による)
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三 気 候
缶備町の気院は,南北を山地に限られるという地形的要因により,盆地性の気候を示すと考えら
れている｡
イ) 気 温
図 11 3- 1は咋平均銭瀧分布図であるが,央備町は 14- 15'Cに位LEする.
衷 1- 3-1は昭和50年の月別平均気魁について,矢掛と岡山を比較したものである｡真備の
データは F出伽町史｣に言己されているものであるが,測定方法も不明であり,参考程度に扱い,秦
備の気温は同じ小田川低地に位旺する矢掛のデータで代用する｡
これから明らかなように,小田川低地に位把する地域は気温の較差が大きく,盆地と似かよって
いることがわかる｡
図 1-3- 1 年 平均気温分布 図
(1941- 1970)
(『岡山県の気象』1973による)
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表 1- 3- 1 矢掛 ･岡山IiI‡偏の月別気温
矢 掛
1 3.1 8,5 -2.2 10.7
2 3.1 8,7 - 2.6 ll.3
3 6.5 13.7I - 0.7 14.4
4 13,4 19,1 7.6 ll.5
5 17.6 23.8 ll.4 12,.'l
6 2 2.7 27,6 17,5 10.1
7 27.1 32,0 22.3 9,7
8 27.2 32.3 22,0 10.3
9 24.8 30,2 19,4 10.8
10 17.5 2 2 . 1 12.8 9,3
ll ll,3 17.4 5.1 12,3
12 5,7 ll.5 - し一十1 ll.6
岡 山
＼∵ 平 均 最 高(A) 最 低(B) A-B
l 3.6 8.3 - 1.1 9.4
2 3.5 8.4 - 1.4 9.8
3 7.0 13,0 0.9 12.1
4 13.6 18.5 8,6 9,9
5 18.1 23.2 12.9 10.3
6 22.7 27,1 18.3 88
7 27.2 31,3 23.1 B2
8 27.1 31.2 23.0 良2
9 25.2 30.0 20LI 96
10 17.7 21.7 tこま.6 臥T
ll l l.7 17.0 6,3 10,7
12 6.2 ll.3 1.0 10,3
平 均 15,3 20,1I 10,5 9.6
舜 備
月区分 平 均 最 高(A)I最 低(B) A-B
1 3.9 12.1 - 4.0 16.1
2 4.4 12.6 - 4.1 16.7
3 6.5 16.8 0.3 16,5
4 12.5 22,9 3.0 19.9
b 17.3 27.5 2,0 22.5
6 2 1.9 28.1 9.3 18,8
7 25.3 32.5 18.3 14.2
8 27,8 34.9 20,7 14,2
9 23,3 30.7 3.0 27.7
1 0!… 4 26.9 9,0l17,9
ll il l.9 18.2 0.3 17.9
12 6.0 16.5 - 0,5 17,0
冨雷 『剛 県気象年制 (1975)によるo
見解 r蕪備町史』 (1979)によるO
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ロ) 降 /i(tli
L瑚 1- 3-2は咋降水位分布図であるが,主訓17町は Ⅰ.200- I,300叫 こ柁耶する｡
降水址といっても雪は殆んど見られない地域であるから,降朗が乍体を決定する｡降雨は,触前
シーズン及びi]h帆 シ-ズンにJiFいするようである｡昭和5 1年 8月は, 17号台風により大水害を
被っ1=O (長 い-3- 2参照 )
図 1- 3- 2 年 降 水堤 分 布 図
(1941- 1970)
(偶 山県の気象』 1973による)
来 】- 3- 2 降 雨 免 (昭和 47- 51年 )
年月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 lO ll 12 計
47 93 59 68 68 78 185.5 275 102.5 146 38 72 52.5 1,237.5
48 48.5 54 6,5 118 66 loo 52_5 23.5 139 95.5 105 0 714_0
49 16 52,5 33 135.5 30 44_8 295,5 53.5 105 204.5 23 40.5 ∫,033.5
50 dI.5 18 43 HX) 47 254_5 76.5 103 189 174.5 116.5 27 I.190.5
51 0.5 51.5 43.5 171 1∠13 142,5 67.5 528_5 136 39 33.5 33.5 1.433.0
(r貞備町史』による)
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ハ)1日'.滅,一i丁
iL･打7 初節は 11月上旬,終棚は一1月上佃ロ
b.謀 小田川,その他の水tIiの多い川に近接した所では,しばしば多 くの掛 こ包まれること
もある｡
C･I-3 'J;'が見られるのは, 12月よt)3月始めに至る期間で,かすかにちらつく場合も含め
て,年flnl10回以上になることは少ないO殻雪深度 も人したことなく, 5C初以上になる
ことはめったにない｡
(r小田川下流域誌Jl自然鰍 こよる)
二)風 向
一般的に風は,夏は南から,冬は北から吹くのが当然である.しかし地形にT,心してむ雑な方rLJTJに
凪は吹 き,自僻町では図 1- 3-3に示されるJJ一向に吹く｡傾向として,谷沿いに風が吹いている
ようである.墳掛の狭陰部では庄 ･冬季 ともに西風が吹いている｡
(異 見 明 弘 )
図 l-3- 3 風 向 国
(r小田JITF菰成定い 自然編による)
引用 ･参考文献
I. r央備町史』 (1979)
2 岡 山県の気象』 (1973) 桐山地方気象台
3 『小田川下流域誌JI自然厨(1956) 矢掛高等学校/1徒会
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第 2章 河 川 の 実 態
r ナ1
一 真備町を流れる川 t T ･=
具備町内を流れるJHで収入のものは,拓梁川である｡吉備高原LJ地をきざみ込んだこのJHは,総
社市湛井で,吉備高原をぬけ,岡山平野に出る｡こ こから,ゆるやかな氾らん原状の平野を形成L,
ながら,糸偏町の乗のはし,清音村との境果を流れる｡
この川のこの部分での特徴は,その高い堤防である｡これは,湛井から下流のほぼ全部の地域の
共通した特徴で,fI備町近くで最も高く,平地との比布は7メートル以上にまで達しているD災備
町近 くの荷姿JIIでは.その缶い堤防が示しているように,洪水位は高く,そのうえ洪水位になって
いる時間も長いo また 髄防が齢 ､ばかりでなく.その河床も平地の高度とほぼ同じぐらいで,か
っては完全な天井川であったと貰うOこれらの持臥 ま,この後に述べる,顛㈱町の他の河川や水路
事情に深くかかわっている｡
席孝則mこ次ぐ規模の川は,小EEl川で,轟備町域をはば帝西に横切っている.小田IIは,広島県神
石郡三和町に源を発 し,描梁川に合流するまでの.全長 729キロメートル,支流も含めた全流域
面研 492.6平方キロメートルの川である｡
小田川は,出備町の西の端,療掛の地峡部を通って,矢掛町より訴備町に流れ込んでいる｡そこ
からは兵備町南側の山地に沿い,わずかに曲流しながら窮流し,高梁川には直角に合流している｡
小【別Ilも,措梁川同様に,まずその高い堤防が目につく川で,痕掛付近で,平地との比砧が約 3
メ ートル,宮田席付近で約 4メートル,そして応ni川合流点近くで約 7メー トルに達する｡小E)JH
の洪水位も.高梁川同様剛 ､Oまた,高梁川の洪水時には.高梁川の水が,合流点より約4キロメ
ートル上流の宮田橋の近くまで逆流するOこれは,小田川が,特に尭備町内で,緩流していること
によるところが大きい｡
小田川低地は,もと,旧輪廻の構造線谷であった所が,小田JHやその支流などにより虚鎖されて
できf:低地である｡従って,小El川は,その流路をこの谷に支配きれ,適度な傾斜を持って高梁川
に合流することができず,はば病角に,同じ拓度で合流しているのである｡
小田JHの排水不良には,まだ他にも原因がある.宿酔 什大改修'で,元西高梁JIIに合流していた小
[別Ilを東川に合流させるため,高梁川の中に長い常軌壁を設けたのである｡このため,有井地区で
は,川幅が 300メー トル以上もあるのに, この背割堤の部分では,50メー トルまでせばまって
いるのである｡
小EBJlIも,宿弊日日司様に,河床が播く,天井JH化した河川であるo
小EBJrHこは.右岸に,薙谷川,二万谷IH,左尉こ大武谷川,背谷川,内山谷川,高馬IIL,末政川.
が主な支流としてある｡これらの河川は,そのはと人どが,小田IHに対して,直角に合流している｡
まナこ.その流路 もはば直線的なもので,これらの両)rfに,人工がかなり加えられていることがうか
がえる｡
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これらの河川は,その大部分が天Jl=川化しているO末政川,.IJi馬川,内山谷川,背谷川,人武
'iJH,ロ芥川がそれである.これらの河川は,小lu川との合流点で,小田川のtR防と同じI5度に
遷する堤防や持 っているので,町の平地は堤防により取 り閉まれた形となっている｡
ま/こ,天井川になっていない河川,例えば二万谷IIIなどは,ふた'んは,小EE日日にlb接排水して
いるが,ひとたび小田川の水位が上がると.自然排水は全く望めず,大きな問題となっている｡
二 天 井 川
ここで.大井川の一般的なことについて-Jq,-えてみよう｡
と,乱流や氾 らんの防止のために堤防が築かれ,そG)結果,扇状地を形成すべき七秒が河岸に准
尉してできたのが天井川であるとされている.従って,大井川というのは,扇状地のできやすい
所に形成されるとJt,-えられる｡
貞備町の似合は,どうであろうか,先にも述べたように,弟備町の平地は,旧輪廻の構造線谷
が小r□JLtやその支流の河川にJ:りW_債されてでき1こと考えられている｡つまり,そこを流れる河
川が,LIl地からl仁地に出て,十秒,LSf堆倍しやすい切所であると言えるO従って,未政川や高馬川
などの河川は,山地から出たところに扇状地性の平地を伴っていると考えられるo
さらに,天井川が発遜するためには,降雨によりuLLLiLやすい岩石がその流域に広 く分布して
いることが大切である｡川があって水が流れていても,土砂の流出,堆積が無ければ天井川は発
生しない｡
fl備町の場合,山地部の地質の大部分を占めているのが花尚岩で,南部に,流紋,Jtlの分布もい
くらか見られる｡
花樹岩というのは,その大部分が深層風化や何らかの力により変質作用を受けていて,地表か
らかなりの部分が,かなりの深さに至るまで,マサ化している｡ マサとは, 花樹'iiの砂で,拓
頑で見るとふつうのキ■,L石のようでも,手にとると,ポロポロにくずれてしまうような状態の花尚
岩のことである｡このマサは,水分を含みやすく,流れ出しやすく,又化学的に分解して土壌に
なりにくいために,降kljの度に流出し,下流の河川に大旦Liの土砂を堆積している｡
ちなみに,天井川である末政川,苗馬JI,円山谷川,背'tiJlI,大武谷川の上流部の地熱 ま10rJ
飾花尚岩で,只谷川では流紋岩と花樹岩が半々,天井川でない二万谷川では,大半が流紋岩で,
他に花刷岩や新生代の山砂利層が少しづつ分布している｡この上流部の地質は,天井川の規模に
もよく反映 していて,左岸の花尚Jl 100帝の天井川の方がよく発達 しているようである｡
また, この地方では,この他にも人文的要因として｢鉄穴流し｣を挙げることもできようCこ
れは,花縫岩中の砂鉄を採取する方法で,大広の水とともに大足の土砂を流すので,その下流の
河川に土砂を堆項し,天井川化を一層促進したと考えられる｡現在も,矢掛町などにその名残り
の地名が多く残っている｡
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三 天井 川の実測
fI備町に存在する天井川のいくつかの実測を行い.その形態を図化した.ここでは小El川支流
中位も天井川化が苦しいと思われる束政川について.ヒ有井から小田川合流点近くまでの五カ所
の横断面を図 2- 3- 1に示す.
末政川のF流艶では,平水時の水面の割には洪水位が広いらしく,割と芹乱､堤防を持ち(国中
④,⑤ ),はっきりと天井川化を示すのは,主要地方滋から約200メー トル上流の下有井地虹からで
ある(国中③)｡国中①では平地と河床の比宿が最大と/Jり,その比応は約 2 5メ-トルであるO
このときの堤防の比蕗が8メートルで, 2階立ての家の2階の屋根がやっとのぞく樫のものであ
る｡衷流水は,ふだんはどの部分でも少なく,流れているかどうかもはっきりしない｡河床はす
べてマサよりなる｡
円山谷川での測砧結果によると,内山谷川は,現在天井川のようには見えない｡それは,この
軌血を'(fった昭和56年7月に,主要地方道から約 300メー トル上流の部分から,パワーショベルで,
河床の掘 り下げが行なわれた直後であったためである｡掬 り下げ鎧は約 1メートルで,河床のi1.-
度にこの部分を加えて樹り下げ前の河床両度を推定すると,県道の上流約 150メートルのとこ
ろから下流が天井川で,主要地方道付近で河床と平地の比砧が最大になっているものと思われる｡
もう一つ注目すべきは,堤防の高度変化で,これははほ水平になっている｡これは,小田川や
他の支流についても言えることで,l劫辺平地の缶度に関係なく,堤防はほほ水平で同じ高度を保
っているのである.つまり,平地の措度の低い所はど堤防がなくなっているのである｡このこと
は,小田川やその支流の排水不良や,内水の排水.人々の生活に大きく影響していると思われる｡
(武田 徹也)
(主要地方道倉敢井原妹との交差点付近)
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図 2-3- 1 末政川の横断 面図
l
(下流凧から上流への順でならべてある)
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t 第 5章 真 備 町 の 水 害
■■
一 水害 と治水
良備町の平野部は,近'rF,指門水習地域として.しばしは,大きな般矢をうけている｡しかし,
それは,特に段丘だけでなく,TT.戸時代の皆から続いている問題である｡この,住民を悩まし続け
ている水ltの歴史を.以下にたどってみる｡
I
I.4'‡船町の水害 l
(1) 江戸時代の水'lf
｢i邪神J史｣によると以下の様であるo ･
○亡i与hl咋 (t687)9月9rj
O元禄 15if-I(i702)7日 28日 bl.rf=(,鵬酌大風雨,8f:l29El再び大風軌 30Flまで降
就き,柘梁川の水の1丈7尺 (約 571lLOC初)
01;永4年(1707)8月19口 仰臥 備中大洪水,この年9月12日また大風雨,洪水｡
○唱永5if_( )708)6月22El
OTE徳2咋 (1712)6月2rl. 7月2円 t Ll..
0中味Jt叶 ( 1716)6)18日 r i1 .
0学保6年 (1722)7月 11u
o{1保 lJI年(1730)8月 19Ll 大 鵬水,電 20日に繁~L･_ていよいよ強く.倒机家屋多し｡
この任, 9月 14口また秋水,流失家島多し｡
OJ己文3ir(1738)4月 lLj . l i
(以下は主要のもののみとする)
○宇和元咋(180 1)8月 19日 砧唱川の水 1丈8尺(約 54m)流失多し｡
○文化 8年(1811)9月6日 夜明けに出水 l丈3尺(約 39m)に適す｡
○窟水 3咋 (1850 )5月4日 l丈′lR(約 l:m),この任 9月3日に出水 lJ:1尺 (約
4.21n)0 .
0弟永 5年 (1852)8月2:iLl 夕方‡l水. ll:81く(約 54Tn).
以上であろが.応梁川の出水丘が.2丈(約r6m)をこすものはない｡
(2) 明治以降,暇和初胤までの水こT
O明治 13年(1880)7月l口 Tji在,大字止田市川却蕗付近の,砧梁川石棺の堤防が,大決
酔｡その水圧で,央備町内の末政川堤防の大日d野も決的.そのために,故習として,有井部落
の下流28戸流失.死者 33名bl-.･JILR川の水かき2工6尺(約 7.8m)に遜したという｡
○明治 19年(1886) 応梁川右31.ま,市川部落で蜂防が決乱 被富のあとが,市川西部の砂山
に残っているが,正確な被等状況の記鎚はrLい｡
○明治26年 (1893) 史上第-位の人脈/kである｡市梁川の右梓の磨地内,影iいてLF:fJit,～
L-I)3-･
らにFJiIiの F流の3ヶ所で,堤防が続々と決札 蕗梁川の水が貞備町-流れ込み,箭田南馬川堤防,
小田川左岸坪田東の堤防,小田川右岸外和崎の哩防が,水圧によって決乱 小田川の水は二万小学
校の下まで逆流,水位 14m｡高梁川の水位は,これまで崩一店の 2丈7尺(約 8 1m ).被害状況
としては,死者 200余人(県全体49 1人 ).川辺軸比では, 38 4世樽が, 19棟になった｡
この洪水は,束1.Tl有のものであり, これを契機に,由梁川の河川改修が名'･手きれたのであるo
O明治3 1年 (1898) 高染川右岸川辺新田あたりの堤防決軌 また有井末政川の左岸堤防決潰｡
○明治 33征 (1900) 高梁川出水により小田川が逆流し,箭田古森酌の樋の閉鎖が不能とな
り, 1tLT馬ILL以西に流入し,西郷全域は泥海となっfL,
○大正 8年(I9I9) 小田J什左岸堤防の県妹坂根排/k臓の下流が決め｡貝妹平野が枝番甚大で
あっ′こ｡
〇人LE9年(1920) 小田1日右岸堤防八応下流が決潰し,その水勢で服部排水樋門を決rlLl,脂
部地内は泥海となる｡新田部落は全戸浸水｡兵谷川右岸堤防決研｡
○大正 15年 (I926) 小田川左岸堤防,坂根排水樋門上流が決弧)頁谷川の右岸堤防も決潰
し,多大の被苫がでた｡
(3) 昭和年間の水苫
○昭和 9年 (1934 )9月.室戸市風による災門｡描梁川大洪水により,小田川が逆流し,排水
機門閉鎖不能となり,町内の平野は泥海となった.小田Jl佑符一部,兵谷Jll右岸決班,小田川左
岸坪田束で崩儀寸前の箇所が2707nに及ぶO小田川の水位,.二万橋で147n.被 L`W 沢は,盟
作物が大被害をうり,家屋全盛 82戸,半妓 26戸であった｡
○昭和20 年(1945)9月 小田川右岸一部,員谷川右岸が決乱 小田川左岸坪田東,折田古
顔が大崩壊｡
○昭和26年 ( I95I)9月 良FT･]-で,小田JlJが増水し,白'iiJl佑3-IJが決潰,所生橋流失｡水田
の大半が冠水し,出作物に被書｡床上浸水が2戸,床下浸水が32戸o
o昭和 35年(1960)7月 熊中京前により,小田川内堤防 ･町道 ･段通などが駒嵐 内水排
除が出来ずに水川冠水し.町全域にわたり泥海と/JるO家屋全盛 1戸,家屋半壊 4戸,浸水 172
戸｡
○昭和 44咋 (1969)6月 娘中穀雨により,小田川左岸金蔵樋門以西が決(Tl寸前となる｡
小田川左岸坪田東が45mにわf=り大崩壊｡小田川出水し.投水期間7日以上に及び,被等状況
としては,浸水dl-桜 600ha,作物枯死面額 200haに及んだ.
0m細 47年(I972)7月 災中蛮舶lこより.七国的に大水害であった.高梁川増水で小田川
が逆流し,亀尻脚 勺破壊o川辺,有井は花瓶と/Jる｡小田川右岸遠田席下流決軌 L'妄谷川右岸決
芯O-東屋の破損 lo戸,韓上下浸水 164戸. この時は,成羽川ダムを,'Lに放流したために,紘
尾地先に被1があっf:｡この.ダムによる人災が社会問題にも/Jった｡
O脚和51年(I976)9月 9月BEjから(うRr柑遜統降融は17号台風によるものであるO
宮田橋下流 100mの所,左岸が崩嵐,小田川右fL.tBbZ部新田が2ヶ所脱風,小田川左岸辻本南2
ヶ所崩嵐 漏水個所が多数｡平野部全域にわたって浸水し.巾でも田は水稲出舶乱後のLji/)(とな
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り,収棲皆無の所が続出した｡被告総徽 10位円,家屋半壊 4戸,床上浸水 79戸,宋下浸水
3 75戸｡
以上,水害の歴史を述べてきたが,その実感lこは,変化がみられる.汀戸時代は,記録が詳しく
ないこともあって,明確な特徴はとらえられないが,明治時代となると,特徴が出てくる｡それは,
'TE梁川本川の堤防が決泊し,その水勢によって,娼備町の堤防が決めし,被害をもたらしていると
いうことである｡
それが大正時代以降になると,高取=本川の堤防の決肋のために災害をうけることはなくなって
いる｡これは,治水の面で,詳しく運へるが,lTq!Jrlの大改修によるものと考えられる｡
ところが,昭和26年以後には.湛水が排水できずに,水田や家屋に扱者を与えている内水災零
がめだっている.
この水苔の変容の原因等については,治水史を述べた後で,考えることにする｡
2 i'玉偏町の治水 √
古く,堤防がない弓削よ,河川は自然のままに流れ,離水はゆるやかで広 く行きわたるので水位も
低く,堤防の決掛 こよる災讃よりはその被害は小さかったと考えられる｡しかし,藩政時代となり,
年貢のこともあって,治水が問題となってきた｡
(1) 江戸時代
臭備町の治水とはいえないが,水苦に大きな好守を与えたと思われる事件がある｡元和 5年 (1
619)に,軌 u城主水野勝成は,井原から西醗していT=小田川を東旅させたのである｡ これは,
福山を水音から守るためである｡
江戸時代中期に,開田借主伊東氏は,｢かぐら土手｣をつくった. これは,小田川と高梁川の合
流点にあり,洪水があると常に被潜を被っていすー_川辺を,水音から守るために川辺の部落を取囲む
形でつくられr=堤防である｡ これは,非常に効果があり,明治 26年の洪水以夕日ま,川辺の部落を
秋水からとにかく守っている.しかしこれは,応雫III改修でとり壊された｡
宝永元年(1704)から,開口軌 守屋勘兵軌こよって,小田川の大改修が行われた｡それは小
田川(資料では矢田川)の河身変更と堤防新設の計画であるO具体的には,宮田橋上流より古掛 こ
流れ東流して現舜備中学校下流より坪rpH前に流れ群旅していたものを,服部遠田の妙見山の山裾J:
り20問の川巾で東流させ,Ll崎山下流より,小田川に流下させるというものであった｡宮(刀角よ
り外和崎山茄l見通しまで,良き 1,020間,幅 20闇という新川付け賛えであるO尚,堤防は以下の
裳のようである｡
区 間 尾崎虫宮の山配道から帝へ 田倍角まで 宮rtl角から東へ苦節寺山島1見通しまで 感源寺山lh見通しから,外和崎山相.見通しまで 外粕崎山界見通しから有井末政川出口まで
撞 き 360 闇 253 767 638
根 匠 31 尺 LIB 48 36
馬 蹄 9 尺 18 18 10
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この大攻捗は,態水元年の初めにはすでに始められており,宝永二年の掛 こは完工していたo
又,この改修によって,多くの田地が開離された.
改修は.上流雅の水TlJ'･&ひどくすると,上流の矢掛札 小林札 横Tlr村,中札 []!.山田村の任蛇が
反対し,江戸訴訟lこなった･Jf件である｡結局,岡JIl満の勝訴となったO治水は,ある地域だけで行
うべきものではな く,広く,その上流,下流への膨額が考慮されなければならないものであるとい
う思いがする｡
(2) 明桁時代～昭和初朋まで
LrlLilJ.肺 の治水に人 きな鞍部を及ぼす,山梁川の大改修が,内務省直相弔菜として,明治 40年に
石fきれたO(大作14'rl一完成 ),明治 26年の大洪水にかんがみ,また 鯛係村の度重なる陳情に
よって美現となった.その内締ま,蕗梁西川の例日二原地内を廃川,高梁東川は酒津以南を堰 き止め
て峡Jl,酒津より新水路をもうけて,高梁即 日tJ'1川させるとい うものであった｡この改修は,小
L-田川の排水への支障と,酒津以下の出業用水の椛保の問題を残した｡E3業用水については,酒津に
配水池を設けることで解決された｡
小田川自体の改修工･わは大正 10句三～昭和 24fl:-まで行われた_Oこの工御 よ広く井原市まで行わ
れたもので,JX櫛町内は,昭和8/LHこ完成した｡しかし,娼谷川は改修きれず,それ以後 も決胎を
くり返すことになるO
大正8年には,小mJH下流七ケ村によって ｢小田川排水期成会｣が結成されTL,高梁川の攻修築
に対して,小田川の排水へ支障があると.柳井殿貯水池の変更,蕗梁川右JS突堤の撤去,導流雌の
カサ上げを要求した｡結果として,導流堤のカサ上げしか実現できなかったo
(3) 昭和年間
昭和 24年に.小EmIA試己域の住民によって.｢小田川治水期成同盟会｣が結成されたo小田川下
流に災苦をひきおこしている,柳井原貯水池撤廃を訴願した｡しかし,貯水池は,それより下流の
用水確保のため抱対必要であるから撤回は無理であるという回答であった.
昭和年間になって,宍備町は,湛水被害に苦しむようになった｡ そのような状況の中で,昭和 41年
に湛水防除TrfJ催促進期成同退会を結成し,揚水横堀の設匠を国や掛 こ陳情した｡それによって,昭
和 49年7月に有井鮎水機場が完成した｡昭和52咋G月に川辺揚水機場が完成っ昭和 54年には,
服部揚水機場と,下二万揚水機場が完成O昭和 55畔に.尾崎揚水機場が完成した｡これらの詳し
い記述は.次の節で行う｡
水草と治水の歴史をたどってきたわけであるが,水害には,自然の条件もきることながら,人的
条件が大きくかかわっていることがわかる｡江戸時代の初めに,福山城主水野勝成が,小田川を井
原から東旅させたことによって,小円JHは能力以上の排水を要求され,それが.臼然条件と相まっ
て,鵜備町を水害常習域にしたと考えられる｡又.出備町の水軍の一原因であった高梁川の堤防が,
大改修により,産岸工野が行われたことや,本来二本であった砧梁川を一本化し,柵井原貯水池を
建設したことによって,高梁川と小EEIJHの合流点付近の水位上昇が長く続き,時には逆流もおこり,
真備町に内水災害を増加させる原因になったと考えられるO内水災害への対策として,揚水機場の
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設Wlが行われたが,その排水される水の行方がま{=問題として残されているO
このよ')に,治水の有様によって水苔の性質が変化し,また,その水害にかんがみ新しい対群がと
られるというふうに,治水と水害は常に関わりながら.変化していることがわかる｡小関川を井原
から東流させたことや,柳井原貯水池の問雷や,さらには,水害史で少しふれJこ,成羽州 ダ ムの放
流のことなど考えあわせると,治水は.ある意味では.人的な災苦となっている場合 もあることを
忘れてはいけないと思う｡
(白坂 典子 )
参 考 文 献
○ 横流河川と治水対頂
国土問題研究会
顕僻町治水対熊調査団
○ 央備町史
二 水害の展望
(1) 曲備町湛水の構造
内水域と外水域
共備町で,-審問R削こなっているのが湛水で,これは,出願町の平地が,小田川やその支流の河
川の天井川の高い堤防で囲まれていて,猷水時lこ自然排水ができないために起っている｡
この段もひどいのか,二万谷川下流域である｡他の小田川支純の河川は,天井川となっていて,
洪水時でも,いくらかの排水が望めるが,二万谷Jllは.樋門で小田川に流入しているので跳水時に
樋門を閉じられると,二万谷川流域に降った雨水は,全く行き場がなくなり,下二万一帯に湛水す
る｡このような地域を円水域と呼び,小田川に捷水される地域を外水域と呼ぶ｡その区分について
は,崩備町水路図を作成し,それを主要分水界と考え合わせて,内水城と外水域の区分図を作成し
た｡この図から,頁備町周辺の円水域,列水域の面群を求めると次のようになる｡
外水域 小円川左岸】2,6kT2
右岸 10.9kJI2
円水域 小田川左岸 14lkJI2
右岸 1 1.4kR2
l計 23-5AJ
l計255七'2
これらから,内水域が外水域より多 く,由僻町全体の約 6割を占めていることがわかるO
この内水域に降った雨が,町内の低所から順に湛水してゆくのである｡
顛備町の治水対帯は,いかにしてこの内水域や減少させるか｡ ということである｡
(武Ef] 徹也)
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(2) ポンプ排水
兵備町の湛水防除にとって,現在ポンプによる排水が大きな地位を占めているo小田川に注入す
る大井川性rpl川による排水やJi]水路による排水だけでは,湛水を防 ぐことはできないoそれではポ
ンプの効果はどんなものであろうか｡
は初に.図 3-2-I- 5を見て頂 きたい｡昭和 47年 7月9日～ 12日,同 51年9月8E]～
13Fl,rH154年 6月27E1- 7月2日,同 55年 5月21日に興った洪水によって冠水した地域
と,その時点での,ポンプの穀隈地点を図にしたものである｡ 51年は474Rh･という,末曽有の降雨
であったため,冠水厄坊が著しく人 きいが,他の3仙 ま 97m～ 26 7Brhのほほ似かよった艶段の
降雨であった(図 312- 6, 7)0 47年, 54年, 55年とJSンプの設尼が進むにつれて.冠
水Im が激減しているのがわかる｡
ポンプ殺皿状況を表 3- 2- Lに,ポンプ場の位岡 と排水地域を図 3- 2- 5に示す0
54年では,有井 ･川辺それに服部の冠水面郡の減少が大きく,55年ではやや降雨Julが少いが,
それでも5台のポンプが常勤しているため冠水面倍は大きく減少したと言える. 51年の洪水の時
には,すでに有井にポンプが 1台建設されているO冠水面懸だけみるとあまり効果が/Jかったかにみ
えるが,これはポンプに放水するための刷水路の軽腕が進んでいなかったため,ポンプの能力が尤
/J憎 件 きれなかったからである｡それでも 119時間フル回転し,被苦軽跡 こ役立った0
51年,54年,55年の越/I(被晋とポンプによる排水状況を表 3- 2- 2に示す.これを見ても,ポン
プの排水能力が高まるにつれて,損苫織は減少していることがわかる｡ (ただし,この拍窃額は水
稲の被譜であって,人家の拙?亨はわからない).以上の羽か らポンプの効果は人 きいと言える｡
しかし,ポンプ排水にも問題点はある｡
帯 Iに,果水鞄の必備の間確である｡いくらポンプをつくっても,水が集まらなければポンプの
力は発押できないO現在,水路の整備は着々と進められているO
第 2に,ポンプの能力の限界を超える降雨があった噸合はどうするのかとい う雫であるO現在,
5台のポンプの排水沌力は 1816mS/SC(二で, 1時間に宿すと65,376nfとなる.ポンプ排水
の関係而軌 よ合.-Tl592h/1であり,そこに垣時 10k,, I5〝,20"の降雨があった場合,次の
よう/.L'水kt_になる｡
降 雨
10〝/ hour
15
20
592/laの地域が受ける水位
59,200m'/hour
88.800
1I8.400
降った脚 ま少しは地下にしみ込むか ら.すべてを排水しなくてもいいとしても.毎時 15H帯～ 20
RNの雨で,ポンプの排水能力を超える水がたまることになるのである｡ ちなみに,時間降雨の最大
伯を先にとりあげた4同の雛水について,以下に示すO
昭和47勺三
/ L:)I/
/ 54/
〃 5 5 〃
20m
1 5
22
1 3
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このような雨が長時間降 り続けば,いくらポンプで排水しても,湛水は免れないことになるo湛
水時間の短縮には大きな効果が期待できる｡そのため,水稲の枯死や収穫減少の軽減につながる｡
しかし,レタスやキャベツなどの畑作や,人家の浸水にとっては水田の場合と同じような効果は期
待できないo また,ポンプが敏郎した場合はどうなるのであろうかOポンプの設臥 こよって湛水が
解消されても,湛水危険地域であることに変わりないo
市3に,ポンプiこよって,いっきに大嶺の水が小Ⅲ川に排水きれるようになった｡以前は水田冠
水することによって,やわらげられていた小m川の堤防の負担が増加することになったのであるO
これで,高梁 111が増水すれば,負担はますます大 きくなる｡姪防攻捗時には予憩 もつかなか った負
担がかかることになるのである｡新たに,堤防の強度が問い直される時代を迎えた｡
表 31 2- 1 ポ ン プ設 芯状 況
(蕗朋 和子)
竣 工 胸 係 面 倒 排 水 星
有 井 昭和 ′19 年 21U Ju 4.33〝～/′sec
川 辺 52 213 5.00
服 部 54 31 2.50
万 54 73 5.00
J 尾 崎 55 65 1.33
-I9-
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表 3- 2- 2 湛水被害,ポンプ排水状況
年度 冠水面倒 槻 書 簡 排 水 内 容
51 (210) 162,316,000円 排水丑ha341 341払 × 70俵× 17,000円 5t/8× 144時間- 2,592,000t
×蕊 (規苫割合 ) 17号台風
54 (488) 22.491.000円 ll.25t/sX 77時間- 3.118.Soot
63 63んaX70俵× 17.000円･了も㌃ 15号-20号台風
55 (520) ll,067.000円 12.58L/8× 50時間- 2,264,400t
町全体の冠水面積 551ha ( )内は冠水しなかった面械 弟備町役場調
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(3) 土地利用の変化と水草 r‥ 1r I｢r'リ ､ ▲ "
荘厳町の宅地関取 ま県南工業地帯の発達につれ.そのベッドタウンとして進行してきたOそして
そのほとんどは怨地転用を中心に進められて来Tユ
昭和 47年から56年までの殿地面機と段家戸故の変化を表 31 2- 3に示すO大体において過
去10年間で100血余のL'3地が減少し,転用されていることがわかる｡腿地面顎は56年では,
5 1年の約80%にまで落ち込んでいる｡
次に,出地法第4条と第5条による,昭和45年から55年までの農地転用粂況をまとめたのが
表 3-2- 4である｡ 4条は自分の土地を自分で転用したもの, 5条は転用のため他人に土地を売
ったものである.各大字の中で,特に祈田,有井,川辺地区の転用面横が大きい｡この地域は市街
化区域とfLっている所も多い｡同時に,常習浸水地域でもある｡以BJdは水田冠水していた土地が宅
地になった割合がきわめて大きいのである.そうなtlJだ,次のような閲歴がおこって来る｡
･水害危険家屋の増加
Jr ･農地面倒の減少 - 遊水池の減少 o洪水の流出位の増大
･用排水路の投雑化
･家庭汚水による水質悪化 - FD{業用水へ混入
轟備町の湛水防除のために設けられたポンプ助や水路は,農地(特に水田)の湛水防除が目的で
あって,住の生活環境の保#を目的としたものではない. (建設省が建設した下二万のポンプ場は
生活環境の保灘も目的 としている｡)
従って,もと水田冠水する土地の上に
l ● 建てられた住宅を水番から守ることは
考えられていないのである｡水田なら,
少々雨をためておいてから排水しても
ていられない｡ここですでに,治水計
画と現状にくいちがいが生じてきてい
るのである｡
土地利用の変化に,治水が追いつい
ていっていない実情である｡
(高田 和子 )
茸 3- 2- 3 年次別虚地面横と戯家戸数
年次別 戯 地 面 横 戯 家 戸 数
昭和 年 約 hh 戸 .
47 865 1.841
I18 849 卜 1,801
49 903 1,799
50 u 919 1.797
5J 920 1.803
52 916 1,802
53 816 I,780
54 806 1,759
55 776 1,736
見地面積は大体の敬で± 20ha程度の
戯差を含む ｡
弟備町役場調
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表 31 2- 4 農地法4,5集による転田状況
昭和 45 46 47 48 49
新 田 田 3,676 18,142 29.274 79.245 3.302.畑 363 5759 3649 3,638 67
計 4,039 23.901 32.923 82,883 3.369
有 井 田 17.544 12,366 33,889 54.860 3,542価 0 ～,23 門 290 1606
計 17,544 13.696 34.179 54.860 5.148
川 辺 田 731 4一.551 20.632 57.714 10.621畑 0 17 2,446 I,366 903
計 731 43.302 23.078 59.080 ll.524
上 二 万 田 685 1,849 5.086 5.931 1､233価 1.008 (1.7 0) 3,465 1,3 l 785
計 1,693 3,629 8,551 7,262 2ー018
辻 田 田 4,955 20.741 37.378 36.263 1.252畑 1.39l 6 8 2,4 3 3,4 1 4 9
計 6.346 21,389 39,851 39,724 1,711
市 場 田 2,440 9.600 7.052 31,134 4,788価 615 2291 I831 17322 1.656
計 3,055 ll.891 8.883 48.456 6,444
妹 田 1.190 JI.025 2.476 8.426 451也 50 59 6 0 242
計 1,190 4.530 2,535 9,046 693
下 二 万 朗 0 1,859 1,294 16.572 200価 515 750 0 975
計 0 2.374 2.044 16.572 1,175
岡 田 田 0 18.617 17.486 43.454 2.732畑 5 4 925 I302 101
計 0 19,131 18,411 44.756 2.833
尾 崎 田 0 15,028 6,717 45.687 3,024畑 112 2A79 588(122) 99 0
計 112 17,507 7.427 45,786 3.024
服 部 田 0 0 6.464 3,179 475価 158 228 551 3 3
計 0 158 6.692 3.730 848
計 34,710 161.508 190,568 412,148 38.787
- 26-
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50 51 52 53 54 55 計
4.102 7.145 4,152 3.482 4.936 4.892 162.348
1,194 1,905 246 822 1,148 1,940 20,731
5,296 9,050 4.398 L314 6,084 6,832 183.079
3,551 724 789 996 4,142 5.081 137.484
4.388 442 0 I,451 375 77 9,959
7.939 1.166 789 2.447 4.517 5,158 147,443
4,754 5.041 42 8.806 13,634 5.793 169,319
906 1.877 2,644 I.2′l3 1.464 217 14.817
5,660 6,918 2,686 10.049 15,098 6,010 184.136
310 I.106 1.275 1,132 2,263 496 21.366
63 783 409 44 577 490 10,735
373 1.889 1.684 1,176 2,840 986 32,101
7.286 2,783 4.038 I,一90 6.121 1,974 124,281
0 3,097 I.799 317 0 0 13,645
7.286 5,880 5.837 I,807 6,121 I.974 137,926
2.794 1,236 1.144 I.030 】42 2.425 63,785
1,800 1.001 794 8cIT 191 0 28,308!
r 781 0 2,070 0 2,259 0 21.678
l o 0 200 802 1.771 227 4,426
. 781 0 2,270 802 4.030 227 26.104
3.942 26 75 3一l8 1,397 205 25,918
7,834 489 0 542 878 0 ll,983
ll.776 515 75 890 2.275 205 37.901
1,721 1.789 321 1.286 3.017 922 91,345
.861 323 0 qOl 5.167 138 10.232
2.582 2.112 321 2.187 8.184 1,060 101,577
1,334 3,554 1,621 980 1.126 1,629 80.700
335 52(1,611) I,869 50ー 1.Sol 609 9.878
1.669 5,217 3,490 I.181 2,627 2,238 90,578
0 542 8,90LI 0 1,980 1.219 22,763
0 0 0 143 421 386 2.260
0 542 8,904 1`13 2.401 1,605 25,023
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第 4章 人 口r
一 人 口 移 動 LI■ ･J
真備町は,昭和27年,紡田町外四力村の合併.後3 1年,椎井田村の分村による服部地区の
編入を鮭て新しい真備町の合併を完了LT:0
昭和 55年現在の人口は基本住民台帳によると20.900人で,岡山煉人口全体の 1%樫を占
めるにすぎrJt､が,国勢調査による昭和50年度の人口唾皮をみると,407.6人/kiで県平均
の256･3人/lrifこ較ペるとずっと多 くTJっている｡
年次称こ昭和 34年以降の人口増減数を臣民基本土地台帳を基(こみTこものが図4-1である｡こ
れによると昭和 45年を墳lこ人口減少から人口増加に転 じており, 48年から数年間は著しい増
加傾向を示している0時に,昭和49年から51年の3年間は,年間 1,000人以上の増加がみ
られる｡ この著しい人r-1増加の原田はいっT=い何であろうかOこれを明確(こするT=めにも人口増
加に酷按かかわる自然物 Llと社会増加について図 I- 1に合わせてみていこうと患う｡
図4- 1 央備町 の人 口増 減数
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図 4-2は昭和35年以降の出生数と死亡数の移 り変わりであるが,間にはさまれT=部分が自然
増減数となる｡昭和41年はヒノエウマlこ当T:るT=めに,真備町では出生数よりも死亡数が上回
ら,自然増加数はマイナスに陥んでいる｡それ以後,徐々に出生数は増加しているが,昭和 50
年には著しく増え,それ以後減少傾向にある｡著しく増加する年次が,第 1回の人口増加に較べ
るとワンテン,S遅れる憤向を示しているということは,真備町の人口増加は社会増加に起因して
いると言えよう｡
図4-3は,昭和35年以降の転入者数と転出者数の移り変わりであり,間にはきまれT=部分が
社会増減数であるO昭和 44年を境に流出増加から艶入超加に転じている｡転出者数が徐々に増
加しているのlこ対し,転入者は48年から罪しく増JuLlしており,社会増加数は49年と50年で
はl.000人以上を示す｡ この社会増減が,図4-1でみT=人口増減とはば一致するとみてよかろう｡
社会移動による共備町における.各世代の人口の増減をみるT:めに年齢別人口を昭和 40年,
45年,50年について表 4-1に示した｡比較可純な年代について, 5年後の増加率 も併せて示
し丁こ｡
ー 30-
表 4- 1 兵備町の年齢別人口とその増加率
年0 5 lO 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 80 不i ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ i ～ ～ ～ ～ ～
4 9 14 19 24 29 34 39 44 49 54 59 64 69 79 明
暇 40(人) 3,000 1354 938 740 842 930 770 743 729 667 626 1,321
増加率(%) 昼ゝ8:A∴.5ti0(.10;A2:A4:A6: 9t
昭45(人) 851 823 986 0ー59り11 863 775I846 922 776 729 698 629 572】683 24
増加率(%) 軒 : 4:A2㈱ 立 ＼6:5:AOlA6t.
(国労調査 より)
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昭和 40年から45年とい うのは図4-3で見てもわかるように,転入者よりも転出者が少し上
回るために,ほとんどの年代について人口は減少しているのTLJが,特に日立っのは 15- 19才
の年代の者が, 20- 24才に達 L/T二時lこは,約 20%が流出していることである.このrr代の
流出には,大学進学,就職ri･どがあげられる他にはこれという特徴はrJかろう｡昭和45年か ら
50年は転入超過の時期であるT=めに,ほとんどの年代について人口増加を示す.中でも顕著Ti
ものは,5- 9才代,30- 31才代の年代の人口増加であり,昭和45年Iこ板へ 80%以上も
増加 している｡ということは,真備町に転入して くる者の多くは20代後半から30代後半の世
代で, 10才前後の子どもをひきつれてやって釆T:と言えよう｡ この幼年人口の増加は,歯幼稚
園の設立 (昭和 50年),更には折田,川辺.岡臥 頗小学校の児虚数の増加へつTJがる｡(50
年以後 .2幼稚鯛増設)
さらに詳しく社会移劫をみるTこめに,同和 50呼の転入者の前任地 と,転出者の転出先の比を
図1-4に示した.県南fこおける人口移動が圧鱒的であるが,県外に関しては,特に近故が多く,i
っている.県全体でみTこ転入 ･転出先都何県の上位 3位 も大阪 ･広島 ･兵樺となっており.首都
圏よりも西日本,とりわけ京阪神,広al,北九州各国との移動が大きくなっている｡真備町 も県
外については,県と似T:傾向lこあろう｡転入者をみT二時,9L.摘 からの転入者が 80%近 く占めて
図 4- 4 転出入者の前任地 ･転出先
いる. これは,岡山･倉敷の両市だけでは人 11を吸収 しきれず,溢れTこ人口が両市の近郊へ拡厳
しTこ例の1つと貰える｡つまり,i両市のペ.･ドタウンと化しTこのであるが,そのようrJ市町村は
昭和45年～ 50年の人口増加率は20%を超えており,井備町は383%軌 他は山陽町が,
6915%増,清音村が29･9%増 とTLっているO真備町の場合は缶政市のベ.I,トタウンと'iって
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いるのf='が,倉敷市の人口増加,つまり転入者の増加は,水島地区の大規模工業拠点の建設によ
る.昭和 40- 45年の倉敷市の人｡増加率は23.4%という蕉異的TL率を示すが,これは当然
社会増加で,工業地域の拡充により尿用便会が増しTこことや,大都市との賃金格差.つまり所得
の地域間格差の縮少,大都市の過密化,生活n堺の感化lこよる魅力の低下などから,そTLまでの
爪外への流出が鈍化し.逆に県内への流入が増加し,いっT=ん大都市へ就職L,T=者が,再び岡山
県へ帰ってくる,いわゆる nUターン･Jターン現象Hが鞭著IこなっT=γこめと言える｡
二 団地造 成によ る人 口増加
同じべ･.Jドタウンと言っても山陽町の場合,計画的(こ県営山勘団地が建設 されT=が,fl:僻町で
は如計軌 こ住宅幽発が進められT=T=めfこ段地が次々と無秩序に宅地化きれ,虫くい状感であるス
プロ ルー現象を招いT=O多い時には50社にも及ぶ不動産業者がはいり宅地化は急速に進んTf｡
真備町の宅地化は,元 倉々敷の地価応膝のT=め,安価rJ近郊の土地への宅地造成であるのT='が,
これTごけ急速lこ進められTニ理由として考えられるのは,
① 市街化区域でも市iB化調整比域でもTlく鰯指定区域で宅地造成柴が安価であっT=こと.
② 水島地域へ近距離にあるにもかかわらず高梁川で隔てられているTこめ地価が川の東部地区
よりも数段安価であったこと｡
③ 売る側の良家も兼業化が進んで良地をもてあまし,売却に街庫的であっf=こと｡
が挙げられるということだ｡ ■
急速TJ宅地化の結果.真備町内には,田地と称する ものが絵数 60を越えその戸数 1,500声
を越えるO表4-2には大字毎戸数の多い頓に新設されT二田地名と入居戸数と入居者教を示しT=.
この中でも上二万の南方の台地に造成され1=広大TL打率台の団地は圧倒的な広さを誇っている.
ところが二万にはその他のEB地は一つもTlL､Dま(I,大字別lこ見ると服部,呉妹にも団地は1つ
もTJ.tい｡図4-5に地区別人口を示しT=が.同地の造成されていない服部,呉妹はやはり人口増加
の著しい傾向はみられrJい｡人口増加が最 も早く現れT=のは川辺で昭和 44年から増加 し始めて
'L いる｡岡m (辻刑)では46年,節田 ･歯 (市切 ･有井)では47年頃から増加している.岡田
(辻田)の増加率は慮大で2.000人近 く増加している｡表卜 2の辻B]と岡田をTこすと1,847
人入居しており最高を示す｡ このようlこ其備町における宅地化は比較的東寄 りの岡田あT=りで急
速に進められT=.表卜 2で,公田Jl個 と公団有井は,罷用促進住宅で,普通の住宅と違って転居
を余儀Tlくされf=ものとか,立ち退きを強いられT=ものに賃貸させるようtuLっているO菱4-2
に挙げT=団地の位匠を図4-6に示すと,真備町の中でも倉敷市(こ近い東部にかたよって分布して
いる｡その東部だけが急激に人口増加を招いT=r:め.上水道施設 ･ゴミ処理 ･し尿処理と併せて
保育園 ･幼稚園などの新増設Tsどの問超がT=らまらにして起こっTこOまT=このようTj:無秩序Tl住
宅地の配掛 ま交通 ･通信施設の非効率を招き.住みよい都市の建設にはマイナスとTiるであろう｡
団地,住宅の急速な増加は現在では蕗ら着いてきT=が,全国の悌向を見ると逆Iこ昭和 56年度
の新設住宅懲工戸数は9.2%減で,住宅不況が全国的Iこ深刻化しつつある｡所得の低迷,住宅価
格の上昇によるものであるが.今後,共備町ではどのようTL宅地造成が行われるのであろうか｡
(中沢 保子)
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衰 4- 2 喪備町における新穀団地
一字 畑 地 名 戸数 人数 計 辛 団 地 名 戸数 人数 計
節田 中 学 北 団 地 60 245 346戸1,5 人 辻田 .蒲 他 40 164 337戸】. 35人
7tl 田 40 163 向 畑 34 138
田 中 38 147 中 絶 手 団 地 24 92
王 子 団 地 32 121 辻 田 第 - 22 87
中 学 粟 団 地 22 80 西 の 床 22 80
後 田 18 74 み ど り団 地 13 44
高 校 団 地 15 59 石 田 西 12 55
内 湯 15 62 高 下 田 9 38
平 田 団 地 14 49 北 澗 9 34
う じ TI 14 58 JlL脚 沌顎敵地 7 26
畔 13 50 腎 頚 台 289 1,097人
小 杯 13 55 川辺 中 田 71 280 240戸93 人
白 井 12 43 門 田 西 47 182
西 村 10 35 公 団 川 辺 40 138
中学束帯二団地 9 39 新 田 東 26 99
須 賀 北 8 31 グリー ンタウ>J1辺 21 83
町営 肺 田第 二 6 19 門 田 寮 13 50
l町 営 前 田 乗 5 】8 前 場 12 53
? 2 8 町 田 10 45
育井 公 団 有 井 128 4462797 347戸1,279人 岡田 半 開 団 地 65 2551 129戸512人
片 田 75 新 町 南 28 110
真備 中央団地 36 137 馬 場 団 地 25 98
神 の 木 20 69 内 田 ll 49
高 城 院 18 65 市i尾崎 平 山 団 地 63 239 92戸346人
茶 屋 16 63 町 営 市 場 25 92
黒 ナ 舟 15 53 市 場 後 4 15
坊 田 ll 59 原 田 13 59 48戸195人
国 溶 1 0 2 砂 畑 】2 49
免 田 9 34 角 帯 - 9 37
有 井 申 9 32 m 池 6 22
蛎 棺 ト 6 22釆 共 備 団 地 62 253
古 川 1 3穀 雨 42 168
別 間 1 3辻 田 市 ニ 41 156
- 34-
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第 5章 真備 町 の 集 落
一 集落 の樵 進 一井 ノロの場 合 -
(1) 概 況
′
錠備町妹の井ノロは,13備町の西の喝に近い,席梁川の支流小田IHに沿った,人口200余で,
戸数 50足らずの小さな集落であるO南側には.弥拓山がすぐ間近にひかえ,家々は山にへばりつ
く形で全くの奨村形態をなす｡北側に流れていろ小Lfl川とのr削こ,多小の耕地が開けている｡素価
の熊落八応や金谷 とは鰍 ､たかんじではあるが.西仰の集落壌掛 とは屋根で過ぎられた感がある｡
アンケートにi:る聞き取 り調査を中'山こして.この井ノロの雄藩調査を行ったo
井ノロ 46軒のうら,アノケートを回収できたのは 40軒である.ほとんどの家が兼業農家で,
平均所有耕地面蛸 7 0R,山林 1.3haをもっているOまT:. 40軒中で人口ピラミッドを作ってみ
ると図 5-1-1のようになる(.やはり,若干,上部がふくちんだ形になるが, 30- 4 0歳の男が多
く,20歳未満の子供たらも,かなりいるため,形状をはばつり鈍形とみられるが,過疎化はない
ものと思われる｡
囲 以上未満 軸
80-
70.､80
60-705 64)4 -53 42 31 21 I T- Il T
LrI' r 1
LIT-
図5-1-1 調査対象地井ノロの人口ビラミ ･Jド
Fl 1
(2) 村落共同休 (地線的共同体 )
井ノロの韓溝は,策から,東 ･東中
･中土井 ･西中 ･井 ノロ西の10耶前
後単位で5つの組に分かれている.
井ノロ全体の寄合は1年に 1回, 1
月3日に各戸代表者 1名ずつにより常
会が開かれ,そこで部落長など役員を
決めるOまた会照を1年分 3,000円
脊簸め,欠席者に対しては,酌金 3.0
00円が課 される｡ しか し,この那金
は,煉近,欠席者が多いために新たに
できT=ものであるOこの下に束西に分か1して行う小寄合と組単位で行う小寄合がある.東西の小寄
合は,納税裾係のことが話し合われ, 1年lこ1度,駈時行われているo組寄合は,税金などの連絡
野項.戯協関係の調べ乳 あるいは意見をまとめて町に出さなければいけないときなど,任期 1年
で推還された組合長により,滴時召辞される.また.各線は,堤防と川との闇に各組の共有田 (1
反95)をもっていたO各家の代表が,残 97=苗のもら寄りで,共に田植えをし,そこからの収入は
貯金をして,荒神神楽のrPt用にあてたり,旅行のための費用にあてたりしていた｡ しかし,減反政
策により,2, 3年軌から休耕にしているところが多い｡西組は一番最後まで耕やしていたが,現
在はやはり休耕 し,土地の権利だけなもっている｡弊式組は,この粗 とはほ重なるようであるが,
多少趣きをかえているQ訴中と呼ばれ,聞きとうができた範朝では,中央の道から東西に分かれて
図
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いる.屋敷S'弓 (分析の便宜上から.各島軌 こ番号をうつ｡以後,単位のない数字は屋敷番号であ
る)でいうならば.7- 22と21･25･2612 7･30 ･32･35 ･36 ･37の中土井
耕申,級,残 りは組と電投するO しかし.束は10軒であり,中土井も10軒である｡そして,45
の屋号がニシヤマといい,かっては,45が集落の西端でこれより西は山であったことから,この
岸号がついたという｡ このことから考えて,かっての架港は講中を構成 しているものは,従来から,
この地に居住している者か,あるいは,そこからの分家と考え,この袋簿の中心は,現在の中央の
ト削ヒ道よりも西よりであり,西端は45で区切れ,東端は,今でこそ隣典落との切れ目がわからぬ
ようになっているが,もっと西よりで,入荷 (済牲落)と接 していなかったものと考えられる｡そ
して,現在は,画一的に5糸rlに分け,これが地線的共同体となっているが,かっては講中がその単
tlJIであり,その個数は3個と考えるoまT:,計中は串に地線的のみならず,血縁的要素も含んでい
†二と考える｡
井ノロ全体でお祭 りする行事は多い｡照寂院のLO月23日の秋祭り以外にも,4月 20日のお
だいし様,11月 12日の遍通様. 10月9日の金比羅様,そして,1年毎, 1月1日の夜に荒神
嫌の祭りとして高梁の奥の方から.神楽に来てもらい.噸番に組合のうちで l戸宿を決める｡ 10
月23日の秋祭 りの前,10月 10日には各戸から1名道曹帝のために出なければいけない｡そ0)
他にも厄前,妙見様,北斗様など,かfi･r)の小雨が残っている｡これらの神を祭るということは,
地線的共同体意識の表われであり,かISり,地域的Iこかたまり,それが今なお,他にみられるよう
に消滅せずにその姿をとどめているところに,井 ノロの性格がうかがえないだろうか｡
(3) 抹(血綾的共同体)と講
?
∫
l √-
1
1)本,分家関係
井ノロ村には,武本姓 ･水川姓 ･井本姓の3姓が多く,50軒足 らずの中で,それぞれ,2 1軒,
12軒,6軒を占めている(図5-1-3参照 ).この団から,各姓が.かなりの地域性をもらまとまって
居住していることがわかるO武本姓は西部に多く,水川姓は東部に多い｡井本姓が,そのすきまを
埋めTこように中央に塊申している｡この図にきさえた鞘園の本 ･分家関係を-で昏き入れると図4
になる｡武本姓lこ注目してみれば,まず 39から西部を埋め,そこから乗へのび1:感があるO武本
の縫本家であるというのは,45 (所有田 1反.棚 2- 3畝)と39 (所有田8反,畑 1反,山林
10町)の2象がいわれているが,｢ソラ｣という屋号をもつ 39ではないかと思われる｡図は39
糞 5-1-1 [亘司 の家系
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｢十 ｢
35 1L 51
31 タ
カ
オ
ー4l 一一
?? 26
??? ?? ? ?? ー??
?
??
??
42
??? ?? ? ????? ??
?
???
?
43
から枝分かれLTこ分家である｡武本家は,廉へ伸びているが.隣壊娼港0:)八筒までは伸びず.川向
こうの辻本の庁へ分家を出しているO距離LrJな分家方向0)限界があったのであろうO水川家は.皮
対に,顕から西へ伸びてはいるが,西へ伸びるよl)ち,Aiの隣接頒紡八甫-A:t)多く分家%J出して
いるoまた八括からも井ノU卿 こ分家を山している｡行政の上削立の小字部落が画一的lこ決められた
ためである｡
2)珠
rlの親し､のか本 ･分家姻族であり,血が商い一しかし.加蝕関係があるのが株rJのだという｡水
JIT家は株円は同姓の家全てであり, 12軒であるという｡井本家 も同様に,井本姓全てであr),6
軒であるという｡武本家は.いくつかに分かれて. 13.･20･22･23･26･31･34I
39と川向こうの辻本に分家 し†こ1軒を合わせT=9軒 と45 ･43･44,4 3 ･31･36･35
の31的,-ささえた鳩淵である｡これらの株が胎礼の際.神式の際に身円として染められる同族腿団
として存在する｡武本家の株がいくつかほわかれていることから,武本家oL)もとは1つては/Erいか
もしれないが,武本姓28iliFは一族であるといい,武本誹Fei-るものをつくっているQ
l)武本謝
武本姓 28軒で梢成しているこの詞は,恒武天白の子孫 ,新緑三郎義光をまつり, 旧11月
15日にその祭 りをしている｡当尾は当番制になっており,当番の家 には,若宮粥の規約む,土地
購入雷 .おかけ,Bl,祝乱 本などがはいった木箱が頓に較きれていく｡次に,その規約藩をあら
わしてみる｡
｢明治四拾壱年輪店月
若宮神社規約ぷ
武本姓
規約浬
吉備郡呉妹柑大字妹字非之に=四千弐百七番.馳山林参畝蛤を歩ノ地 Lに釣鐘セル
武本神社
右武本神社 ノ所有セル有休助産及正夢血産等鵜テ同社二閑スルー切ノ処分･･･.(資料欠除) -,･
窪地 タル部落ノ珊 ヲナシ居 ル者ハ同社所在地二移住シ居 ル者 卜均-ノ資格ヲ有 スル帯 トス
罪四条 ･同社ノ所有雌二関スルー妨ノ産物二対シ紫ン都合上売却其代価ヲ分配ヲ成ス可キ勘合仙生
シタルモ同社ノ所在地ヲ他へ移住シタル者ハ分配ヲ成サザル者 トス尤モ前条ノ但シ.上Fニ適当スル晋
ハ此限 リニ非ズ
第五条 ･同社ノ氏子及武本姓ノ内二テ氏子総代 (一名t世荊人) トシテ二名ヲ互退スル昔 トス
尤モ大吉ヨリ年々十一J-1卜凶日十五日ヲ同社の釈舛ロト取 り極メJ再ル次第成シモ滋二明治凹+I
年十一月十五日額二倣話人ヲ取1)設ケ同社二的係ノglハ万射氏子全部二協議ノ上示談取曲ノ処分法
ノ決議ヲナシタル者ナリ尤モ其批話人ノ年舶ハ三ヶ年ヲ一個 トシテ交代スル者 トス
但シ○ハ個和八年十一月制定 岨シ世話人ハ指名 トスルモ砦支ナシ
第六条 ･同社ノ為メ二万-訴訟兵ノ他如何ナル弔故ノ生ズル哉モ計 り難クこ付キ向后群金出必資ノ
ー44-
写 5- 1- 1 武本株の珊則 (Eh l)
写 5- 1- 2 若宮神社規約沓 (hhl)
-15-
申出栄 ノ節 八度-串二階芯ノ ハ 氏子全部 ヲ集合 シ中立出金方法 ヲ申 rl序 J駐日人以外ニJt地金 !敢
収担人署ヲ収 リ設ケ兵愚人 をヲ以テ徴収シjt徴 収金 ヲ以テ辞令や二充 ツル者 トス
第七粂･古神比ノui貴人二互選セ ラレクル者ハ同社二対シテハ冶 テノ超人ヲJRビル ト維モ前条 ノ如
クハ是云々相生.3-･･(資料欠除)
同上 武 本 綾太郎 ㊥
同上 武 本 源次郎 ⑳
同上 武 本 司馬太郎 ㊥
同上 武 本 福一郎 ㊥
同上 武 本 庄十郎 @
同上 武 本 彦左ヱ門 ㊥
同上 武 本 昏佐吉 ㊥
同上 武 本 凪太郎 ⑳
Irq上 武 本 韮次郎 歯
間上 武 本 松 吉 ㊥
同上 武 本 庄 平 ⑳
同上 武 本 伊弟太郎 (盛
岡上 武 本 忠三郎 ㊥
同上 武 本 仲 平 ⑳
同上 武 本 兼 吉 @
同上 武 本 実 歳 ⑳
同上 武 本 武 平 @
同上 武 本 宝 作 ⑳
同上 武 本 久 作 歯
間上 武 本 光五郎 ⑳ ｣
以上が明治 41年の記録であるが.明治 20年 ･昭和 20年改正のものもあげておく｡
｢ 明治四給電年給･a月
若宮神社塊約秒
武本姓
太祖神社 講 別
解一条
一 本耕ハ祖先 ヲ尊敬シ娼恭ノ赤心 ヲ表明スル為 メ執行スルモノ トス
第二条
一 祭 日ハ旧例二依 り毎年陰暦十一月十四日ヨリ十五日トス
第三粂
-46-
- 本講当番ハ各戸所在ノ噸ヲ以テ一年限相動ムJL.モノトス
第四条
∫
一 本講当番把ハ神田ヲ自作=ン共所村 ヲ以テ一肌 慣用ヲ負担ス)L,モノトス
但前神田二閑スル諸上納ハ当番ノ負担 トス
爺五条
一 本講当番ヨリ十四日夜瓶ノ節神酒壱升神飯菅斗ヲ持参シ参衆へ披露 スルモノトス
但採燈二供スル割木弐拾五東ハ当番ノ負担 トス
窮六条
一 本灘当番ハ十五日午前耕社一同列席ノ際油飯ノ霊応ヲナスモノトス但シ酒五升
第七条
一 本講社中分家 ヲナシJt.分家 ヨリ本訴二加入セノト欲スル成 ′､其旨ヲ本誠二申出テ承諾 ノ上加入
スルモノトス
第八条
一 前条ノ場合二於テハ1-四日夕夜稚ノ場へ神酒菅升持参シ参衆へ披露ス)L,モノトス
帝九条
一 本謝社中他村或ハ他居へ転居 スト維モ其当番ノ時ハ必ズ当所二於 テ相動ムルモノトス
但彼鶴合二於テハ其本分家戎ハ本那 t中ノ家ニテ執行スルモノトス .
右之粂々衆耕 約ス)L,者也
明治二十年丁亥十一月吉日 武本株FFJ ｣
r 昭和弐拾参年壱月給 口改正
太祖神社講則 武本件中
太祖神社講剛
節一条
一 本講ハ祖先ヲ噂敬シ追般ノ赤心 ヲ表明スJL,為J勃行 スルモノトス
第二条
一 祭日ハ旧例二依 り嶺年陰暦十一月 ｢四日ヨ.)十五LJトス
第三条
一 本諦当番ハ各戸所在ノ傾ヲ以テー年限相動ムルモノトス
帝四条
一 本講当番費ハ十五当日講中各戸精米-一升持参ヲ以テ当番ハ一切ノ費用 ヲ負担スルモノトス
第五条
一 本講当番ヨリ十四日夜龍ノ節神酒壱升神飯壱斗 ヲ持参シ参衆へ披露スルモノ トス
但 シ採燈二供ス)L,副木拾束ハ当番負担 トス
第六条
- 本訴当番ハ十五E]午前講社一同列席ノ際廠ノ饗応ヲナスモノ トス
昭和三十年十二月二十八日改正但 シ十五日当日ハ酒ハ一切用 ヒズ
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写 5-1-4 御美 神の軸物
写 5-11 6 五 百 年 祭 記 念 碑
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写 5- 1- 3 武 本 株 の 職
写 5- 1-5 武 本 神 社
-Irr-,_r-7 1-J
I J
写 5- 1- 7 ｣こ 当掛 -＼渡される木箱
1
写 5- 1- 8毛上 五百年記念称の城南
写 5- 1- 9 右 木箱の中にはいっているもoj
写 5- ト 3,写 5-1-1も同化
1 I I t-
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第七条
一 本誹社中分家ヲナシ其分家ヨリ本訴二加入セノト欲スル者ハ其ノ旨ヲ本絹二申出テ承諾ノ上加
入スルモノトス
第八条
一 前条ノ勘合二於テハ十四日夕夜瓶ノ娘へ神酒壱升持参シ参衆へ披露スルモノトス
第九条
一 本講社中･･-･･--
但 シ----
一 第九条規約ハ昭和二十六年十二月十三日ヨリ抹消ス
右之粂 衆々識字的スル者也
昭和弐拾参年壱月拾日
武本株中 ｣
以上が講則であるが,明治 20年からのものしかなく｢大石ヨリ｣や ｢旧例｣とかの冒蕪でしか
うかがえflL､が,江戸期後半の比較的新 しいものではないだろうか.昭和8年 1月に ｢武本神社五
百年祭記念｣の碑をたて裏面に ｢系譜 源氏ノ棟梁癒義家ノ弟新羅三郎義光ノ後藤源南信冠者 卜為
り武本 卜称ス｣と彫 られているが果たしてどうであろうか｡ しかしともかく,先祖を祭 るというこ
とで武本家の株が固められたことはたしかであろうO明治20年の規約賓は簡申であるが当番 (当
屋)が既に所在の順に輪番制となっていて,祭の控用負担のため神田の存在がうかがえるOそして
第 9条では他村に出ても当番を勤めるようにという結束の固さが うかがえるDが,株中の構造はか
なり平曲的で,帝 8条で加入したい分家はすぐ加入できるようであるo明治 41年のものになると
明治 20年のものに加え,権利の訴訟がおこった場合についても付記され,武本講存続のための努
Jjがうかがえるo こ こではtk話人をT=てることを述べ,毎年変わる当鬼とは違った趣きを示す｡ま
た.神田のことであろうが昭和5年の土地訴人記録 も残っている. ｢吉備都県妹村大字妹字井ノロ
参千九百九拾五番 一田参畝弐拾九歩 地価九円六拾弐銭｣の土地を吉備郡419番地渡辺巌か ら
妹4211番地武本惟 (39)と4381番地の武本宇三郎 (22)が80円で粥入している｡
｢ 記 録
元祖武本神社ハ年々旧十一月十四日十五日ヲ以テ神祭ヲ営ム之レガ資二田弐畝余歩ヲ充当シアリ
シ二昭和三年小田川工弔二月収セラレ祭賢二苦シム折カラ昭和五年一月適当ナル地所アリ之レヲ購
求スルニ当り資金二不足 ヲ生ジ氏子脇Iaノ上任意寄附ニテ代金補債スルヲ得タ.)寄附金氏名左二記
録ス
昭和五年一月
世話人 武 本 宇三郎
武 本 惟 堆 ｣
とあり次に寄附者が載っているが.ほとんどが壱円代の申,武本範推 ･武本司馬太郎が五円,3円
を武本音曲,武本袖安,武本宇三郎,武本惟堆,武本馬二が出しているoそして ｢武本神社の神田
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L酸T:収田)に対する報依金会計 (昭和 1 I- i2牢腔分)｣が残 してあるなどかTLり鮮霞 に掛製
されている｡現在行li.われている鍔鵬は,武A=家か り分かれた分家 も全て寄 り, 28軒で偶成 きれ
るO当良はIm番に 1時交代で当剃 りになっているヰかっては,神lrT]だけで牧用をまかなっていたが,
今では参加するものが米を 1升ずつもっていくO 旧 11月 lLl日のよいの晩は,夜髄 りをするO
当屋の者は若宮様の両をそうじして火をたき,お抑酒と煮 しめを周還 してお参 りに来る者全てを接
待する｡当E=ま当番の家に各家代表者 1名が朝のうちに米 1升ずつもって ｢おめでとうございます｣
と言って染まる｡祝詞をあげたのら,耕のことや苫宮様の啓轟のことなど話 し合い,会食をする
(仕出 しをとる)o皆が嫡る際には折 りや砂糖,昭宅姑などおみやげを配る.全てで 1人当たり5.
000円樫度である.あまり,ぜいたくにならfJL､よう,また,経済的に苦 しくならないように,
前年度の当番と来年度の当番 と3人で相談するようになっているO当番が終わると次の ものに木箱
を疲すo規約層 にもあったように当番 の家に同かあ.9たら,他の人が代理をするOかっては経済的
に苦 しい家はとはしたこともあったというOま1こ,不幸かあ っ1=家は代理の者に,けがれfiいよう
に箱をわたすという｡
2) *lHH
武本家と同様,水川家でも水川姓 L2肝が染まって誹を構成 している.水川家は払掛城の落武者
写 5-1-10 井 本 神 社
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が先祖であり,その先祖供養 として講を
もつ｡旧暦の 11月 15日であったが今
は 12月の第 3日曜日にしている｡先祖
がまつってある洞松寺か らお坊億を呼び
拝んでもらって会食をするという｡やは
り順番に当番をまわ していき,前年の当
番と来年の当番の 2人が今年の当番のし
たくを手伝 うという｡神旧ももっていた
という｡
3) 井本訊
井本姓 6軒で桃成する｡ 3 ･4年前か
ら武本紳 ･水川誹にな らって始めT二とい
うO穴門神社o)太夫さんをよんで両でお
払いをしてもらい稽めてもらうという｡
その後, 6軒を 1軒ずつお払いをしても
らう｡ 6軒で各家から女の人 1人か出て
手料理をつくり,会食するというO宿は
6軒で輪番制をとる｡ 28の家に井本神
社がかざってあるという｡
以上,各誹をみてきT=が,かなりの影世を受けあっているようだ｡たしかに族線的慈鞠が強いこ
ともあるであろうが,武本家は源氏ゆかりの者であり,水川家は平家ゆかりの者であるといい,井
本家は,他2家が行lIっている剤を新たに自家にも取 り入れるという凪に村落鵬成上にもかなりの
膨軸を及ぼす｡ しかし,武本言かこ見 られたように,しだいに,族縁忍mが狩れていくのが通常だと
思うが,誹を構成 し,それによって族緑的結合力を高め,実際かlJl)強凪なものになっていると思
われる｡祭典をするだけでもかなりの貿用だと思われるが,武本神社敷地内の 500年記念碑もか
liLr)大きなものである｡それに,膨噂を与えられ,水川家 も井本家 も族緑的芯鞄をもら続けるであ
ろう｡
(4) 考 察
井ノロ集落はかlj:りの共同体感鮒のもてる雑務であったと思われるo血縁的共同体関係がからま
って地繰的にもかなりのまとまりをみせていた｡ しかし,彼の媒蕗の特徴はやはり,株の意織でか
ためられた誹にあるO他塊務でも見 られるかもしれないが,非ノロに見 られる族綾錦孫の分布状況
が,この悪融を助長 しているようにも思われたOつまり,西部を武本姓,東部を水Hl姓,その中央
にふえていった井本姓,そして,分家がふえると,それらが,まばらに交り合い,互いの一族志出
をくすぐi)合う形になったのではないか｡それが誰を存続させ,娼大に今,なお続いているのではな
いかOとにかく,巌緑的意識がかなり残っているところである｡か, このlly;道は,かなり平面化 し
ている｡総本家 ,あるいは古い家々が梅威容もつというわけではTi･かっT=oもともと0)発生が上か
らのも0)ではなく,同職蛙の平血上から絹成されていっr=ものではないかと考える(】
(永野 楢乗 )
‥
二 過 疎 集 落 - 末 政- 一
束政は,総社市と貞備町の境にあって,四方を山に囲まれた,高度約 180mの山村である｡
現在は,戸数わずか7戸の過疎集落である｡この蝦落の現在の状況ならびに過疎化の過程について,
聞きとり調査から得た資料をもとに,考察していく｡ (たた'し,7軒のうち1軒は,留守であった
ため,聞きとりはできなかったO)
(1)末政集落の現状
現在,末政娘啓に常任しているのは,図5-2-1のa･C･d･f･g.iIjの7軒であるob･
eIhは,いずれもこの兼政から転出していった家である｡ bは,壁も崩れ,今や人の住める状態
ではないが,eIhは.時々こちらに捕ってくるために,全くの空家ではないO
また,aとe･fとgとh .dとiとjはそれぞれ同姓であり,親族関係にあるQ
図5-211 調査対象地末政概要図
】) 人口構成
聞きとり調査をもとに,各戸の家族榊成ならびに位葵をまとめたものが衰 5- 2- 1である.
これを見ると,この末政に住んでいるのはほとんどが60歳以上の楳年齢層であることがわかる.
それ以外は,aを除いて,いずれも未政を妊れて別居しているo
その別居先を聞きとりできた祇園でまとめたものが表2である｡
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衣 5- 2- 1 末 政熊 藩 の家 族構 成
蘇 性別 年齢 職 英 住居(間.別) 家 性別 年齢 職 業 住居(同.8lJ)
a 盟女秦項 67l59334ll8 段 叢/屯 気 店 勤 務 同 居〟 g 男女衣 81786459330 f L〟農 業公 務 員会 社 巳 同 居〟別
C 女 60 戯 菜 同 居 1 13-3 69 農 業/y会 社 員 同 居〟別
女男 3642 幼稚 園の先生会 社 員市 会 鵠 貝 別 居〟同 女9-3 6632
J 男女 694383 投 薬/会 社 貝教 員 同 居〟別 /I
ど 罪女 609戯 業〟錘 繋 技 師 鞄 居〟別
婿 ?会 社 員 男 30 会 社 員
衷 5- 2-2 別 居 先
地 域 人 数
岡 山 県 7
岡 山 市 3
矢 掛 町 1
JH辺(薙併帥丁) I
耶 音 村 1
玉 島 1
広 島 県 3
奈 良 市 1
1 5 4 -
これによると,別居先は,岡山県内な らびに岡山丘と民がほとんどを占めていることがわかるC
2)経営地および経営老
衰 3は,現住している6声のそれぞれの所有地をまとめたものである｡
衷 5- 2-3 所 有 地 市 棚
( )は借入地
田 5反 4反 2度(3反) 6反 4反 1町 5反
灯口 5畝 3反 2反 一反 / 1反
山 林 2反 6- 7町 2町 7町 1町 l町
その他 任 地 1反
これによると,田は, 1町 5反所有しているAを除いては,いずれも2反から6反の両群を所有
している｡畑は, 5畝所 fjALでいるnを除いては.いずれ もl反から3反の面街を所有しているO
山林の所有面掛 こついては, 2町以下の山林を所百している家と, 6町から7町の山林を所有して
いる家の.2つに分けることができる｡ ま†こ.山榊 こついては,個人の所有地以外に, ｢五人組の
山｣ とい うのが5町ある｡ これは,地図中の iと j.それに加えて転出していったb･e･hを合
わせた5軒が共同で所有している山林である｡
現在,これらの所有地の経営者は,表 5- 2- 1を見ればわかるように,60歳代の男女である｡
したがって,末政集落の盛業は現在,60歳代の応年齢層の男女に担われているといえる｡
3) 共同体としての活動
末政の住民達の連帯感は非常に強い らしいO人口が少ないうえに.親族が多 く,住居 も狭い範囲
に集まっているためであろ う｡そして何iりも.団括しなければ生活していけない厳しい環境にあ
るからであろう｡
この袋落に公会堂はなく,評的なものは,月に 1回樫度,個人が順番で持 ちまわって行っている.
道路舗装は, 20年前にあったときは村人総出で手伝ったが,現在では,役場でしてくれるよう
になったらしい｡適職普請としては. 1年に 2- 3臥 草刈を行っている｡
災苫時には仝且が鮎旧にあたる.
店は,村には一軒もなく,山の下へ降 り/Jければ/Jらないが,過 に 1回,盟協などの革が上って
くるので,それ も利用しているとい うことである｡
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(2) 過疎化の過程
1) 人口の減少
この未政は,第 2次世界大戦直後は,引揚者で人口は一時増加した｡それが一転して激減しはじ
めたのは,昭和 35年頃か らだとい うことである｡それ以後は今 日に至ろまで減少の一途を7こどっ
てきた.激減しはじめた年齢層は.20成代から40成代か らだということである｡
こUjように過疎化が進んできた要因としては,他の過疎fJ!落 と同じように,向につけても不便な
地域であるためた'ろ うo この末政の場合,学校は4キロも離れた山の掛 こある｡
店は一軒 もな く,山の下まで降 りていかなければな らない｡それに,わずかばか りの耕地から得ら
れる収入もごくわずかであり,町中 との収入栢蓋は拡がる一方であるOこれらの要因が過疎化を進
めてきたとい えるであろう｡
2) 転 出 者
現在,末政に住んでいる住民に㈹ きとり調査をしてわかった転出者は,図5-2-1のb･e･hの3
家族である｡それぞれ,今から10年前, 1年前, 7- 8年前に転出していった｡
転出先は,hは末政から粟へ約 17kJr下った扇状地の町である下田口であり,bとeは,下田ロか
ら南東へ約2.8kN下った,小田川沿岸に別けた平野の町である有井であるo現在の職業は,bは町
会淡白,eはふとん店勤務,hはブロック工場を経営している｡転出した理由としては,｢農業で
は生活していけないから｣,｢不便だから｣ ということであった｡
転出する際.それまで経営していた土地はどのように処芯したのであろ うか｡ bの場合は,田 2
反を所有していたが,現在 もそのまま所有してお り,良作菜をLに通っているとい うことであった｡
eの場合も,3反の田を所有していたが,現在は戯作薬をLに適っているらしいo hの場合は,田
4反,山林 2町 を所有していたが,そのうち,田 2度Tfけ残し,あとは売ったとい うことである｡
その 2反の田は,fに倍しているO
さらに,それまで住んでいた家や先祖の益はどうしたのであろうかOまず,家については,その
ままにしているのが eとfの 2軒であり,bは倒してしまった｡基については,3軒ともそのまま
にしており,盛参 りに来るとい うことである｡
3)虚業の変化
過疎化に伴って,虚業の形fQは どのように変化してきたであろうかO
まず第一に,稲の桝作両群が減少した. これは紛堪からの要諦でもあった｡第二に,それまで稲
作地であった土地は.休耕地か転作地になったが,休桝地にするよりも転作地にした家が多いとい
うことであるO これは,少しでも多 くの多 くの収入を柑ろためであろう｡転作の作物 としては,初
期の 12- 13年5'uは大豆 とかタバjであった.その頃はどの家でもタバコを栽培していたo とこ
ろが,人口が流出していくにつれて人手不足が深刻とな り,現在では.タバコを栽培しているのは,
わずかに 1軒だけである｡その他の家は,タバコ栽培地を再び稲作地にしたり,ビール麦戯培地に
したりしている｡
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(3)末政集落の将来
現在の末政熊蕗の住民は,ほとんどが60鏡以上の蕗年齢者であり,段英 も彼 らの事で細々と行
われているにすぎない｡
では,彼らに果して後継者はいるのであろうか｡ この質問に対して,後継者がいると答えたのは,
6軒のうらわずか2軒であった｡しかし,この2軒に,更に,この地で引き継ぐのかどうかと掛 ､
たところ,2軒 とも,この地では引き継ぐつもhはないという回答であった｡ 1軒は,田口で昭気
店を経営しながら,他の l軒は,岡山市内で会比良をしなから,濃作業をL,にやって来るぐらいT:I
ということであった｡したがって,この地に残って忍野的な後継者になる人は皆蛾だということが
言えるであろう｡
それでは,この地で後を継ぐ者がいないのであれば,これから先はどうするのであろうか｡ この
質問に対して,6軒のうち半数の3軒は,この他を触れるつもりだと答えた｡そして他の2軒は,
まだわからないということであった｡そのうちの 】軒は,その理由として,いくらかの土地があり,
約 10人の子供達に米を毎年送るためまTfこの地を岨れるわけにはいかないが,この地は不便なの
で離れたいとは思っているそうである｡
では,この他を離れるとすると,住んでいる家や先祖の基,円 ･加 ･その他の所有地はどうする
のであろうか｡ この質問に対しては 6軒ともに,家はそのままにして崩れるままにしておき,基 も
そUL)ままにしておいて墓参りにやって来るようにするつもりだ｡所イ]~地のことは子供たちにまかせ
るという答えが返ってきた｡
さらに,この央落の将来の行方を牌いてみf=ところ,｢つぶれる｣,｢人がいなくなる｣,｢す
たれてしまう｣,｢誰も来る者がなくなり,絶えてしまう｣などの悲観的な答が返ってきTLoただ
一軒,｢あくまでここにいる｣とがんばっている家 も,この袋落の将来については,｢わからない
が希望はもてないだろう｣という答であった｡その家には,倉敷の桁米裳の人が田を買いに来たが,
断ったそうである｡倉敷の人は,そのおじいさんに ｢ここへ来ると,病気が直るようだね｡｣ と言
ったそうである｡｢時たま遊びに来たりするのには,空気もきれいだし,緑も多いし.うってつけ
のところだが,ずっと生酒していくには,不便で仕方がなく,食べていくのに粁一杯なんですよ｡｣
と寂しそうに語ってくれたそのおじいさんの言葉が轟く印象に残った0
(太田 美佐子)
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第 6章 r 交 通
- 明治以前
1 適 格
兵備町の中央を小田川と平行して東西に
横切っている適格があるb これが旧山嚇眉
(現 ･県道倉敷-井原頼 )である｡ この山
陽道は.古代にあっては.中国とわが国の
都をつなぐ道として,ただ 1つの大路 と
して経営された道であり,江戸時代におい
ては.五街道につぐ.重要幹線道路として,
備前,備中南部の交通体系の中では,抜き
んでた存在であったD
そうLf=韮要道の I帯が, この虫偏町を
通っており,小田川と高梁川が合流してい
る地点に位匠する川辺は,『延宙式』に
｢山牌道 ･備中国駅馬河辺廿疋 ｣とあり,
江戸時代には.岡田藩陣屋門前の宿駅とし
ても繁栄LTL､たようであab 図6-2の山陽道
? ??
? ?
???
????
?
?
●ヽ
ノ ー ●､･レ了 ､-I _･つ
し -･I,
｢●
/■
/●
(藤沢晋『岡山の交通』より)
図 6- 1 近世の主要道韓と宿駅
l′ ∠ ､又〝J● JP LJー LJd∫ j 7!i
〟
芸 AT 失 副 書 ii 窟 孟
(注 ) (1) 本図は各宿における休泊虫を棒グラフにしたものである｡
(2) 図上の数字は総回数を表わし斜線の部分は ｢泊｣,白色の部分は ｢休｣の割合を示す｡
(3)本図は井上-庶民の卒業研究 ｢近世特権並行の封建的休泊の展開一備中矢掛宿を中心として-｣
より転載した『地域研究第 18柴一岡山県矢掛町』による｡
図6- 2 山陽道通行諸侯の備前 ･備中地域における宿駅利用状況
- 59-
表 6- 1 1787年(天明 7)の参勤交代大名の止宿状況
里 程(亀 町) 対 地∫ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 宿泊
長 筑 薩 肥 筑 長 肥 肥 肥 石 肥 薩 石 肥 周
,p-B7 芸 買 霊 芸 器 聖 霊 霊 悪 霊 買 霊 要 覧
末 川 島 津 米 中 村 池 島 野 賀 島 田 戸 山
大 名 の名 毛 立 松 水 有 毛 大 鍋 銅 他 松 松 松 松 吉
平利 花 上 野 島 利 村 島 島 井 平 平 平 平 川敢 左 賢 左 中( 近 務 甲 信 甲 和 田 肥 上 左 壱岐 近 空 将 大 斐 戯 斐 泉 肢 前 総 京 岐 監
守 守 ) 鮭 稲 守 守 守 守 守 守 介 亮 守 物
_ヽ｢-ト+t. - t= 三 七
領地市(■伝) ⊂)九 ⊂)○ ○ くつ 七 ≒ (⊃ 三 七 ⊂)(⊃ 一二 ⊂⊃⊂)大 入 ⊂) ⊂) ⊂⊃ 九 六 ⊂)⊂⊃ ⊂) 八 四 七 (:⊃⊂⊃ ⊂⊃ ⊂) ⊂) ⊂) ⊂〉 -ヒ ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂)
C) ⊂) ⊂) ⊂⊃ ⊂) ⊂⊃ ⊂) ⊂⊃ ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) (=)
通行月 3 3 4 4 5 5 5 5 6 7 9 9 9 11
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 回数上 り 1 1 1
126 神 望 ●●●●○ ○●●●e●●●●12
i,12 馬 屋七 日市 ○ (⊃ ○ 0
(今 市 ) ○ 0
3.00 (朋 越 )矢 掛 e●●0●●●○●⊂) ○ ● ○ 0 08
3.00 川 辺 ○○●〇 〇 〇 〇 ● ○ ●●○6
3,00 板 倉 2
2.12 岡 山 ●●○ ●●LJ ○ 5
2.00 藤 井 ○●〇 〇 〇 ● ○ 3
L1,08 (一 日市 ) 〇 〇 〇 〇 0片 山 ●●○ ●● ○●6
2.28 三 石 ●○ ●¢● 6
(庄 ) て･ 史料は先触状(旧矢掛捕本陣石井家所威 )による
2 ( )内は間宿
3･ l里= 36町- 4kJR｡里程は｢中部=J樺記 ｣(岸井良絹『山脇道』)による
4･●印は止宿.0印は休恩 (昼食)
(岡山県大百科串頻より)
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通行諸侯の備前備中地域における宿駅利用状況ItJ:ると,この川辺は,｢泊｣｢休 ｣合計したもの
は,神辺についで,第二番目に多い休泊取を示しているのである｡というのも.図にも記してある
ように,仮t=?とこJ)llri2の間には.川刀川 (高梁川 )那:I)リ.清が,この川に.堺をかけることを
奈止していたため.舟で渡らなければ/Lらなかったtいうことが,大きな原因と思われる｡だから
東海道筋の古土川や天竜川の川留めの例のように,この川辺の宿駅でも,大変な混雑ぶりだったの
ではないかと思われる｡
i ~ †･1
2 水 路 (河川 )
I4世紀初頭には,瑞緊川の支流
小田川では矢掛(本流から2れ 原
籍 20m )まで.高細触ま通航して
いたと考えられ,その頃から,本流
の柘梁川と連結して,それによる河
川交通が発達していたJ:うである｡
そして. この布板舟の発達に伴って,
他の砧瀬舟発着地同様に, この小
田川沿いにおいても,古くから産業
が発達し,栄えたようである｡また.
前記の川辺付近は,小田川と高梁川
の合流点に当り,その地点より北
(高梁川上流地域 )と西(小田川上
流地域)の剖荷の揚げおろしでにぎわ
っていたのではないかと凪われる｡
｢亡 = 葦謁 憩 丁等 蒜 霊 鵠 Lk讐
~~--~ ~EiI''憲 二等 三 ::'-読 _こて
･ 図 6- 3 江戸時代の応海舟航路網
そして.図6- 3のように.この苗瀬舟の江戸時代から昭和初期までの通航範囲は全県域をカバー
することとなり,その上,これに陸上交通等,他の交通手取が加わり,そのことによって,ますま
す,.市海舟による河川交通は栄えたようであるoしかし.この席瀬宛も鉄道の発達,自動車の発達
督及等によr).T:'んだんと,その地位を,陸上交通機関に寺われるのであるoこの兵僻町でも例外
ではなく,昭和初期には.もう,その塵を見ることは,ほとんどなかったようである｡
二 明治以後
1 鉄 道
明治時代になるまでは,前記のように.只備町は.旧山陽道の宿場町として,¶繁栄"q発展"し
てきたのであったが,明治以後,そうLTご繁栄 "■発展"から. この共備町は,取り残される形と
なる｡というのも.山隣本線,国道 2号線等の主要交血糖が海岸線を通 り,そちらの方に｢開発 ｣
の力が注がれあらゆる詰襟能が,その方に果申してしまったからである｡
そして,現在に至るまで, この町には,鉄道が遜ったことはなく.その恩恵というものを一度も
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受けていないのである｡しかし,兵備町にとって,｢解題 ｣の問題は,現在においても.無視でき
ない大きな問題であり.この｢鉄道｣抜きには, この町の交通については語れないといっても過言
ではないように思われる｡
日本に鉄道が初めて,通ったのは明治5年官営堺菜として,新橋-横浜間であり.ついで明治
I2年,京都一大阪間に開通｡そして, この岡山に鉄道が走るようになったのは,それより. I3
年後の明治24年3月18日,民営L個 鉄道の三石-岡山闇開通が始まりである｡-私鉄として神
戸以西に鉄道をつけようという話が,明治 19年兵庫県の石田寛之助 ･小西新左衛門らによって固
められ,鱒西財界の堆藤田伝三郎をおし立て発起人代表として,兵藤県知事あてに,条件付きで敷
設願を提出することになるのである.その条件というのは(『岡山の交油』藤沢賢)によれば.
a 敷設区間は神戸-姫路闇
b 用地については,官有地の場合は無償払い下げ,民有地の場合は政府で買い上げて払下げ,
C 地租は免除｡
d 諸工事は政府で代行
非常時には政府の自由使用を許し.会社は実根を受けとる｡
というものである｡そして,この敷設甑は国家的要帝として将来下関まで延長敷設することを条件
に.明治 21年 1月4日付で許可きれた.そして,そこで整正きれた山陽鉄道株式会社は,全線を
三分して.神戸一岡山.岡山一広島,広島一下熊とし,各区三か年で完成する計画のもとに.巌初
の53khlは明治 21年 12月 13日に開通したQしかし,翌 22年の凶作による不況から.姫路以
西の工弔用資金が染まらず.政府に交渉して1マイルにつき2.000円の補助をえて,工事を進め
るのであった｡また,県内では,河川水運と海上交通の接点として栄えた町が,鉄道敷設に反対し
て用地買収に応じなかったので,これらの町をはずして,路線をしいて工事を進めなければならな
かったのであるoこうして,明治 24年 3月 18日.岡山まで開通し,そして,9月11日には福
山までも開通することとなったのである｡
この山陽鉄道開通当時の運行状況は,列車運行数 6- 7柄編成, 1日5- 6本の運行O客車運賃
は1マイル下等 1銭,中等 2銭,上等 3銭,岡山から神戸まで下等76銭,中等 1円52銭,上等
2円28銭,倉敷から岡山まで下等 10銭 (米一升当時5銭, これを今日の米価に換算すると)一
現在では 1.000円･同様に清音から岡山まで16銭一-I.600円.中等,上等となれば,その二
倍,三倍となるわけで,庶民には,まだまだ,遠い話ではなかったかと思われるo
そして.中国鉄道(津山線 ･吉備線)が岡山県の地元の資本をもとに敷設きれ,軽便鉄道法の施
行等を中心とした政府の保葦奨励のもとに,大正2年,井原笠岡軽便鉄道が.下津井軽便鉄道が敷
設きれており,大正 3年には.西大寺昭気軌道が建設され,大正 10年,井笠鉄道矢掛線が開通す
るのである｡そして,さらに,県北を中心として.姫新線,伯備線.因美線,芸備線などが,国鉄
の手で建設されていくのであるが･･･- 0｢鉄道開発図｣ 図6-4で見ると,｢式備町｣は,完全
に,この鉄道交通から,除外されているのである｡
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I.･-LH･L･官私併進時代 (M25-同38年まで)
.. 国有化時代(M39-で8年まで)
発足時代 (T9-SJl年まで)
i;付-ti;MML磯崎体制時代 (S1l～S20年8月まで)
･一一一一一-一一復興再建時代 (h･†209-M24年)
体質改苅時代 (S25年以降)
図 6- 4 鉄 道 幽 男 図(r阿山の交過jによ り作域 )
tこ
t 1 r
-6こ1-
こ,iいま 一休なぜであろうか｡山勘本線を救.設する時. このf3備町を辿らせるという案 も,あっ
Tこらしいが,前記の河川交通と海上交通の接点として栄えた町,たとえば,玉島や,西大寺のよう
に,この貞船町でも,住民たちが,大きく反対した1こめ,この町は,はずされたと言われているo
そして,大正 3年吉備軽便鉄道が資本金60万円で矢掛-総社間の鉄道敷設許可を受けたのである
が,先の山鮎本線同様,地域住民の反対と,矢掛 ･総社ともにFt有岡が小さく,また,小田川流純の
人口増低が低いという理由で,この計画は失敗に終わり,またしても, この弟備町には鉄道が通 ら
なかっr二のである｡
その後,矢掛の住民はな人とか,自分たちのW)に鉄過を走 らせようとし,住民たちの団結によっ
て,大正 10年.井笠鉄道矢掛支線を姐らせT=のであるOしかし,桑備町では,その当時において
ち,そして.この現在においても,なかなか.鉄i正教殻は実行に移され/Jいのであるo
この鉄道敷設の問題 (矢掛から総社まで)は,その後.ずっと,続いており,ついに,昭和 26
年5月,1-;船町感会議良が先敢となり,矢掛町の発展のために,総社一矢掛闇にに新しく,鉄道を
赦.i殺するよう各方Lblに陳情したのである｡しかし,新しく敷設するということは許きれず,吉備線
を延長するという名宛のもとに運動を展開することになり,その年の8月4日,岡山県,広島県の
73町村の協力者104名の参集を得て.ついに,矢掛小学校耕堂で,総社-神辺間の鉄道敷設に
ついての結成式が行われたのである｡しかし,建設省認可となるのは,それより, 11年後の昭和
4 1年 5月7日で.その時,やっと,吉描線延長塩t式が井原中学校で行われたのであるがしかし,
翌42年,弟僻町はこの鉄道がL';L備町を過 らぬようにとの陳情店を国鉄当局に手渡したのであるo
町議会が提出した理由というのは,『共備町史』によると,
｢この予定線は町の中央平ifl_地を分断し,湛水地帯を通過するためエ脚こは相当高い築堤を必要とし,
豪雨の時には従来の湛水被害に費に被害が加わり,その規模もまf=大なるものが予憩きれ,町道.
腔道に農作業に対する彫坪が多く,また部落を縦断し,近接部落民に対する有形無形の被害は忍び
難い｣
というものであり.このBP_由により,大幅な予定変哲を陳情したのである｡その後,井原市の方か
からL;･々 と工帝は進められ,矢掛までトンネル,盛 りtなどを既に造成しているのであるが,i-'1備
町の予7E地はそのままの状闇で, 9年が過ぎ,昭和 51年9月 3E],鉄道建設公田大阪支社よりfi
備町に対して.図 6- 5のようなルート変更が申し入れられ,詳細には,図 6- 6のような路線に
変更することに/iった｡町としては,議会の国鉄井原繰延長瀬虎特別委fl会で検討することになり,
そして,uB和53年 1月から,その変5Eした路線を肴エすることになったが.劇 こなっても石工し
ていないのであるoそれに対して,井原-矢掛のエ蛸は52年末までに全線の 33啓の工rirを終え
ているという｡そして,習 54年には.地方開発線として, 7位円の予昇が当てられ用地買収 も_tL
備町以西はほとんど終っており道床工串もこれに沿って順調に進められているようである｡しかし,
以備町では まf:I.=JLi地利謎もできない現状のようである｡
この国鉄井原線が.伯備線総社駅から,J=L備町を通って,広島県福塩線神辺駅まで.過ずるのは,
果していつになるのであろうか｡
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2 i凸 箱
明治 29/lf:の箭lE]郵便Jによる道路調査によると
長6-2 明治 29年現在の主要道路の状況
名 称 退 路 倭 別 道 幅 適 職 申ノ通,不通
長 崎 往 来 国 道 弐 分 痕東ヨリ長崎 通ズ〟/
伯 州 往 来 県 道 宅 間 半 玉島ヨリ山陰
作 .)1 一 等 中 ･古 間 弐 箭田 津山
とし,長崎往来を｢同道中節EEILl敷闇二於ケルt.7梁川ニハ想耶ナク.平時ハ渡船二テ｢般ノ通行自
在ナレドモ出水ノ時ハ交通全ク杜絶ス,故二当J逓送ノ如キハカカルlij,合二ハ成ルペク臨時渡船ヲ
克雇人レ逓送ヲ了スルモ 非常大跳水又ハ暗夜ナル時ハ己ムワ得ズ此処ヨリ帰局セリ｣と説明してい
るOこれJ:り,明治 29年においても,まだ,摘礎川を船で渡っていIrこことが,うかがえる｡
(この 3つの往来は.各々,長崎往来が現在の合救井原娘,伯州往来が昭和台数線,作州往来が宍
粟L=L節線という県道になっている｡ )
では.交通摂関はどうであったのであろうかO この町でも,他の地域と同様に,当時は人力車.
馬車,荷革が点っていfこようである｡
人力群が打砕往来を走 り出しT=のは明治 20年頃であり,そして.明治 24年に山脇鉄道が通ず
ると,ますます,この人力串を使用する人が増え,Xl.砧駅まで人力車を使用したようであり,新田
西L｣はそのたまり場となっていたようである｡明治 30年頃になると,山梁往来を,馬車が走り出
し.先の折田西口から.七品行きという馬車が出ていたようである｡
そして,昭和初期頃になると.自転車を使用する人々が多 くなf),学校へも,みんな,自転車で
通学していたようであるOしかし, この自転車も明治,大正.昭和初期頃までは賢沢品として扱わ
れ.その上,先の馬車,荷申とともに税金がかかっていた1うであるo参考までに,昭和26年度,
大僻村の記録を見ると,
｢自転車税 一般用申及び婦人用申 年領 200円 (自転車にも鑑札をくっつけていTこ) 読争用
申 年簡 300円 三輪車 年額 500円(これは荷運び用のもの )｣
とあるOその頃の公務貝月給は平均 5.000円ぐらいであるけれども.伝/rT-I,この税を払 うのはやは
ら,人々にとっては.題荷になっていたのではないかと思われるO今は,そうした税 もなく,手軽
/A:仙段で防人できるため.般近.･肺人台数の著しい′ヾイク(特に50cc) とはまた違った形で.
怒/t'した伸びを見せているように思われるO
そして,次に登場するのが自動車の類 (たぐい)である｡先に記したように,この兵備町には.
鉄道がないため.使用する交通親閲ということになると,やはり,自動車であり,他の鉄道の走っ
ている地域以上に , この自動車の使用する機会が多いのではないかと思われる｡だから,当然,自
動車の使用の増加にともなって.道路躯偏や橋をかけたり,かけ直したりといったことが,盛んに
行われるようになってくるのである｡
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わが国に,自動車が輸入されたのは明治 30年からであるが,この糸偏町に.この自動車が,
走るようになったのは,大正13年で.矢掛-岡山,矢掛 ～ .玉島.井原～岡山の三線が乗合自串
である｡ この乗合自動車は.現在のバスのJ:うlこ人を乗せて.料金をとってい[:ものであるが.鉄
道の走ってい/i-いこの地の人々にとって,在宅J:3交油糧胴ではなかったかと思われる.そして. こ
の発展した形ともいうべき,バスが,この町にもiE-るようになる｡このバスの運行状況を大まかに
記すと,
哨和 8年 は土自動串株式会社が井原-岡山間の営業開始
昭和 13年 山隈自動車が矢掛-岡山間を起る｡
昭和 15年 省営パスが/矢掛～r柏山間を走るO
昭和 15年 国鉄バスが点数～矢掛間を走る｡
昭和28年 井笠バスが井原-岡山間を虎る｡
L~1
昭和29年 中鉄パスが倍音一岡田一見瀬一新本山田開運｡
昭和31年 国鉄′ヾス二万線閑適｡
昭和 33年 中鉄パスが総社一岡田一二万ロー肺EZ開通Q
昭和39年 中鉄バス 構音一問偲一見叔一新本山田闇廃止O
昭和43年 屑鉄パス二万線廃止Q
昭和43年 中鉄バス総社一岡田一二万日一節田間廃止O
昭和45年 中鉄 -^ス矢掛一総社閃腐Lと｡
E i
となっているo昭和40年頃から,自家用市の普及にともなって,バス路線が,次第に廃止きれて
いくのであるが,それまでは,それぞれのバス会社に陳情宙まで提出して運行してもらうという状
況であった.その 1例を記すと,(乃備町史よr))
｢如軟バスに対して(昭和28年 )
① 遡行希望路線
1. 二万ロー上二万線
2,川辺中町一薗線 ー■ヽ
3. 備中前段一見櫛板(大字市場 ) t
4. 二万ロー総社擦
② 陳情理由
1, バスの他に交通機関がない｡
2. 合併したTこめに地域を軒ぷ必要上.
3 E白餅バス岡山行に乗るまで全部徒歩｡
4 婦女子は特に時間の浪費である｡
5. 何か役劇 こ用串ある時は全部,新田にある役場に来なくてはならない.
というものである｡
現在は,国鉄バス矢掛～倉敷 33臥 井笠バス井原～岡山6回の計 39回,この夷僻町をバスが
通っている｡
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そして,昭和 35年政府の所得倍増の頃からオー ト′ヾイが流行 .昭和 42年節から自動41に取っ
図 6- 7及び図 6- 8をRでいたfきf:い｡この 15年間に,普通自動車の保有台数は, 24-
25倍の増加を示し.現在では2人に 1台の割合で,自動車を保有していることになるのである｡
そして, 次に表 6- 3を見てみると.缶敷-井原線の川辺と妹で地点で行った交通凪の調査の自
動車の部門は,昭和 40年から昭和 52年の 12年間に, 7- 10倍の増加となっているのである｡
昭和3 9 40 41 42 43 44 45 46 47 48 4 9 50 51 52 53 54(年)
〔｢町勢要覧｣ より作成 〕
図 6- 7 町 内 自 動 軸 保 有 台 数
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5,CK)04.00321
-
I
因 附 円 口 日 潤
台数 37LlO 4 3 46 5052 3740Ll3.165052 374043465052
『共備町史』によろ
図 6-8 自動 嘩 保 有 台 数
次に.退路状況を見てみTこい｡やはり,先にも記しfこように,自動車の増加に伴って,道路の
整備が必然的となってくる｡図6- 10や表6- 4を見ても,はっきりわかるように昭和41年
から,昭和51年までの 10年闇に県道の舗装率はほほ, 100帝近くとなり,その上,県道だ
けでなく,町道の整備も進み,弟備町の退路は.ほとんど,完備されているといってもよい｡し
かし,舗装はされているけれども,合敏一井原壕の妹付近は,道幅が狭く.大型 トラクなどが通
ると,人や自転車などは,よける所 もなく,非常Iこ危険である｡また. この町0)新川辺惰付近を
中心に,朝夕特に.交通渋滞となるのである.この町には国道はなく.主要県道として倉敷～井
原軌 倉敷～昭和の2線と,他に,大曲～船級軌 宍粟～井備軌 市場～川辺線,下原～船細線
の4つの県道があるのであるが,中心は,合叔-井原嬢であり,この道略においては,近年の急
･ 激な交通史の増加により,いくら道路整備をよくしようとも,完全に.交通許容能力は限界に達
しているというべきである｡また.そうした状況の中で,′ヾイパスが現在.川辺地区-か所しか
ないというのは,大きな闘将であり,新円′ヾイ′でスを早急に実現させ少しでも,交通の流れをス
ムーズにする必要があるように思われる｡
この道路紫備に的することで.もう一つ.忘れてはならないのが,｢僑 ｣についてであるo
図6- 11のように,この員備町には現在,多くの橋が架けられているが,特に,忘れてはなら
ないのが,宿梁川に架けられている｢川辺橋 1である｡前記のように,江戸時代までは,藩の方
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夫 6- 3 県 道 の交 通J'P.lL.の状 沢
『典備町史』による
調 査 地 点 調査年月日 歩行者 自転車 二輪車類 自 動 車
乗用車 貨物事項 計
台数～井原繰川 辺 40.10.L9 259 1.Ol5 i.017 464 I,213 1.677
43.7,J6 289 577 841 1,376 2,352 3.728
46.10.12)平3 均 247 360 553 3,867 3,863 7,730
･l9.I()_23 363 J138 489 4,838 4,419 9.257
52.7.5 12 416 349 4,935 4,385 9,328
t}叡～井原線 40.10.19 LIL 431 433 361 616 977
43.7,16 127 261 452 808 1.545 2.352
6 i …)蛋 50 157 27 2,4 2,805 5.146
妹 49.10,23 20 80 204 2,921 2,926 5.847
52.7.5 57 45 148 2,793 3,015 5,808
倉敷-昭和線 40,10.9 29 57 123 19 105 ユ2443.7｣6 41 25 43 52 74 ー26
市 場 46.10.13 25 35 68 196 359 555
49.10.23 18 9 52 141 30ー 442
52.7,5 5 12 36 209 341 550
大曲-船槻線 43.7.166亘 …)蛋 203 343 230 159 SIS 474上二万 52 295 23 332 338 6 0
49.ユ0.23 236 ー96 217 920 631 1.551
52.7.5 124 188 125 907 558 1,465
市%L～川辺線 49.10,23 1 9ーI 368 279 526 508 1.034
市 場 52,7_5 56 340 217 746 568 I.31LI
下原～船鹿繰 49.10.23 6 33 38 213 168 381
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衷 6- 4 屯備町 内県道 の状況
① 42年度まで
1LL,
｢町弗野乗｣より
県 道 名 延 ,F% 改 良 済 舗 装 済
延 長 割 合 延 長 割 合
怨敵-井原線 9.1 km 9_lkJ loo. i 9.1 血 100,帝
倉敷一昭軸線 5.82 '■ 一 一 1.4 24.0 I.0 17.2
大曲-船細線 5_13 0.3 5.8 2.8 54,6
宍粟一兵備嫁 3_89 0 v O 3.89 100
市場-川iZ]線 3.99 0.a 2.0 0,8 20.0
下原-舶槻線 3.08 0一 0 0 0
≡ 1
度) 52年度まで
了 こ く･■
, tL.
県 道 名 ; I 延 長 改 良 靖 舗 装 済
延 長 r割 合 延 長 匝 合
倉敷-井原繰 9,38 kJ J. A.JT Sl 9ー4 loo .0 9.38 100.0
倉敷一一昭和繰 5,70 3.3 57,9 5.70 10J.0
大曲一般藤娘 ･1.39 2.1 47.8 4.39 100.0
宍粟-奔騰繰 3_67 i,3 35.4 3,67 100.0
市場-川辺線 3.98 2.3 57,8 3,98 100.0
下原-船細線 Sr17 2.7 85.2 2.74 86.4
③ 54年度まで(但し央牌町内県道 ･町道を含む)
総延長 舗 装 舗装jF
町 道 322kR 226血 -70.15
県 道 31 31 】0ロ
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下 宍 市 大 愈 倉
原 葉 場 曲 数 敷
船 兵 川 船 昭 井
依 備 辺 椅 和 風
破 線 繰 破 線 線
図6-9 i'l僻町内の主要道路
図 6- 10 道 路舗 装状 況 (美麻町 )
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? ???
図6- 11 共肺町の帝 (r央肺町史Jによる)
針により.高梁川に櫛を架けることが許されず.船渡しであり,そして,明治に入って,確を架け
ることは許されたのであるが,少し,両が多 く降れば旅されるような板橋であったようである｡し
かし,荷車.馬串.乗合自動車等の交通手段の発達に伴い必然的に.この橋 も架け替えを迫られ,
大正8年,川辺村長と酒音村長らの猛運動の暗果初めて,大きな木借の川辺億が完成するのであるo
そして.昭和3年,｢川辺橋架替促進舶成金｣を括成し.鉄億架設の運動が展開され,昭和8年7
月6日,鉄橋が完成｡当時,この幅の5･4〝Iは広すぎると言われていたが.昭和 52年には,狭
すぎるため,その北側に,新III辺橋が架設きれ.少しでも, 1万台前後の革の頚行長 (塁 12時間)
を減らそうとしたらしいのだが,川辺価のとりつきの所は自動串の往来の方向が八種類となってひ
しめき合い.激しい交通渋滞となるのである｡
三 ま と め
この蕪備町の交蒲を.大まかながらもみてきて思うことは.やはり,鉄道敷設の閥留の比重て大
きいのではないかということである.この鉄道が.過っていなかったということによって,モータ
リゼーションの時代の到来と同時に,その波に乗っているように思われるoすなわち,バスの不便
さ(時間.値段等 )の解消のため.自家用牢を所有する家が急激に増加し.昭和53年には, 2人
に1台の削合で自動車を所有するほどになっているのである｡しかし,いかに,自動革による交通
が発達しようとも,鉄道が通っていることといないことの闇には大きな差があるように患われる｡
特にこの英備町が,倉敷や総社のベッドタウンになればなるほど,あるいは. この町の発展を願え
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ぱ願うほど,鉄道敷設は.到底.避けては通れない問題のJ:うに思われるO神辺駅から矢掛法で
は,どんどん.上申が進んでいるようである｡確かに,この鉄道敷設に伴って,生ずる有形無形
の損害というものは,他の地域の者が想像する以上のものであろうと思われる｡しかし, ここま
で,工野が遊びこの兵術町の人々も鉄道が通ることを望んでいる以上,｢果して,･･･O｣と
いったあいまいな建設計画ではなく.はっきりした計画のもとで,一日も早く,井原線tI,'開通し
てほしいと思われる｡ (植田 浩子)
(百三)
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第 7葦 農 業
-. 菓備 町 の土 地 利用 及 び 農 用地 の 動向 t
(1) 土地利用の状況
総面前 3,988haのうら戯用地面甘;Ll.325ha(33.2%),杯地面掛 1,883ha(44%)
であ り,近年労助九不足及び燃料L,讃'塵の変適等により山林の活用がli-されてい,j･い｡まT二,故地
の造成は全 くlcfく,一万位用地の住宅用地等への転用が近年特に多いQ
表 71 1 地目別土地好餌の推移
I 綴 血 節 農 用 地 商 厨 血薬用施設用地面前
契 数 比 率 項 数 比 率 実 数 比 率
昭和 35年 JLa 潔 ぬ %' Jla %
EI.262 loo 1.416 33_9 7 0.2胴和 40年 ･1 ZOO 52 LI.i
昭和 54年 3月 4.262 100 I.438 33.7 7 ロー2
昭和 55年 2月 3.988 loo 1,325 33.2 7 0′2
林 地 面 凝 宅 地 面 胡 そ の 他 の 面 摂
畢 数 比 率 実 数 比 率 筆 数 比 率
附和 35年 ha ,og 由 % ha %1.893 4′1.4 130 3.0 786 18.5
昭和40年 1,885 44.2 1 13.4 3.1 784 18.LI
昭和 54年 3勘 1.883 44.2 二王`51 5.8 683 16.7
麦 7- 2 農用地の造成,かい廃両群
l 拡 張 か い 廃 計
銅 盤 干 拓埋 立 草 地造 成 その他 計 座 宅用 地 道蹄鉄通水鞘用 地 工鉱菜発電敷地用地 佑 林 その他一 設也
昭和5O* 0 0 0 0 Llll.8 i.5 0 0 Ot5 13.8
昭和51年 ∩ 0 0 0 ∩ 2.4 2.0 0 0 I.3 5.7
昭和52年 0 0 0 0 0 1_7 1.5 0 0 1.2 4.4
町勢振興計画 (虚地転用の状況)
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(2) 農用地等の状況
上空用地面研 1.326haのうら876ha (小田川河川内)が水B]であt),このうら550jzaは夏
期洪水期には湛水する地帯である.この水田のうち小田川河川内耕地 24kaは ,昭和 46年以降
年次計耐 こより河川敷 として買収 さTl,ているO米の生産調堤を契期に農地のかい廃が多 く見受け
られる｡樹園地 (Tこけのこな含む) 167haは比概的傾斜度がゆるやかTL山ろくに多い｡ 1戸当
りi'-.y>-]耕地面檻t'.は69ELで個人経営規模 lha以上の段家は340戸で, 165%を占めているに
過 ぎritいoまT=,経営農用地は小区画の ものが多 く,1戸当 り平均数同地fこ分散している｡
表 7- 3 農用地等面朝の推移
耕 地 採 草放牧地 泥木林地 虚業用鮎 設用 地 合 計田 畑 樹 閑 地 計果樹園 桑園 その他 計
昭和 40年 I,080 180 108 3 75 186 1,446 00 7 1,453
昭和 45年 I,050 162 115 3 80 198 I.410 0 0 7 1.417
昭和 48年 I,092 169 178 3 80 261 1.522 00 7 1.529
(3) JEt用地に関する権利移動状況
表 7- 4 農地の権利移動
売 買 (自作地) J5TLS 買 (小作地) 贈 与 (自作地)
件 数 面 前 件 数 面 前 件 数 面 前
堤i 昭和50年 63 田 4,65畑 223 4 0.28 17 1.5124
昭和51年 98 m 8.97 2 0.ll 12 1.92
ヶ年 舶 L8LI - 0.60
昭和52年 109 刑 4,90舶 3_06 29 1.520,20 19 8.90206
賃 借 権 設 定 そ の 他 合 計
件 数 面 戟 件 数 面 摂 件 数 面 街
殺 昭和50年 6 田 1.55 7 1,50 97 9.49
些 畑 3.47
昭和51年 6 田 0.60 2 0.40 120 1900
チ年 ~ 兜月 o.80 - 3.24
耶和52年 19 田 0,80畑 4 0.507ー 180 16_62.0
町虚業委員会資料
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二. 農 業 生産 及 び 農業 構 造 の概 況
(1) 良家及び堤業就菜者
発航町の盟家数は,昭和 40年 (1965) l.157戸が,昭和 53年 (1978) 】.978
戸 と10年間に約 9%の減少であるが,その内容は,専業農家戸数の昭和 40年 (1965)の
315戸 (16%)に対 して,昭和 53年 (1978)には,176戸 と著 しく激減 (約 4%)
し,更にこの傾向が進展 している｡これは,派兵良家が増加 しTこもので,特に第 2種兼業農家の
増加が著 しい｡ このことは,生産基盤の不良と零細経常規模が労助生産性の低下の原因となり.
他産業 との格差の増大による若年労働者はもとより中高年労働者までも他産業へと流出させTこも
のである｡一方 ,虚業駄業者 も減少しており,相に主 として虚業に従甲する人数は,昭和 40年
(1965)の 2-157人が,昭和 53年 (1978) 1.978人 と約 9%の減少を示 している｡
まT二,艶果就某省の内,主として膿薬に従TiLT=宵の世帯が,昭和 40年 (1965) 25%で
あっT=ものが,昭和 53年 (1978)には20% と激減 しており,このことは,点茶依存Bfの
低下を示すものである｡
表 7- 5 盟家戸数の推移
捻戸数 専 葵 別 内 訳 経 営 耕 地 規 模 別 内 訳
噂 英 第 1躍 第 2種 例外 0.5ha 0.5- 1.0- i,5-メ 2.0.～ 3.Oha.1' -
兼 業 兼 業 蛋 未満(-3) 1,0(3--5) 1.5lza(5-7) 2.Oha(7-10 3,OJFa(10-2) 訣上(20-ラ
昭和 I`O年 2,157 315 974 868 0 873 982 279 19 4 0
昭和 45年 2.094 112 778 1.204 0 847 923 291 30 3 0
昭和 48年 2,050 75 650 1.32ち 0820 9171 285 25 3 0
表7- 6 戯家人口および血祭就菜音数の推移
(単位 :人)
1 出 家 人 口 良薬 就 業 者 数 左のうら王 として段菜に従軍 LT=人数
計 男 女 汁 男 ~女 計 男 衣
昭和 40年 10.740 5′196 5.544 7,92O 3.757 4,163 2,746 I,244 1.502
昭 和 45年 9.813 4.706 5.]U7 6,83Ⅰ 3.374 3.457 1,356 654 702
昭 和 48年 8,610 4.175 J4,136 5,895 2,640 2.955 I.150 475 675
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(2) 虚 業 生 産
衷 7-7 農業生産物の推移
昭和 4 0年 昭和 4 6年 昭 和 5 3年
作付面前(飼養頭羽敬)生産砧 粗 生産 額 作付面前(飼亜或羽数)生籍丘 粗 生産 額 作寸面6-(飼養頭羽数)生産丘 粗 生産 額
栄 ha トン 瓦だ円 ha トン 丘万円 ha トン 配円1,091 3,486 360 845 3.588 497 830 3.820 1.103
鼻 筋 444 1.055 46 22 60 5 5 12 2
雑 穀 豆 類 72 84 7 38 45 5 26 112 25
い も 頬 37 522 15 20 292 10 15 271 9
野 虫 (施設) 239 3,539 104 207 2.910 162 83 2.028 112
野 菜 (露臓)
火 樹 101 1,391 78 122 I,187 197 128 1.328 200
花 き 106 6 1.877 16 62 722 7
工 芸 作 物 191 1,650 177 150 1,521 332 85 1,020 51
飼 料 作 物 - - 23 0 0 43 0 0
その他所揮作物 - - 4 13 -
養 蚕 (秦) 2 2 1 2 2 3 2 2 I
肉 牛 480 2 1 163 15 45 5
乳 牛 175 191 6 94 380 30 60 380 26
豚 200 9 150 2 -
fこ わ と り 80.000 772 136 100,000 2.039 366 100,000 2-039 366
その他の畜産物 139 33 1 20 0 20
(中国股政局,潤)
(3) 先偏町の主要商品作物
･i'j;僻町における商品作物としては,イ帝,笛.果樹赦 (特にぶどう)があげられる｡
(心 イ草
岡11県においてイ帯は.商品作物として,瓜 も正要T3地位を占めており,その耕地面郡'･,.IL薇
虫 ともに全国 1位である｡岡山!･tT:南部の地域は,イ革栽培の自然条件に題 しているといわれ,出
航町は,イ革栽培地域の西]股 にあり,外縁線上にあT=るC
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昭 37 38 39 40 41 42 43 44 45 16 47 48 ⊥I9 50 51 52 53
図 7I 1 イ革の近年の作付面領と生産高
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(b) 有
責:-備町には薮が多く,現在350軒の農家が苗生産にあT=っている｡ このうら,筒生産を専業
として行っている良家は5軒で, これらの農家は一軒当り約 10haの薮があり,年間200万円
程贋の苛による収入がある｡真備町円で,筒作 りが盛んに行われている地域は,妹尾,二万など
である｡
生産組合の野新局は,農協lこあり,出荷については,3割が生食用で,残りは全て缶詰用 とli
る｡
(イ)生食用 福山～藤戸の仲買人へ農協のセリ市を通して売 られるが,現在は,仲買人
が少rlくなってきT=｡その理由としては,真備町独自の生産組合の流通システムによって高い価
格で売 られることと,市場に面接結びついて,そのまま,都市へというシステムの方向へ向って
いることがあげられる｡
(ロ)缶詰用 年 ,990トン,販売代金は 14.500万円である｡缶詰の方法として2
つのやり方がある. 1つは,｢岡山県食品｣｢すrlみ｣riとという大規模ri缶陪業社へ送 られる
という方法で,もう1つは,農協の缶詰工場へ送られる方法であるOここで,農協の缶詰工場に
ついてふれてみることにする.昭和25年 (I950)に生産組合として缶詰工場ができ,翌 2
6年から農協の缶詰工場とriっTこ｡操業期間は3月兼から6月5日Cろまでで,季節労務のパー
トの人が35人ぐらいで作業をする.工場の様子は,機械で笛の皮をむいT=あと,大きril釜でそ
れをゆで,一斗缶に熱謝とともに苛を入れて真空状態にするというごく単純Tiものである｡農協
の缶詰工場の目的は,生食だけT:'と値くずれがするので,価額を上げ,それを維持するT=めであ
る｡出荷吸所は,姫臥 大阪rJどで.市場のセリへ直送さTl,るO最近,大型冷蔵庫を購入し,筒
の缶詰を保管しているo出荷後は, ｢ふきの苗｣を貯蔵しているの′ごが,今後の課題として,袷
蔵庫の有意義Ti活用のTこめの=夫がある｡
(4) 其備町の各種農業振興計画の概要
(a)野菜指定産地
昭和 41年 (1966)に,真備町一円に対 して夏秋きゅうりが奨励されTこ｡
(b) 艮業構造改善事業
昭和 39年度lこ川辺の新田,昭和40年度に上二万の犬上が整備,改善されT=｡ これは,国の
補助 (国の方策)によって行われT:が,実施後,苅備町の特性が生かせず,後が続いていないの
が契情である｡
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(Jl) 川辺の新田
(内容)水田の軽僻を行っT=｡当時は,栄,麦が1:ぷついていなかっT=ので,その増産をめざ
して行われT=が,その径,疏菜作りへ移行している｡
面 積 19.33JIa
工事費 1,195万円 (10&当り61.805円)
補 助 金 8,365.000円
(:
5.975,000円 _日 L,
239.000円
鹿家負担 3585,000円
｢冨ob:it…
農家数 75戸
期 間 1- 3月完成
2,680.000円
725.000円
区画無理をして,どの田舶も,道臥 水軌 こ面するJ:うに. 1区画 2Aaにした｡
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幹線の退職,水俺 l.2 44m
支線のiB路,水鯖 785m
排 水 願 8 03m
独立 水路 80m
換地計軌ま.川辺土地改良区が行い,怨地配分番長会を設置して,戯京間の-意見を7用いて詞厳
し,換地奇行っTこ｡ Ialこつき ( )円という金銭を出して土地の減っT=人にはお金を支払い,
うまく配分できない時には,金成 で改良区が田許 しT=Qその結果,どの農家も,元の土地より約
10%減 り,一億家当り配分面前は,平均 26a位fuLっTこ｡
(しぎ菜後の繁簡),1pT発当時は,収ru([が上がっT=が.眉近では,他の地区の大型化鹿常 ,高度の
技術化,機械化についてゆけず,袋退の傾向へ向っている.まT=,栄,麦から,ハウスでの野柴
や花作りが行われるようにfJっT二が,それも休閑にしているところもある｡ というのは,良薬の
後継者不足とか,あまりもうけにならTi･いということがあるようT='｡
(｡) 上二万の犬上
(内容)上二万は,元からブドウの産地であっT=ので,朋やlLl林からブドウ園を造 り,起臥 こ
パイプをうめて,ポンプで高梁川から水を引き,朋地碓概を行 っTニbまT=,道路が全ての朋に面
するようfこ,道雌鮭僻をし,3- 4m幅のコンクリート邪法IこしTこ｡
面 前 73ha
工野班 7.614,000円
補 助 金 〔芸 :',≡0272'..00.0.R
金融公庫 1,827.000円
付 加 金 458.000円
戯家数 36戸
朋 聞 42年まで
ほとんどの盟家が,霞職ぶどう栽培している｡品種は,キャンベルからネオマスへと変わって
いる｡そのうち一軒だけは,ネオマスの他に,ベリ Aーやヒロハンブルグも作っている｡
(摺 後の契態)野菜当時は艮かっT二が,ふどうが,過剰になってきTこ｡まTこ,人手が足りず
専某のみでは生酒できTSい0 36軒のうち4- 5軒が,労働力がTlL､ことや手間がかかることを
理由にぶどう栽培をやめT=｡
≡. 真 備町 にお け る都市 化 に伴 な う農業構 造 の変貌
具備町は,昭和44年を底として人口が減少していf:が,水島工業地帯の発展 とともに住宅ブ
ームに乗り,昭和 45年より地域開発が行わTl.,ベ･ソドタウンとして,著 しい宅地化が進展 しT.:.,
本橋では,水鳥工業地域の発展に伴う井備町の都市化という現象が,この地域の良薬に,どの士
うrL影響を与えているかを視点に,井働町の良薬をとらえてみTこいO
裁 7-8は,夷傭町における研地面額の推移を示したものであるCこれをみるとわかるように,昭
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和38年以後,耕地面前は減少傾向にあり,特に昭和47年頃より激減している｡昭和 38年か
らみれば,443ha,約 27%の耕地が淑廃されていることEこなるo真備町の場合,この幼廃さ
れT=農地はほとんど,新興住宅地,団地とli･っているomと舶それぞれの面桁をみると,竹廃さ
れT=のは絶対的面群では田であるが,淑廃串からみれば,田が約 27%,畑が 25%と,ほほ同
率で政府されていることがわかるO共僻町では昭和5LI年に市街化区域の設定が行われT=のであ
るが,今後もしばらく耕地の慣犀は進んでいくことが予想される.T二だ,伽のうら,樹園地は,
年毎に多少の変軌 まあるが,よく維持されている｡ これは,真備町の特産物である,T=けのこ,
ぶどうが瞬調TS生産を挙げており.盛男握興地域として,行政的にも力が入れられているからで
あると考えられるっ
以上のようrl,i"1地の胡鰍 ま当然,恩菜足留の規掛 こも影響菅もTこらす｡貴 7-9,襲 7- 10
は,農家戸数の推移 と,それを経営耕地規模別にみT=ものをそTl,ぞれ示しているDまず,乗 7-
9をみると,見家戸数自体が漸減悔向にあり,脱良家,兼業化が進んでいることがわかる｡まT=,
これをグラフでみると,噂男鹿家政と兼業農家敬が逆転 Lrニのは昭和 3 5年から40年のriJであ
ることがわかるQ これは,毛地 プ-ムが起こる以前のことであり,水島工業地域をはじめとする
近隣の都市地域への労働力流出がなされT:T:めと考えられるO即ち,虚家が非良薬所得を増幅し
ようとLT=結果である｡そして,昇一租兼業から祭=樫兼業への転換,第二種兼業戯家の増大を
さらに促進させているのが,宅地化という現象であろう｡
この良薬経営の規模の変化をさらに細かく襲しているのが乗 7-10である｡ この宗で興味深い
ことは,宅地ブームが起こっT=後の昭和 48年から55年の7年間の段家数の推移であるQ この
間で減少しているのは,0.5/za- 1.SJLaの耕地を所有する中規模経営出家数であるが, これに対
して増加しているのは,0.5ha兼職の小規模経営鹿家と1.5ha以上の大規模経営良家の数なので
あるOこれは,宅地化というものが,虚業荘官盤硬からみTこ階層を分解させようとしていること
を表していると考えられる｡即ち,数としてはわずかであるが,大規模経営をめざす方向と,そ
の他大部分の良家による下降兼業脱股化という,2つの方向性がみられることである｡大規模経
営の場合,これは,水稲栽培lこ依存しているのではTJく,ぶどう,花さなどの施設園芸的ri農薬
麓宮を行っている戯家がこの階層の大部分を占めると考えられる｡まT=,小規模経営の場合にお
いては,可碓rl限 り,腰 への労働力を節減し.展溝外収入を捜得しようとして,稲作のみを行
い,良地は自給用として維持 していこうとする良家であろう｡
このように,真備町における由実抽選は,都市化という現象がひき金 とriって,大きく変わろ
うとしている｡ これは,血相地域全般にみられる便向であるが.掛4Lli町の場合 ,近肺の都市域へ
の労働力流出がまず,良薬の雑草(となもT:らせ.それから年を思.いて宅地化によって,さらIこそ
れが促進され,階層分節をrJしてきTこことは.艶味深い.
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夫 7- 8 Jjl備町における新地面積の推移
＼ 耕地 面崩 田 旭
昭和 32 1.650九a I,24lha 408ね
38 1.653 1.238 4 15
39 1.640 1.230 LI12
40 1,640 1,230 412 (186)
LI1 I,600 1.220 388
42 1.600 1,200 395
43 1,600 1,200 394
44 1.580 1,200 383
45 1,580 1,190 383 (195)
46 1,540 1.160 382 (194)
47
48 1,440 1.070 370 (】90)
49 i
50 1.380 】,040 344 (207)
51 1,330 】,010 324 (193)
52 1,280 965 3 19 (193)
53 1,230 915 3 15 (198)
54 1,210 900 312 (193)
注) ･( )円はNIのうら樹園地
･岡山農林水産統計年報
表7-9 曲家戸数の推移
盟家敬 昭和 35年 40 45 50
総 数 (戸) 2.227 2,157 2,094 1,978
専 業 没 家 835 315 112 76
第1唖発案E!家 785 974 778 312
注) 世界段集センサスによる
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揺段家敦
6ヨ
63
第二種兼業
＼ 第一種類業
昭和 35年 40 ′15 50
図7- 3 i;'jia缶町の6-･兼業別農家数の推移
表 7- 10 経営耕地規模別内訳
昭和 40年 LlS 48 55
0,5lLa 未 満 873戸 847 820 929
0.5-- 1.Ojza 9B2 923 917 825
i.0～ 1.5ha 279 291 285 190
1.5′- 2.0/【a 1ー9 30 25 31
2.0～ 3.Oha 4 3 3 3
注) 昭和 40, 50年 世界毘選センサスによる
/7 48, 55年 共傭町役場資料による
四.某倫町における農業の展望
昭和 54年の市街化区域設定を機に,昭和 55年 2月 ｢耳偏/i_t'3兼振興地域整備計画｣が,真備
町lこおいてうち出されT=｡ これまでにおいても.昭和 40年代初めの農業構造改善事業TJどか こ
の地域で行われT二が,これ らは,そTL以後に訪れT:都市化,宅地化によって,うまく生かされて
いTLかっTこのである｡ この計画かこJ:れば.真備町虚弟振興の基本的方向は,都市近郊型農薬の
確立であり,既存の水稲,果樹を中心に生産基盤を長瀬 し,農業経常の近代化を図 り,良質米ri
らぴに南牧果樹の供給基地 としての体質範化が推進させられようとしている｡
この中では,さらに重点作目の選定がなされ.農業者の能力と就菓者の確保及び良美に対する
投狂 ,土地利用 ,流漣の合理化などが考慮されて,米と果樹 (特にぶどう)が基幹作目として,
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まTこ,過去の実績及び段地利用等経済的観点よt),イ革 ,野菜等が副部問として,それぞれ選定
されている｡
これ らの計画を地図上に表しTこものが,図7-4の1備地域土地利用計画図である｡これは農業振
興計画(こ基づいて.田,畑,樹閑地を設定 しT=ものであり,この中で山岳部を除いて白 く残され
ている部分が,市街化区域である｡ この図と,計画flEから考えられる問題点としては,水田地域
であるOこれは,市街化区域設定以前の無秩序rl水EE]の屯鵬であるスプロール現象によって,依
然 として市街化区域と調整区域が混在していTニt),小田川北岸の鉄道線職などのT:めに,水田地
域というものが分断され,安心 して稲の栽倍が続けられる状闇†こなっていないと思われるからで
あるO真備町における水間約900haのうら550haは夏期洪水期Iこは湛水する地相であり,市
街化区域内の宅地化は,今後 も,これを助長するものと考えられる｡また,最近では戯業用水へ
の生活排水流入による用水汚濁が間塩となってきており,用排水の分離が急がれている.このよ
うに,水田をとり囲む劇薬環境の悪化は,米の生産調腰 と併せて,水EU地域における段薬振興を
妨げようとしているのである｡
これに対して,ブドウなど樹園地を韮IこしT=段葬は,上二万地区にみられるような良策柵造改
香野菜が生かされ ,次第に定著してきているが,やはり,労働力の不足,後継者問題などの難問
をかかえている｡まT=,花き,野菜などの船殻園芸も.米麦作からの転換当時の昭和 40年代当
初は.かT.ilりの収益をあげていT二が,その後,他の生産地域における大型化経営,高度技術化に
ついていけず,衰退の方向をT:とっているという｡しかし,これからの共備町の虚業の根幹をな
していくものは,やはt)これらの施設園芸的rJものであるO樹園地においても,他地域 との生産
競争に対処 していく7ごけの,より一層の経営の大型化が計 られねはTLらず,確かrJ流通システム
の形成 と共に,行政的な援助,指導が望まれる.
(有安明子 ･川田与里)
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第 8葦 真備町 の工業
一 明治時代 の工業
明治時代の真備町における代案的な工顎は.弧糸.蔀珪製造.足袋鞄店であっT=｡
明治 20年代から30年代にかけて.県下に多くの製糸会社が設立されf二が.真備町において
ち.明治 23年,大字市場に下道製碑株式会社が設正されf二｡設江者の中心人物にあTこる葡崎卯
左裾門氏は.酒屋で.醤油fLども製造する特別の大地主であり.下道銀行の設立者の一人にもな
っf=人である.つまり.全国各地にみられるように.異麻町においても.大地主がその財力で工
場に投資しTこのである｡従業員数は初め60人ぐらいで.次第に増加し[=oLかし.この製糸工
場は.生糸の不況及び前述の輝崎氏の忠死lこより.収拾 33年頃から河井絵会もなく,自然消滅
的に解散してしまっT=Q
錦荏製造とは.繍草から花経を戦遊することで暮当時弟備町にあっT=のは｢帝珪杜 ｣である｡
従業艮軟は60人とかなり大規模な工叫であっTこ.まT=.鵜ネル工場 も肺田村にあり.これは従
薬 員数が30人であっ′こ｡
足袋払笠は.明治大正を通じて盛んであり.q嘩町は名産地 ともいえるものであっfニBしかし.
戦時中統制時代に減産し,槻後にlJlj統制解除とな.,て.矧Bや節田などではまTこ生産を始めf=
が.これは統制時代の品不足の反動によるbのであっfこ,そして.唱和 30年頃から一挙に激減
し.35年には1軒と/JるC足袋魁道は一応工叫はあっ[こものの.良家の副菜として摂扱いも相
当証を占めていTこそうである.現在では.この足袋製造は.近釆の着物を看ることが少なくなっ
Tこことによる爾安浦と.オートノーシIン化できflいという癖点があり,将来 も発展する見込み
はなさそうである｡
l
■ l
二 現在の工業
ur [
(l) 昭和 30年以前
昭和 24年.節EEl村工茶調査には.｢柵原逸見軌作所.鳥羽建具製作所,石田石細工店.妹尾
]E違工場 .片岡IF駄製造所 .政三芳鉦t由魁箇所.三海水申製作所.大塚竹細工工場.片岡鉄工所
(既具 ).中髄化学(油搾 ).軒戯歯軸鵡道場.古tFL洋服店(洋服仕正 ).寺尾鉄工所(農具 ).
萩野製糖工場.鳥原洋服店 .毘協相米工喝｡｣とある｡従業員数の一番多いのは.萩野恥賠工場
で 13人.次は丸五かまはこの L1人.段協和制エ5人で.その他は3人以下である｡
この工菜調査の特徴としては.洋服仕立が工藻のうちに入っていること.製糖や磁油のようTL
一時的1L流行のものが入っていること.水申艶作やF駄製造という古い時代のものが入っている
ことがあげられる.これらの製品は.終戦艶聞fLLで旧時代の工薬と新時代の工兼との転換朋に
あっT=ものといえよう｡
- 白LJ-
翌年の昭和 25年 12月には.前述のものに.｢萩野製油製蓬 .拓本かまぼこ.折田笥組合 (
竹の子の缶詰 ).頗谷一郎氏の箭缶詰.柘毘定夫氏の食油.折田農協の食油,間膜協の砂糖 (甘
煮による ).江口栄太郎氏の砂糖 (甘庶による)a｣が加えられている｡
笥缶詰は昭和25年から新田笥組合が始めTこもので.1か年産額は石油缶に 700個.従業員
数は8名であっT=｡恵谷氏の笛缶詰は従業艮 5名.年産石油缶 1,000個であっTこ｡この笛は顕
備町の名産ともいえるもので,当時 も今も変わることなくコンスタントな殿工業である｡
ところが.噺由や甘腰は当時この他方有数の換金作物であっT=が.現在は全 く残っていない｡
これもその時代を反映するものであろうoT二だし.甘庶とはさとうきびのことであるO
昭和 26年の岡田とIIL辺の合併時の県への届によれば.足袋と瓦が特に目につく｡(表 8- 1
参照)しかし.今はどちらもほとんど残っていない｡
表 8- 1 工 産
(2) 昭和 30年以後の動向
昭和 30年の岡山県市町村安東をみると.
具備町は,習業所数 43.従繋者数 147人,
1弔薬所当 りの従業者数 3.4人,製造品出荷
額 6.100万円とな っているOしかし,昭和
53年の工業統計調査結果では,事 業所数
99,従業者数 1,124人, 1弔某所当りの
従業者数 11.4人,製造品出荷領は939,294
万円となっており,昭和31年の樽井田の服
部の一部との合併やセンサスの違いを考息し
ても,真備町における工業の伸びは非常に著
しいといえる｡特に工英の伸びが弔しくなっ
rこのは,昭和 46年頃からであるが, これは
水島臨海工業地相的係者らの真備町への流入
そ 製 花 洋 足 せ 種別
の 瓦
他 油 珪 瓦 袋 油
岡田村
8 柔 毛 菟
i さ宣子
1 ヽ 1日辺雲 高 §'i 至
呂88 8 81 ー ■ 村
t; ､ ∠ゝ⊂コ計
毒 看 80. /i 萱 柔 毛 菟
によって,井偏町の都市化が進み,まfこ鉄工センターや被服工場の立地が行なわれTこためと考え
られる｡ (表 8- 2参照)
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表 8- 2 産業中分類別事業所数 ,従兼音数及び製造品出荷額等 (全事業所 )
絵 数 食 料 品 数 造 築
①*#所歎 ②従業者数 @ Ld薬所当 りの従業 ④ 穀遁晶出G C(万 円 ) q) @ a @
昭和 30年 43 147 3.4 6.loo 5 12 10,0 534
35 49 206 4.2 一丁.662 7 43 5,959
42 54 555 103 59148 3 30 1,91
45 65 817 12.6 132.047 5 44 8.8 2,3Ll5
46LL 68 939 13.8 1561422 4 26 6.5 1.908
47 86 996 ll.6 2L7.110 6 19 3.2 1.753
489 93 1.141 12_3 303.689 5 16 3.2 2,137
93 1.165 12.5 427.201 16 3.2 2.720
50 9 ,078 0.9 422278 9 8 1720
51 103 1.131 ll.0 512.069 5 20 4.0 1,804
52 101 1,151 ll.4 670.620 5 18 3､6 2,655
# # I # パルプ .紙 .紙加工品製造薬
① ⑨ ③ ㊨ ① ② ③ @
昭和 30年542 1 X 又 Xi 2 39 13,0 19,720
46 3 13 4.3 587 2 109 27.3 43,000
47 8 26 3.3 2,001 3 55 13.8 24,420
48 9 33 37 4.995 3 47 15.7 35,525
49 9 34 3.8 3,986 3 42 14.0 31,080
50 10 34 3.4 5.763 3 36 12.0 23.026
51 15 56 3.7 7.188 3 35 ll.7 25.679
52 13 51 3.9 9.043 3 32 10.7 33,227
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出版 .印刷 .同関連座薬 ゴム製品 製造業
(》串薬所数 ②従兼音数 ③ 1事業所当りの従業員 ④ 製造品出荷 額(万 円) (ら ② @ ④
昭和 305 2 Ⅹ Ⅹ Ⅹ 1 Ⅹ X X42 1 92 40 3,775
45 1 Ⅹ Ⅹ X 2 100 33.3 3.419
46 1 X 冗t X 3 76 25.3 5.471
47 1 Xt X 3 75 25.0 5.954
48 1 Ⅹ Xl 4 81 20.3 7.484
49 1 Ⅹ Ⅹ Ⅹ 5 113 22.6 13,993
50 1 Ⅹ 冗 Ⅹ 5 72 14.4 8.943
51 1 X Ⅹ Ⅹ 2 X Ⅹ I; Ⅹ
52 1 又 X 又 2 X X Il x
53 1 X X X 2 l lx F X i x
tE気機械器具製造業 機送用機械器具製造業
① ② ③ ④ ① @ ③ ㊨
昭和 30年542 2 X Ⅹ Ⅹ 2 91 15.2 6.605
46 2 70 17.5 4.602 - - - -
47 2 X Ⅹ Ⅹ 2 74 18.5 5.870
48 4 97 24.3 4,842 3 24 8.0 1.360
49 3 129 43.0 47.385 3 Ⅹ 冗 Ⅹ
50 2 Ⅹ X Ⅹ 5 30 6.0 5,962
51 4 132 33.0 79,337 4 15 3.8 1,915
52 5 202 40.4 241,399 3 14 4.7 1.545
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衣服その他の繊維製品製造業 木 材 .木 製 品 製 造 業 l
①事業所数 ⑧従業者数 ③ 1業所当 りの従業 ① 魁温良出荷(方 円 ) ① a ③ ④
昭和 30年 2 X 16.1 X 6 25 9.5 1.463
35 1 X 文 8 54 5,311
42 9 145 9.948 57 ll042
45 ll 168 15.3 14,094 5 53 10.6 19.594
46 ll 186 16.9 17.353 7 70 10.0 25,021.
47 13 192 14.8 18.721 7 57 8.1 27.644
48 19 347 18.3 28.170 7 57 8.1 34,342
49 17 291 17.1 36.909 7 61 8.7 33.206
50 17 267 157 52,495 7 56 8.0 59.169
51 21 337 16.0 64.021 7 55 7.9 60.057
52 17 298 17.5 43.875 7 55 Il 7.9 64.594
家 具 .装 備 品 製 造 業 窯業 .土石製品製造業
(D ② ③ @ ① ② @ ㊨
昭和30年542 2 63 22.5 12.苛OO 7135 16305 3.0 3988653
45 3 75 25.0 18.CISl 7 25 3.6 1.745
46 2 冗 Ⅹ X 8 38 4.8 3,764
47 3 75 25.0 29.195 ll 56 5.I 8,328
48 3 48 16.0 4.I.934 10 58 5.8 12,207
49 3 49 16.3 56.848 10 59 5.9 14.467
50 3 50 16.7 42.017 ll 61 5.5 14,765
51 3 45 15.0 69.814 10 60 6,0 17.491
52 3 41 13.7 3.6,428 9 62 6.9 23,768
53 3 37 12.3 31.508 91 56: 6.21 28,716
｣ 9:i -
_非 鉄 金 屑 製 造 業 金 属 製 品 製 造 業
①事業所数 a従業者数 ③ 1某所当 りの柾薬-I ④ 製造品出荷 額(万 円 ) ① l ② ③ ④
昭和 30年5426 1 X X X 13 X146 X48.7 X12.694
47 - X X 6 171 28.5 40.337
8 4 29 323 6 1
9 1 X 5 3 62 21214
50 1 X X Ⅹ 4 26 6.5 17,699
51 1 X X Xt 3 10 3.3 1,590
52 7 44 6.3 27.552
一般機械結具製造業 そ の他 の 製造 業
① ② ③ ④ ① ② ③ ④
昭和 30年542 1 X X Ⅹ ll1623 41531 6,7 2,57449196
45 22 222 .10,1 46.474
46 21 205 9.8 42,022
47 21 196 9.3 52,887
8 9 77 9.3 6171
49 3 131 43.7 77.760 18 167 9.3 83,613
50 4 138 34.5 72.260 20 172 8.6 70,750
51 3 130 43.3 82.351 20 174 8.7 83,710
52 4 128 32.0 66,244 20 158 7.9 102.099
資料 :工業統計.市町村要覧
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事業所数の推移では,総数は昭和 45年には65事業所であったのが.昭和 53年には 99事
業所 と.約 1,5倍に増加している｡その間.昭和 51年までは一時休止はあったものの(昭和48
-49年 ).増加の一途をたどっていたが.52年 .53年と少 し減少 している｡これは不況の影
響と考えられ,零細な群集所の多い異臓町の工業の性格の 一端を表わすものといえよう｡
番某所の業種別では.どれも増減が含まれているが,伸びの著しいのは,仏経工業及び衣服 ･
その他の繊維製品製造築である｡これは前席町に繊維幽避企菜の立地が相次いだためであろう｡
木材･木製品製造某 .食料,好一製近業,家具 ･装備品魁造築.パルプ･紙 ･紙加工品製造業,出版
･印刷 ･同関連産弟などはほとんど変化がみられない.これは,ある倭の技術が必要な工業であ
るために安定しているものといえるo (図8-1参照 )
従業者数の推移では,総数は昭和 45年には8 I7人であったのが,昭和 53年には1,124
人と約 1.38倍増加 しているO その間 .昭和 48年までは増加 していたが,それ以後は多少の上
下はあるもののはば一定 している｡これは異肺町のT菜が長びく不況で現在頭打ち状態になって
いること示 していると思われる｡また.群茶所款も横ばいかやや低下気味であることを考えるな
らば,只備町の事業所数ではこの従業El数が限界ともいえそうであるo
業種別にみると,衣服 ･その他の繊維製品艶温菜及び昭気機械牌具製造業の従業者数の伸びが
特に著 しい｡これはやは り前述の鉄工セソクーや鞍ER工場の増加の影響であろう｡繊維1業のみ
はわずかに増加 しているものの,それ以外は減少または-定であるOゴム製品.製造熟 ま昭和 50
年で統計の数字が終わってお り,特に減少が召 しいものと思われる｡ (図 8- 2参照 )
十 ㌔
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図 8- 1 事 業 所 数 の 推 移
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jq 40 41 4S Jt) 35 咋)
図 8-2 従 業 者 教 の 推 移
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1却菜所当 りの従業者数は.昭和 45年には 12.6人であったが,昭和 53年では 11･4人 と
わずかではあるが減少 している｡この減少憤向は昭和 47年頃からである｡
1事某所当りの従業者数をI 10人以下,皿 10- 20人 ,u120人以上 と分類してみようO
昭和 46年では,Ⅰは繊維工業 ,食料品製造業,窯業 ･土石製品製造業 .皿は衣眼 .その他の繊
維製品製造築 ,木材 ･木製品製造業.屯気機械斡具製造業 .輸送用機械器具製造業 .Ⅲは家具 ･
装備品製造業 .ゴム製品製造業,パルプ ･紙 ･紙加工品製造業 .金属製品製造業 と分類できたO
しか し,昭和 53年では前述のⅠに金属.木材 ･木魁品,梅送用機械が入 り,且は衣服 と家具だ
け,ⅢもFIBLx碓篭城とパルプ･紙 .紙製品だけになっている｡つまり.設備町の事業所においては
小規模化の傾向がかなり強いといえそうであるO実際にfi備町に立地する事業所のうち50人以
上の従業員数をもつのは,協業組合水島鉄工セソクー,日本動力株式会社 ,東洋昭子株式会社岡
山工場 ぐらいのものである｡ (図 8- 3参照 )
製造品出荷額は,昭和 45年には 132,047万円であったのが.昭和 53年には 939.294
万円と約 7,1倍に増加 している｡その伸びは著 しく.昭和 49年から50年にかけてやや減少 し
ているものの,加速度的ともいえる伸び方を示 しているO事業所数及び従業員数の頭打 ち状態に
もかかわらず,これほど増加 しているということは,真備町の工業の生産力が増大 したことを示
すものであろう｡
菓鉦別には,電気機械器具の伸びが著 しく.これが総額の増大に影響 しているようであるOそ
の他は少 しずつ徐々に増加 しているものが多い｡(図8- 4参照 )
以上.真備町の工英について論 じてきたが,具備町の工業化は著 しく,それは.事業所数 .従
車員数 ,製造品出荷額の増加に顕著に表われているOしかし.1事業所当りの従業員数からみる
ならば,i-1備町の工業は小規模な市某所に依存しており,非常に零細であるともいえる｡つまり
異備町の工兼の未来は,この零細な事業所の浮沈にかかっているともいえる｡したがって,それ
をどう処匿していくかが,今後の訴備町の工薬の課題となろう｡
- 98-
(作田 珠美 )
図8-3 1布 某 所 当 た りの従 業 者 数
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第 9章 真 備 町 の 商 業
一 商店の位置
小売店の位掛 よ.住宅群典地 と深くかかわりがある｡土地利用園で見る住宅密集度に応じて商店
もあると見てよいO新しいところでは昭和5O年にマッサカヤが新田に,昭和 54年にAコープが
有井に,昭和55年にニシナがいずれも大型店として旧山牌道沿いに次々と現われた0
図9- 1 兵廊町における大型店の位置
= 商店数と規模
商店数の推移は図912の示す通t)であるO 総数は昭和43年から47年の頃大きく落ち込んで
いるが, これは昭和48年のオイルショソクをど-クとする不況のためと思われる｡その後大型店
の出現など順調に伸びているO これは図 9-3の従業者数,及び年間販売額が昭和 47年 (資料が
1年おきのため,48年とも考えられる)から昭和49年にかけて急上昇 していることからも羨付
けきれる｡
L･JiLo.3㌣
S37 41 43 45 47 49 51
図 9- 2 商店総数と従業者数別大型店数の推移
一･104-
商店数
37 39 41 43 J15 47 49 51 54
図9- 3 商業従業者数,年間販売額及び商店数の推移
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三 商 圏
頁備町の商圏を知るためはアンケー トを行った｡方法は.まず商品をEI類に分ける｡Ⅰ類は酒 ･
調味料.食肉.鮮魚,野菜 ･果物,薬子 ･パン,米穀,他の飲食品,燃料.タバコ,日用品 ･雑貨
ら.日常よく買うもので.それぞれの宿品について 1週間のうちに買っTこ回数と店の場所を答えて
もらった｡同様にして.tl類は婦人 ･子供服.くつ ･履物,身の回り品,金物 .荒物.屯気動品,
薬,化粧品,宙籍,雑鉦.紙 ･文男具,写貞槻 ･材料とし, 3ケ月間に買ったlnj数と店の場所,孤
類は呉服 ･服地,坦具,男子服.かばん ･袋物,家具,陶磁軌 家慶用機械,運動具,玩只,楽器,
時計,眼鏡.小鳥 ･動物.毛糸 ･洋裁晶,宝石 ･貴金属とし･過去 2年間に預った回数と場所を記
入してもらったO尚,大型凍店であるマツカサ ･こシナと^コープに限っては店名を答えてもらった｡
その結果は次の通りである｡
折田
折田には臭僻中学校,弟備町役脇,亜麻町農協などがあり,行政上においても位置的に言っても
真備町の中心地と言えるO人口も多く古い商店も揃っているためか,商品の地元晴男率が高いC 3
大スー′ヾ-(マツサカ.二シナ,Aコ-プ)では.箭El内にあるマツサカの利用が目立つ｡Ⅰ塀は
75飾までを箭田でまかなっている. Tl類では半分以上が新田であり,兵備町内で7割以上を購入
しているOⅦ類は山備町内は5割と落ち.逆に恩赦が3割近 くに及んでいるO
図9- 4 前 田 における商 圏
-106-
Ⅰ 類
'.ーAコープ.1･
二シナ.-
マ ンサカ
??
? ?
??? ? ?
? ? ?
???
??
??
店 数 市
マツサカ
ニ シ ナ
Aコープ
n 類
W その他8 故 市A
新田
●▼ ●■∴ マツサ九 .'.ニ シ ナ一一･人=_てプ.I
図9-5 前田における商品類別伊胃乱合
一)07-
辻 田
辻田は虫偏町北鹿部端に位置する｡Ⅰ類は辻田 ･岡田 .川辺 ･Aコープと,だいたい周辺部の地
元で8割以上の買い物を済ませている.1類では多様な商店の多い川辺7)商店街に足を運んでいる.
また,倉敷へ も足をのはしているが,辻田の逆方向にある西LT)矢掛に1割以上もの人が足を運んで
いるのは注目に値する｡皿類では倉敷での購買が約半数に及んでいるO町内での購入は1/4程で,
3大ス-′ヾ-の率は低い｡
図9- 6 辻 田 における商圏
一一08-
Ⅱ 類
図 9- 7 辻EElにおける商品類別桝田割合
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川 辺
川辺は兵備町東端に位際し,輿側には粛梁川が流れているO川辺には旧山陽道をはさんで商店街
が立ち並ぶため.Ⅰ類の自給率は7割に近い0 3大スーパーを入れてみると,畠備町内で9割以上
の買い物をしているo且類でも,地ノ亡川辺で半分はまに合っており.3割は倉敷に依存するOⅢ類
は倉敷が半分,川辺でも3罫｣と,他に比してⅢ轍の自給率が商いところが目につくC
図91 8 川 辺に お ける商圏
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｢r
皿 類
図9- 9 川辺におけ各務品類別塀艮割合
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岡 田
岡田は兵備町北部に位麗し.北は総社市に接する｡岡田は川辺にも増してⅠ類の自給率が拓く,
7割あまりを岡田内で買っている｡ここは旧山陽道からははずれてはいるものの,住宅密集地があり.
岡田ストアという古くからのスーパーがあるためと思われる｡皿類は弟備町と倉敷で半々,Ⅲ類に
なると兵備町内では1割あまりで,倉敷が半分以上,そして岡山への依存度が霜くなっている｡ま
た, 3大スーパーへの依存がいずれの類においても低いのがわかるo
総 社 市
図9- 10 岡 田にお ける両親
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その他
( 類
図9- 11 岡田における商品類別購買割合
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上 二 万
上二万はft備町でも南端にあり,南は船鹿町と接している｡上二万は山に囲まれて人口は少なか
ったが南端に若葬台団地ができて人口は急増している｡英僻町の中では最も倉掛 こ近いため,Ⅰ類
からして4割も倉敷で購入している｡ 5割は北にある折田や有井を含めた町内でまかない,その内
3割が二万で購入する.Ⅱ頼 ･Ⅲ頬になっても倉敷の割合は少し伸びてはいるがあまり変わらず,
特にⅢ類になると,地元町内が減少しているかわりに岡山の割合が1割強になっている.
図9- 12 上二 万に お ける商圏
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Ⅰ 頬その他
図9- I3 上二万における商品類別購買割合
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有 井
有井の中央には東西に旧山勘道が走っており.その沿道に二シナがあるo乗隣りの川辺には二シ
ナから100m樫のところにAコープがあるため,Ⅰ類の約半分はそれらの大型店で購入しており.
あとの半数は有井の周りをとり囲む町内の小売店を利用するO皿類になると3大店の利用が落ち,
]I類ではぐっと少なくなるが,町内の他の小売店の併売串はそれ程変化しない｡倉敷はI,lL類は
1割を切り,m類でも4害1｣弱と,他に比べると購買率が低いOそれだけ,地元の商店の利用が安定
しているといえよう｡
図9- 14 有井 に おけ る商圏
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II
皿 類
図 9- 15 有料 こおける商品類別購買割合
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妹妹はJ:1備町の西端に位促し,南北に長く,西は矢掛町に楼する｡Ⅰ塀は7割は町内の店特に妹 ･
有井 ･箭田でまかなうが,倉敷への依存度が3割弱と比較的商い.また服部を通って玉島方面にも
Eていに行 くo A.Ⅲ類はやはり,町内自給率は減少するが,倉敷の依存もそれ程伸びない｡ こ こ
では矢掛への依存度が点数におとらず砧いのが大きな特徴となっている.
図9- 16 妹 に お け る商圏
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l 頬
図9- 17 株における商品類別肝胃割合
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市 場
市執 よ央備町北軌 こ東西に長細 く横たわり,北は総社市と揺する｡面軌 ま広いが山が多く住宅は
有井から総社市にぬける道沿いに少しあるだけであるoⅠ掛 ま,地元市場の自給率は1割強程度で,
岡田 ･有井.川辺と出て行くことが多い0 3大スーパ-の利用率は市場と同程度で,町内での肺戸
車は9割以上と,非常に高い｡1類もまだ7割以上を町内でまかなうが.Ⅲ類になると3割以下に
下がる｡ 3大スーパー利用率は相変わらず低く,倉敷が約半分を占めるoしかし,市場では皿･Ⅲ
類の肪人を総社の方に求めているのか大きな特徴といえるO
総 社 市
図9- 18 市 場にお ける商牌
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Ⅰ 顛
図9- 19 市葛における商品類別購買割合
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尾 崎
尾崎は旧山陽道沿いの新田と妹にはさまれたところである｡Ⅰ類は7割も地元尾崎の小売店で汚
い,3割弱は前田に求めて行き,殆んとを町内で済ませている｡n塀 Itn額につれて町内自給率は
6割 ･4割と減少する｡ ことにu･Ⅲ類には尾崎は殆んど利用されていなLIcまた全てにおいて3
大スーパーの利用率も低くなっている｡一方倉敷の利用はⅠ類が 1割,Ⅱ類が3割,Ⅲ類が5割と
Jlgi調に伸びている｡また,皿類 ･Ⅲ類となるほつれて同じ町内でも購売範囲が広がっているのか特
徴である｡
図9- 20 尾 崎 にお け る商 圏
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Ⅰ 類
図9-21 尾崎における商品類別桝田L割合
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下二万
下二万は新田と有井と川辺の南にあり,上二万の北に位置する｡Ⅰ類の半数は二万で買う0 3大
スーパーでは最 も近いニシナを利用 し.8割強を町内でまかなう｡ 二万では皿類になると1割強,
m頬では殆んどまかなう樫の店がないため,倉敷へと足を伸ばすoⅢ類になると倉敷には6割 も依
存している｡ これは位置的に倉敷に出るのが便利なせいもあるoまた,3大スーペーの利用はⅡ頬
の 3割弱がピークになっている｡
図9- 22 下二 万 にお け る商 Bl
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倉､ 敷市二 シ ナ ■ その他
万
方 ∴∵苓 弓箭 田川 辺
服 部
服部は山備町南部にあり.南は台数市玉島に接する｡服部ではⅠ項の半分がマツサカで畔入され,
4割が箭田の小売店で買われ,地元服部の解党率が低い｡ T額の9割が折田で買われている｡n類
でもマソサカが半分以上を占め, 7割を箭田でまかなうom類になると町内自給がぐっと減り,tj^
数が半数を越すo これは倉敷の中でも南接する玉島へ出ると思われる｡
図 9- 24 服 部 にお け る商圏
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m 類
そ の 他
四 ま と め
以上のことから,日常よく買われる食料品などを主とするⅠ類は,かなり高い割合で地元小売店
が利用されているといえるOそしてu･m類と,あまり普段ひんぽんに買わないもの,高価なもの
になるにつれて購田範囲が広が り,特に倉敷へと足をのはしているのが目立つOまた,箭田.有井
川辺には3大スーパ-があり.岡田にも古くからかなり多様な商店が立ち並ぶため, これらの地区
ではB.m類の自給率が他に比べて高く,他の地区も,lL･Ⅲ類を求めて上記の地区にも買いに来
る｡一方,FLta辺部の地区では.それぞれが接している町外への只い物 もかなり多く.皿･Ⅲ類にな
るにつれてその割合は増すO特にⅠ･皿類については町内にある3大ス-パ-よりも,距離的に近
い町外へと足を運んでいるのは当然のことながら改めて再認乱できたOつまり,3大スーパーは,
その所在する地元 ･前田 ･有井 ･川辺の利用が巌 も多いが.その他の地区にとっては.あまり魅力
がないようであるO
総合的にみると.3大スーパーがあり,もともと多様な小売店が存在した新田 ･有井 ･川辺が弟
備町の鰐買力を引き込む求心力をもら,央備町をとり囲む地区(特に倉敷の力が大 きい )が外へ引
っぼる遠心力をもつようであるO
(宮川 京子)
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第 2編 真 備 町 の 社 会 科 教 育
第 10葦 社会科教育の現状調査の概要
我々,社会科教育研究毒では演習 ･耕義その他で,軌後か らはじまった社会教育について,倭
様な角度からの研究を行 っているが今回,社会研究室 3年次生を対象とする特定地域の総合地域
調査である｢地域研究 ｣の講座の一環 として,｢現場 ｣での社会科教育の実権削まどうなのか知ろ
う,ということになった｡そこで,｢地域の小学校及び中学校における社会科教育の歴史的展開
と現状 ｣を調査研究の課題 として設定 したが,本舗香においては,社会科教育の現状･に限定 して
調萱を行 うこととなったo
昭和55年度の｢地域研究 ｣では吉備郡頚備町が調査地 となったため,我々の調査対象は真備
町内の6つの小学校 (岡臥 川辺,二万 ,興味.顔 ,酒田の各小学校 )と中学校 1校 (共備中学
校 )となった｡学校別の児還生徒数及び教艮故は-& 10- 1の通 りである.
表 10-1 詩編町内の学校別児塵生徒数及び教員数 (1980年 5月末現在 )
<小学校> (単位 :人,( )内は学級数 )
読㌣ 1 2 3 4 5 6 l 計 教 員 数
岡 田 小 90 103 112 94 93 87 579 23
(2) (3) (3) (3) (3) (2) (16)
川 辺 小 70 80 60 71 65 54 400 16
(2) (2) (2) (2) (2) (2) (12)
二 万 小 74 74 71 62 62 56 399 17
(2) (2) (2) (2) (2) (2) (12)
呉 妹 小 37 37 46 JIB 41 43 252 ll
(1) (1) (2) (2) (1) (1 ) (6)
蘭 小 97 100 111 71 81 69 529 19
(3) (3) (3) (2) (2) (2) (15)
箭 田 中 103 99 116 102 114 112 646 28
(3) (3) (3) (3) (3) (3) (1十18)
計 471 492 515 447 454 418 2,797 114
<中学校>
1 2 3 計 教 員 数
頁 備 中 335 285 286 906 40
弟備町内での調査に入る酌に,設定 した鮮度をさらに細かく7つの視点に分け,事前にそれぞ
れの項目について文献その他を参考に研究を行ったOその7つの視点とは以下の通 りである.
I. カリキュラムの中における社会科授婁時政 (正前と実際 )と,授菜時数のあ り方について
a 児童生徒の学習意欲について,全般的にどうか｡他の教科に比べて社会科の学習意欲はど
-1'29-
うか｡
3. 社会科の学習転宅那こおいて困難を感じる点は何か｡またもっとも力を入れて宿等する点は
何か｡指導方法の工夫について
4. 1民主教育,平和激育 ｣｢環境 ,資源 ｣についての指導の実闇 ,努力 ,苦心
5,学校でなされている研究会活動でもっとも力点をおいている課題は何かo社会科教育に的
する研究宿動は何を課題 としているか0
6. 日数組数研 ,民rtu教育遊戯はどのように受けとめられ ,どのように実践きれているのか｡
7. 地域教材はどのように実践に利用されているか｡利用されないとすれば何故か｡
定収休暇までに全般的な研究をすませ,さらに7月 15日から19日までの5日間の合宿調査
を実のあるものにするTこめ,別 fjに町内の ｢小学生 ｣｢中学生｣｢先生 ｣｢学校 ｣を対象にアン
ケート調査を行 っTこ｡ (後掲資料参照 )
このアンケート調恋の結果をもとに ,合宿調恵でもっと深めたい点 ,不明な点などを面接など
を行 って明らかにしていこうとするものであった｡
7ンケートの[5]架串は,児妄迂生徒用アノケートがはば100ヲ岩.教師用アンケートは 119人
中68人で約 57プZ,学校用アンケートは1005gとなっている｡先生に対するアンケ-ト調査
の結果がデータ不足で,少数意見が大方の意見のようにとれる向きがあるO
しかし,今まで文献や荊義だけでしか知ることのなかった現場の実態について生の声を聞けた
ことは,これから教師として現場に出ていこうというものにとって何らかの指針を与えてくれた
のではないかと思える｡
なお,真備町の先/-毛方には学期末の忙 しい時期に面接その他で大変面倒をおかけしたO我々の
ために,斑重な時間をさいてくだきっT:方々に心からおわびと感謝の志を表 したい｡
(森田 英由美)
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第 11章 カリキュラムの中における社会科授
業時数と授業時数のあ9万について
共備町の小学校及び中学校における社会科教育の現状を考える場合,まず,社会科というもの
にどの程度力が入れられているか,また入れられるべきなのか,ということをみていかなければ
ならないだろう｡ということで,カリキュラムの中l7rLおける社会科授業特赦の立前と実際はどう
なっているのか,社会科と他教科との比塵はどうであるか.授業時数のあり方についての意見な
ど,弟備町内の先生にアンケート調査を行った｡罪点人員は小学校の先生63人,中学校の先生
5人｡ともに人数が少ないために,はっきり｢こうだ｣と言いきることは難しいのlIが,[='いた
いの慣向はつかめるのではないかと思われる｡
アンケートは,間1から問5までは適当なものにDをしてもらい,問6から問8は意見などを
沓いてもらう方法をとった｡以下,そのアンケートの問いとそれぞれの集計結果である｡集計結
果は小 ･中学校別,小学校では学年別にしている｡また,間6 ･聞 7は小学校と中学校では問い
の内容が違う｡
江) その他の欄には担当学年なしと岡田小学校の酵答すべてが含まれる0
1, 指導要領に定めてある年間社会科時政に対 して,実際の授業時数はどうですか｡
く小学校> (単位 :人)
1 2 3 4 5 6 そ の 他 計
多 い 2 0 1 l 1 3 2 10
同 じ 4 3 5 4 2 0 7 25
無解答 9人
<中学校>
多 い 0
同 じ 4
少 な い 0 無解答 1人
2. 指導要領に定めてある社会科投薬時政は.同じく指導要領に定めてある内容を教えるのに
らようどよいと思いますか｡
<小学校>
1 2 3 4 5 6 そ の 他 計
ちよ うどよい 6 2 6 2 3 0 4 22
多 す ぎ る 1 0 1 0 0 1 4 7
無解答 4人
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く中学校>
ちよ うどよい 1
多 す ぎ る 0
3. 指導要領に定めてある社会科の授業時数と,他教科の授業時数のバランスをどう思います
か｡
<小学校>
1 2 3 4 5 6 そ の 他 計
社 会科 が 多い 0 0 0 0 0 0 0 0
ちようどよい 7 3 9 4 5 1 8 37
無解答 4人
<中学校>
社 会科 が多い 0
ちようどよ い 2
無解答 】人
4. 授業計画をたてる場合 ,行事などで長英がつぶれることを予想 して年間の授業時数をみつ
もりますか｡
く小学校>
1 2 3 4 5 6 そ の 他 計
見 取 も る 8 7 7 5 5 3 10 45
無解答 2人
<中学校>
見 軌 も る
見積 もらない
5･ 社会科の茂美を他の教科にふりかえることがありますか O
く小学校>
1 2 3 4 こ) 6 そ の 他 計
よ く あ る 0 0 0 1 0 0 0 1
ときどきある 4 6 4 3 2 2 6 27
無解答 3人
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<中学校>
よ く あ る 0
ときどきある 0
6. (小学校 )学年では特に重点を際く教科かありますか｡
1 2 3 4 5 6 計
国 語 8 1 4 3 2 18
算 数 1 1 4 5 1 1 13
社 会 2 2 4
理 科 1 l
図 工 I I 1
音 楽 0
体 育 1 1
家 庭 0
EE) 記入された教科は 1人に対して霞榎している場合があるOまた,教科名が昏か
れず,｢ある｣と番いてあるものは省いた｡
傾向としては,ほとんどの先生が韮点を置く教科がある,と答えており.その中でも国語 .質
数が特に多い｡
6. (中学校 )第 1･2学年で歴史 .此風 帝 3学年で公民を教えると決められていることに
対してどう思われますか｡
o｢教師,生徒双方の負担が盈 くなるが,地理 ･歴史の陶塵 という意味でよい面 もある｡｣
O｢授来者にとっては負担が多く,系統だった拒串が行いにくいという意見もあるが,地理 ･
歴史を相互に関連づけて学習を進めることができ,中学校社会科の環終目標を達成するf:め
にはよいと思う｡生徒にとってもそれほど負凪 とは思われない｡｣
以上のような肯定怠鬼と,はっきり｢よくない｣という否定意見が一人,｢ザプトン型のほう
が私自身やりやすい｣という鼠兄が-人,rこれから成果について考えたい ｣という意見が一人,
それぞれでていた｡
7. (小学校 )社会科授業時数lこついて新拒尊重領では第4 ･5･6学年で週 1時間減りまし
たが ,それについてどう思われますかO
内容に比べて投薬時数の不足を指摘する倉見が多い.子供自身に佑助させることや見学などに
影響がでそうだ,という意見もある｡一方,教材の将遇,指導内容の焦点化,教材研究 ,指導法
の工夫など教師側の配慮が墨要になってくる.ど,これからの課題を述べている先生 もいる0
7. (中学校 )社会科授業時数について新指導蜜範では第3学年で凋 2時間減 りますがそれに
-LL331-
ついてとう思われますか｡
5人の先生全員が授業時数に困難を感じている｡今回の改訂では授実時数の減少に見あうだけ
の内容の精選は行われていない,という芯兄が大方である0
8 社会科授業時数のあり方について,他に意見があればお聞かせ下さいc
o｢どの程度時数があれば年間を通して社会科を教えきれるのかわからないoJ
o｢大朝な教科だからもう少し時数を増やしてもよいのでは｡｣
o｢小学校 1･2年で特に社会 ･理科と分ける必要があるのかhr
o｢小学校低学年では社会科は別になくてよい｡｣
以上 ,目についた意見を申き出してみたo
アンケ- 卜の間1-8までを見ていって一番強 く感じることは,現在の学習指導要領における
社会科授業時数では,教師にも生徒にも内容をこなすにはかなりの負担がかかるのではないか .
ということである｡問2の ｢指導要領に定めてある社会科授業時数は,指導要領に定めてある円
容を教えるのにらょうどよいか ｣ということに対して,半数の先生が｢少なすぎる｣と答えてお
り,また間7｢社会科授常時敬が減ったことに対してどう思 うか ｣という質問にも,グループ研
究や作環など児童が描動する時間や姐学の時間が削減されてしまう,という芯兄が見かけられた.
時Ufl不足の状態が生 じることにより,授業が中途半端で教師側の一方的な詰め込みで終わってし
まうことが危世上されている｡
こういった状況に対して教帥側としては,間7(小学校 )で,ある先生は教材の精選から指尋
の工夫まで教師の配慮によってカバーしていく必要があるとしている｡しかし,見学などに関し
ては教師一人一人では対応が難しいO見学が子供にとって｢生の社会 ｣に触れるために社会科で
はなくてほならないものであるなら,学年や学校 ぐるみでの研儀的な対応が必要になってくるだ
ろう｡
一方,先生の授業時数-の実際の対応の仕方を見ていくと,｢指導要領に比べて実際の社会科
授業時数はどうか｣という問いに,実際の時数が少ないという先生が約3苦り,｢社会科の授業を
他の教科にふりかえるか ｣という問いには｢ふりかえることがある｣と答えた先生は約 5割とな
っているO現場の留情はよくわからないが,授業時数の不足を感じながら他の教科へのふりかえ
が行われているということにはなにか矛盾を感 じる｡これは,授業時数が多い少ないという問題
よoも,内容の中にまだ棉遺されていないものがあり,むだと思われる内容を省いて教えている
とも考えられ,また｢正点をFLく教科はあるか ｣という問いで,社会科と答えTこ先生が少ないこ
とから,重点を'lLく教科-のふりかえが行われたとも考えられる｡
以上,アンケートの結果から感じたことなどを述べたが,皮革時数についての実儀は,内容と
教師側の対応の仕方についても考えていかなければ間嶺の本矧 こまで近づけないようだ.今回は
そこまで手が届かず中途半端で終わってしまったo今後の課題は,そういった学習内容や授業の
密度と授業時数の関係から括帝要領にまで考察を深めていくことにあるだろう｡
(森田 真由美)
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第 12章 児童生徒の学習意欲と学習指導
第 1節 社 会科 についての学 習意欲
1
1. 全教科の中での社会科の位芯
本質は｢児童生徒の学習意欲と学習指導｣と血し,児生生徒が社会科にどの程度の学習意欲を
示し.またどのような教材,どのような学習方法が児童生徒に学習意欲を起こさせているかなど
をアノケート結果を中心に考察する｡
まずはじめに全教科の中での社会科の学習意欲における位匪づけをするために各教科ごとに小
学校1･2年生は,O-好き,△-ふつう,×-嫌いの三段階で,小学校 3年生から中学生まで
は,◎-たいへん好き,O-まあまあ好き.△-ふつう,×-嫌い,X-たいへん嫌いの五段階
で,舜肺町の全小学生 .中学掛 こアンケートをとった(以下,◎○△×xと略記する).先に断
わっておくが ,このアンケートでは教科の好さ稚い脊調査 したもので,必ずしもそれが直接学習
意欲につながるかどうかはわからないが,教科の好き嫌いと学習志欲は,正の相関関係があると
いう前粒的認識のもとに述べていくことにLf=い｡
アンケートの結果は表12-1- 1のようであり,図12-】-1はそれをもとに作成したも
のであるO ここでは,小1･2生とそれ以上の学年を比較しやすくするため,まf=グラフが繋雑
になるのを避けるために小3生以上中学生までの暗黒の中で,たいへん好きと好きを合計して好
き(◎十〇).たい-ん嫌いと嫌いを合計して細い(潔+X)として扱った.以下,/ト3生以上
の学年の好き嫌いはその還味で使うこととする｡
まず好きと答えた児童生徒の推移に注目して.グラフの塾から各教科の類型化を試みると,第
-に徐々に減少する漸減型,第二に小学校では高い割合を維持しているが.小学校高学年から中
学校にかけて急減する激減軌 第三に小学校一年で希い割合を示し二年で減少し,小学校高学年
で再び増加,中学生になって減少する変動型と三つに分類することができるO漸減型教科には理
科 ･音楽,激減型教科には図画工作(美術 )･件育,そして変動型教科には国語 ･算数(数学 )
･社会がそれぞれ該当する｡〔英語,家庭(技術家庭 )は全体的傾向を他教科と比較するのが#
しいため省略 〕
この類型化をしてアンケートの結果とあわせて気付くことは,漸減型教科は好き嫌いの男女差
(後述表 1211-2を参照 )が著しい特赦をもっていること,激減型教科は,実技教科である
ことなどである｡
一般に小学校では,図工や体育などに人気が喋中 しているO中学校になると,割合･的に美術や
体育などと他の教科の差は縮まる傾向にあり,むしろ英語,数学,社会などの方が数字が多い学
年もある｡しかし,どちらにしても全体的傾向としては,小学校から中学校にかけて好きと答え
る児亜生徒の削合は減少する｡
社会科について概観すると,好きな教科の現任では特に好きでも嫌いでもないという中間的数
字である｡
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表 12-1-1 ① 学年別各教科の好 きな順位 (数字は男)
順位学年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 調理人数
小 1 生 体86.0 図80.4 A日74.8 7誉) 理71.0 国66,3 ?65.2 LN440
2 休86.9 図82,2 壁77.9 音57.9 罪47_9 4碧) 国37.3 469
3 体88.0 図80.0 Alヨ71,0 哩70.0 算65.0 6妻) 国44.0 457
4 体88.2 図81.1 理72.0 コゝニEl69.9 穿67.2 6慧) 国44.3 414
5 家 図 体 社 辞 壁 Atヨ 国 447
83.6 82.1 81,8 63.3 63.1 63.1 56.4 55.5
6 体80.3 図73.6 7警) 罪65.4 秦58.9 理58.7 国57.2 AE]47.9 405
申 1 生 英 敬 7苧) 体 哩 美 技家 土lヨ 国 保 33176.4 72.9 62.0 51.9 47.7 39.6 38.4 33.0 32.1
2 体 技家 理 英 社46_4 数 莱 育 国 煤 27660.5 52.5 50.5 49.5 38.5 34.5 31.8 27.3 7.6
3 体 英 社 哩 美 技家 !数 コ:こEI 保 国 284
表 12- 1- 1 ② 学年別各教科の嫌いな順位 (数字は穿)
忘竺 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
小 1 生 昇 社 理 土亡lヨ 図 国 休12.8 12,0 ll.5 ll.0 9.9 9.8 6.3
2 算21.5 コユニlヨ18,1 国16.9 1慧) 哩4.5 図3.6 体3.6
3 困21.3 符17.1 コ:亡lヨ15.5 社4.9 翠8.0 図7.4 体4.1
4 国12.9 1!) コ三一二日12.5 由9.1 理6.0 図5.3 体4.3
5 育 社 罪 国 哩 図 体
22.2 14. 10.9 10.9 7.6 4.5 3.6
6 育 理 衣 国 図 界 管) 体22.0 17.5 14.2 la2 ll.1 ll.0 6.4
中 1 生 保 土こ日 技家 理 莱 国 体 杜 英 数
39.1 29.2 28.4 23.7 21.4 13.7 ll.4 8.8 6.4 4.3
2 保 美 Alヨ 2誉) 冒 教 英 技家 理 体51.5 32.3 31.7 20.5 15.1 14.8 14.3 12.9 ll.7
3 育 煤 技家 薮 兵 美 哩 国 社 体
41.7 36.6 27ー3 24.8 23.4 22.4 21.7 ､20.9 17_9 15.3
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表 12-1-2 ① 甥女別各教科の好きfL敬位 (数字は男)
学年 順位男女別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 調査人数
小1坐 男 体88.2 図82.7 嘩77,8 国70.4 杜69. 算65.2 AE】64.1 帆221
~女 よこlヨ85.3 図83.9 国7al 理77.1G菅7 井65,2 図62.8 219
2 男 体88,1 図84,2 理80,6 罪53i8G-!2 二と乙lヨ39,6 国37.8 254
女 体85.4 図80.0 コ1こlヨ79,1 瑚74.9亡霊 ?41.0 国36.7 220
3 罪 体92.0 図80,0 倭78,0 #67,0(誓D 普48.0t 国38,0 223
女 =亡EE392.0)体83.0 図81.0 界65.0 哩64.0 杜3.0 国52.0 234
4 罪 体89.6 理87.8 図83.3 罪68,6 6蜜) コと二日50,9 国40.3 212
衣 音89.7 体86,7 図78_9 許65_7 理57.6 杜5_0 国48.3 202
5 罪 体85.7 図84.7 理78.5 蘇74.4.(管 El60.5 国50,7 育33.2 223
女 家 図 コ●日 体 畠 国 社 理 22492.9 79,5 79,5 78.2 66.I 60_3 58.0 47.7
6 男 体88.9 図81.3 杜76_6 堤74.負 ?67.0 国47.0 家41,4 aE124.4 205
衣 家73.7 Atヨ71.9 体71.8 T汁; 図65.9 罪63.6 &63.2 潔42.7 200
中1坐 輿 敬 社78.4 莱 理 柿 莱 技家 国 上こE] 保 167
79.1 74ー1 69.5 67.5 51.5 44ー8 28_4 24.4 14.1
女 英 敬 6蜜) 体 育 実 国 理 技家 保 16478.7 66.7 56.8 52.5 37,8 37.6 34.1 33.7 28.3
2 罪 理 体 社 技家 輿 数 美 国 育 煤 14764.1 62.3 55,1 53.9 50.7 45.6 24,1 18,4 14,0 8,3
女 体 技家 育 英 糞 国社顔 敬 煤 149
58.6 51.1 50.7 48.1 Jl6.2 36. 6.4 35,9 30.5 7.0
3 輿 哩 体 5!? 技家 輿 栄 敬 保 国 コとニーヨ 135
61.7 61.3 46.3 44.9 39,7 26.7 24.3 17.7 lO.4
衣 英 体 妄 管 班33.6 数 国 技家 坤 煤 149
に答えていただいた他教科と比べた社会科の,恋習意欲に閑するアンケートの結果を見てみよう｡
先生方には,｢他の教科における児藍生徒の学習意欲は社会科 と比べてどうですか｡｣ という
質問をした｡その中では,他教科と本質的にはかわらないと考えている先生と,他教科 (特に図
I,体育 ,算数 )の方が社会科より忘欲があるとみている先生にわかれる｡しかし,社会科にお
ける学習窟欲が他教科より商いと答えられた先生は皆無であった｡
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表 12-1-2 ② 男女別各教科の嫌いな順位 (数字は%)
学年 順位男女 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
小1壁 罪 二亡こ日 社 算 図 国 理 体
15.5 14.0 13.1 10.3 8.6 7.3 6.4
女 図12.5 早12.5辞 o 理9.3 国7.7 よこヨ`6.7 体6.3
2 男 A日 罪 面 社 体 理 図31.2 21.3 18.9 ll.8 4.4 3.6 3.6
衣 罪 国 社 哩 図 体 土こ-ヨ
21.7 14.7 9.6 5.5 3.6 之7 2.7
3 男 国 コ:r二日 社 早 理 図 体30.9 26.3 16.6 15.7 9_0 5.4 2_7
衣 算18.3 社ll.5 由10.6 図1.8 体6.8 理6.7 ilヨ0.9
4 男 土日1号.4 国13.6 算9,5 社8,0 図4.3 体4.3 哩3.5
女 (!, 国12.2 罪8.8 理&3 図6.4 コ1二一ヨ6.4 体4.4
5 刀 コ 二ゝ日 国 昇 社12.1 家 壁 体 図36.2 16.6 16.1 8.6 5.4 4.5 4.4
女 体 (誉6 算 理 Alヨ 国 図 蘇26.7 ll.2 ll.0 6.4 5.3 4.5 0.9
6 男 立日 家 国 算 理 図 杜6.8 体40.5 21.2 18.0 9_9 7.8 7.7 1.5
女 理 図 社 ･井 体 家 国 AE】
27_2 14.6 13-5 12.1 12.0 8.3 6.0 3.0
中1生 罪 保 コ=⊂日 疫哀 国 美 鍾 英 体 敬 (管2
46.1 42.1 21,8 20.4 17.2 ll.0 8,0 6,7 4.9
女 理 技家 保 美 コ±亡日 体 社 国 英 敬
36.6 35.0 31.9 25.6 16.7 16.1 13_ 7.3 4.9 3.7
2 男 保 音 美 国 社 技家 莱 数 体 哩
56.3 49_.0 41.4 25.2 19.7埋 14.9莱 12.0体 10.2国 83 7.0女 保 杜 実 敬 技家 育
4&2 31. 22,0 20.6 19,1 17.8 15.6 15.3 13_7 13.4
3 男 二亡こ日 保 英 国 敬 美 技家 体 社 理57ー8 32.3 30.1 30.0 2之2 20.7 20.1 ll.0 7.4 7.1
女 保 哩 技家 社 数 itヨ 実 体 ノ● 国
確かに教科によって学習意欲が掛 ､か低いかは,個人的差異こそあれ本質的にはかわらないと
思われるOしかしながら,児童生徒のアンケート頼果では,実際には掛 こ小学生で図工 ,体育な
どの実技教科を好む傾向があるoやはり.自分が実際に体を動かし†こり,創造できたりする教科
であることが好 きな理由のように思える｡けれども,表 12-1-1からは,残 りの教科に比べ
て社会科に対する学習意欲は決 して遜色があるとは思えないO先生方の印象 と児童生徒のアンケ
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小1 2 3 4 5 6 FP1 2 3 (年)
I
図12-1-2 男女別社会科好き嫌いの学年推移
Iヽ
-ト結果に開きがあるのは.児賓生徒の社会科を好 くことが潜在的であり直接学習慈欲につなが
っていないのではなかろうか｡そして,ある学習方法を実行したり,特定の条件をつければ,児
虚生徒の社会科に対する学習芯欲は増加するのかも知れない0
2. 社会科についての学習宕欲
前項では,他教科と比較して社会科の学習意欲ftついて述べたが,本項はどのようなことが社
会科を好きにする原因か,換言すれば.社会科の巾で児産生徒がどのようなことIこ対 して学習意
欲をみせるかということについて考えr=い｡
この間題についても,前項と同様に兵術町の全小学生,全中学生を対象にして7ンケートした
結果に基づいて考察する｡アンケー ト内容は,小 1 ･2生は｢社会科でおもしろいこと,わかり
にくいことはどんなことですかo｣の問いに記述式で,小3生以上は｢社会科を好きな理由は何
ですか.きらいな理由は何ですか｡｣の雪間に 15項目の選択肢を設けて霊視選択可として解答
してもらった｡その結果がま 12- 1-3,茸 12-1-4,裳 12-1-5,表 12-1-6
である｡
まず小1･2生では,社会科のおもしろいことは,見学とテレビが上位を占める｡見学は探検
-ユ4.1,L-
衰 12-1-3 (∋ 社会科でおもしろいこと
噸 位 項 目 割合(%)
1 給食センターの見学 24.3
2 テ レ ビ 21.6
3 た ん け ん 1し),7
4 朝の会 .終 りの会の勉強 8.2
表 12-I-3 (む 社会科でおもしろいこと
順 位 項 目: 割合(渇
1 見 学 29.3
2 テ レ ビ 24.9
3 田 うえ .田んぼにいつたこと 12.8
4 スーパー .デパー トの見学 6.4
表 12-1-4 (∋ 社会科でわか りに くいこと
順 位 項 目 割合傍)
1 給食センターのようす 1.8
2 朝の会 .終 りの会の勉強 1.1
3 教 科 称 0.5
3 テ レ ビ 0.5
表 12-1-4 (む 社会科でわか りに くいこと
順 位 項 目 割合扮
1 ア ス ト 19.2
2 さかなやのようす 6.2
3 スーパー .デパー トのようす 4.3
4 田 うえのようす 4.1
5 商店街のようす 2.6
も含めると,小 1生全体oIj約 40%(以下,%の数字は全児童軟に対する解芥数の削合をあらわ
す ),テレビは約 20%の児釦 三あげている｡小2生では,見学をあげた児童が約 50%,テレ
ビは約 25%である (以上表 12-1-3)｡また社会科でわかりにくいことは何かの質問には,
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小 1生は解答数が少なかったため全体的傾向はわからないが,小2生ではテストという解答が最
も多く約 20%である(表 12-1-4 )0
小3生では,好き嫌いの理由を15の選択肢に限定 したが,その中では,社会科を好きな潔由
として,地組を見るのがおもしろい(40%),テレビを見るのがおもしろい(32プg),見学
がおもしろい(30%),授業がおもしろい(2570)となっている(表 12-i-5)｡掛 ､
rf理由として娘 も多かっ1:のは,先生の言うことがよくわからない(8%),以下教科むがよく
わからないが続 く(表 12- I-6)a
小4生になると,地図を見るのがおもしろい (39ヲg),見学がおもしろい(32%)(表12
-I-5),嫌いな理由としては,先生の言うことがよくわからない(5%),教科杏がよくわ
からない(5a/o)などが目立つ(表 12-1-6)o
以上,小 1- 4生で圧倒的に目立つのは,好きな理由ではテレビと見学である｡双方あわせる
と,60- 70%の児雇があげている｡また小3- 4生になると,地図を見ることに興味を抱 く
ようになる｡ この学年では,地域教材 (第 13草でとりあげる)を主に扱う†こめであろう｡
次に,小5仕では好きな卑由は,地図 (45%),資料をさがすのがおもしろい(38%).
資料を読むのがおもしろい(33ヲg),テレビ(26%),先生の言うことがよくわかる(22
%),授業がおもしろい(22%)(表 12-I-5),きらいな理由は,教科啓がよくわから
ない(6ヲg),授業がおもしろくない(6ヲg),先生の害 うことがよくわからない(5%)とな
る(表 12-1-6)0
小6生では,好きな理由が資料をさかすのがおもしろい(4470),資料を読むのがおもしろ
い(4 0%),先AJ三がおもしろい(36ヲg),先生の言うことがよくわかる(32ヲg),授業が
おもしろい(32%),地図 (29%),見学 (25%)と続く(表 12-I-5 )｡嫌いな理由
のトップは授業がおもしろくない(3%)である(表 12-1-6)0
小5 ･6壁になると,資料蒐集,資料読解などに興味を示 し,約40- 50%が支持する｡ま
た小4生までにみられた地図 ,見学,テレビなども依然として商い割合を占める.
l-1後に中学生の結果をまとめると,好きな理由として,申 1生では,先生がおもしろい(28
%),授業がおもしろい(23プ乙),申 2生では,史料をさがすのかおもしろい(21%),発
表を聞 くのがおもしろい(1770),中3生では,先生がおもしろい(20%),先生の言うこ
とがよくわかる(15%)などが上位にくる(表 12-1-5)｡嫌いな理由は.中 1生では.
先生の言うことがよくわからない(3%),中2生では,先生の言うことがよくわからない(12
%),授業がおもしろくない(12プg),授業がよくわからない(117.),中3生では,教科
LT.tがおもしろくない(7%),授業がおもしろくない(7%)などが目立つ(糞 12-1-6)0
中学生では,見学はあまりせず,テレビを授藁にとり入れることもなくなり,小学生に目立っ
た理由が姿を消し,むしろ授賞や先生のおもしろさに魅力を感じているよ3)である｡推測ではあ
るが,地図や資料の割合が減少 したのは,教材や授業方法などを一括 して｢授某 ｣とみなしたの
か,あるいは授薬に地図を見 ることや資料の砥用があまりとり入れられていないかではなかろう
- I I/1'-
か｡しかし,これは明らかにすることはできないが .もし後者であるとするならば,｢授業がお
もしろくない｣こととの関連も,小学校と対比して憶測することがu=J能であろう｡
ここで先生方へのアンケート結果と以上のことを比較してみたい｡先生方へのアンケートの中
で,｢授業を通して社会科における児罷生徒の学習者欲をどのように考えていますか ｣という質
問をした｡これに対し,｢資料の提示,教材円容がよいと,学習意欲 もわき,学習成果も上がる｣
｢見学,作業は昔欲的にやるが,問題解決学習や賢料をよみとって考える学習は苦手である｣(
いずれも小学校の先生 )のような解答が得られr=｡ これは,児垂のアンケート結果と一致するも
のと考えられる｡
さて,前項で問題となった先生方の｢社会科は他教科lこ比へて学習意欲が低い ｣という見方と,
児轟生徒へのアンケート鮪果からの他教科とあまりかわらないというズレについて少し考えてみ
よう｡結漁的に言えば,弘は決してこれはくい逢いではないと考える｡というのは,アンケート
結果をみると,見学,テレビ,作業,地図,学年があがれば資料の活用などを通して学ぶ社会科
は児重生徒たちの好むところなのである｡けれども,教科昏中心に机上のみで学ぶ社会科には意
欲を示しにくい,とすれば,私の推測ではあるが必ずしも児蛮生徒が能動的な授業が行われてい
ないのではないかと考えられる｡但しこれに関しては.7ンケ-トの中に｢じっくり教材研究し
て授業に対して望めば,もう少しおもしろい授茸ができるだろうが,時間不足であり特に小学校
では全教科をうりもつので社会科ばかりにかかってはいられない｣のような声が牌かれ,このあ
たりが現在の先生方の悩みの一つなのだなあと稀藤したO
また先生方のアンケートの中に｢社会科は女子より男子の方がより意欲的である_廿社会科は,
他教科に比べて好きな子と嫌いな子がはっきりしている｣という解答があったのも,今後の問題
として特簿 しておきたいO
さらに,中学校の先生方は｢受験教科ということで詰めこみになりがら｣｢内容が多すぎる｣
｢入試という枠の中に入ってしまい,じっくり考えさせることがなくなった｣｢入試教科になっ
てから得点を意識した授業となってしまった｣などの解答.生徒側からは.｢社会科は暗記の教
科｣｢おぼえることがたくさんありすぎる｣｢教科香ばかり,先生の話ばかりでおもしろくない｣
などの解答があり,現在の中学校社会科の抱えた問題点 - 特に入試教科としての - がうさば
りにされたのではなかろうか｡
以上,英備町の全小 ･中学生,小 ･中学校の先生方へのアンケート結果から,私は社会科は児
童 生徒がもっともっと好きになり,学習慈欲の柘まる可能性を秘めた教科であることを強く感じ
た｡その可能性を追求するための方術は,今後諸方面で研究され,抱えた間組点が克服きれるべ
きであろう｡
(三宅 克広)
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第2節 教材 と学習意欲 - (学習対象 と学習意欲 )-
授業を進めてい く上で教材 と子どもT=らの学習意欲 とは深い関係があるように思われる｡それ
では子 どもたらはどんな教材に興味を起 こし,意欲をもつのであろうか｡
小学校低学年 (1･2年生 )の子 どもたらに ,社会科で ｢お もしろいことはどんなことですか｣
｢わか りに くいことはどんなことですか ｣というアンケー ト調査を行 った｡表 12-2-1,麦
12-2-2のような結果が出た｡
表 12- 2-1 児童の学習意欲 - おもしろいこと(1･2年生 ) -
男 人数 女 人数
年 給食センターの見学 56 テレビ 52
テレビ 43 給食センターの見学 51
たんけん 24 朝の会 .終 りの会の勉強 25
朝の会 .終 りの会の勉強 ll たんりん 23
はけんしっの見学 8 はけんしっの見学 8
教科習 3 先生の話 6
先生の話 2 教科西 2
男 人数 女 人数
見学 71 見学 65
テレビ 55 テレビ 62
田うえ .田んぼに行 ったこと 31 田 うえ .田んはに行 ったこと 29
年 スーパー .デパー トの見学 19 スーパー .デパートの見学 ll
教科書 6 教科lgf 6
お母さんの工夫の勉強 3 お母 さんの工夫の勉強 5
パン屋の見学 ●3 テス ト 5
表 12- 2-2 児童の学習志欲 - わか りに くいこと(112年生 ) -
男 人数 女 人数
朝の会 .終 りの会の勉強 3 給食センターのようす 8
年 テレビ 2 朝の会 .終 りの会の勉強教科野 2
男 人数 衣 人数
テス ト 50 テス ト 40
田 うえのようす 13 さかな屋のようす 17
スーパー .デパー トの ようす 12 スーパー .デパー トのようす 8
年 きかな屋の ようす 12 田うえのようす 6
商店街のようす 7 商店街のようす 5
ノー トのとり方 3 ノー トの とり方 3
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これを｢教材 ｣の側面から整理したものが蓑 12-2-3であるQ
表 12-2-3 教材と学習志欲 (1･2年生)
教材 わかりやすい わかりにくい
男 (～衣 (〟 男 山女 UJ
- 給食センター 56 52 0 8l
年 はけんしっ 8 8 0 0
田うえのようす 31 29 13 6
スーパーのようす 19 ll 12 8
お母さんの工夫 3 5 0 0
年 パン屋のようす 3 0 0 0
さかな屋のようす 2 4 12 17
表 12-2-3の結果を分析してみると,子どもたちは｢給食センター｣｢はけんしっ｣｢田
うえのようす｣｢スーパーのようす｣という故掛 こ鼎味 ･関心があることがわかる｡しかし,｢
田うえのようす｣｢スーパーのようす｣は,わかりにくいとする者 もみられ,｢きかな屋のよう
す ｣については｢わかりにくい｣と回答した者が｢わかりやすい｣と回答した者を上まわってい
る｡｢わかりやすい｣｢わかりにくい ｣との回答が ,見学した結果として出たものか,見学とい
う方法を利用しない結果生 じたものかは明らかでないが,｢教材｣と｢方法｣の結びつき方に深
く関係しているのではないだろうか｡
次にF子どもはどんな教材(こ興味を起こすかJということに関してのアンケートの結果は図12
-2-1,表 12-2-4の通りであった｡
l
Iヽ
(剰
40
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10
(全体)
- = 十 ‡
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図12-2-1 子どもの興味
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袈 12-2-4 子どもの興味
%の分J引ま生徒数 ( )内 湾
教 科 苫 授 業 資 料 地 図
人 物 人 (狗 人 (罪) 物
3午 全 135( 9.3) 166(ll.5) 177(12.2) (14.1)
男 74 (10 . 1 ) 80(10.9) 87(ll.8) (14.4 )
衣 61( 8.7) 86(12.2) 90(12.8) (13_8)
4午 全 111(10.2) 112(10.3 ) 140(12,9) (14.9)
男 79(ll,7) 69(10.2) 85(12,6)
女 32( 7.8) 4? (10.5) 55(13,4 )
小5 全 96( 6.7) 199(14.0) 318(22.4) (14.2 )
男 54( 7.0 ) 98(12.7) 179(23.1)
女 42( 6.5) 101(15.6) 139(21.5)
小6 全 128( 8.4) 206(13 ,4 ) 334(22.4) ( 7.6)
男 83( 9.5) 112(12.9) 197(22.7)
女 45( 6.7) 94(14.1) 147(22.0)
中 全 62(ll,5 ) 112(20.8) 94 (17.4 ) ( 2.0)
1 男 46(12.6) 75(20.4 ) 72(19.6)
女 16( 9.2) 37(21.4 ) 22(12,7)
中2 全 37(10.6) 59(16,9) 81(26.9) ( 1.4 )
盟 22( 6,7) 40(12.2) 59(18.0)
女 15( 6ー2) 19(16.8) 22(30.9)
中3 全 20( 7.7) 55(20.3) 53(19.5) ( 0.0 )罪 . 13( 8.1) 30(18.8) 32(20.0)
女 ; 7( 6.4 ) - 25(22.7) 21(19.0)
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表の結果を分析してみることにする｡まず ｢地図｣に関してであるが,3年生 ,4年生,5年
生までは全体の約15%の子どもたちが興味を示しているが,6年生では約半分の7.6射こ減っ
ている｡また中学生の場合はほとんど0%になっている｡ これは,社会科学習において,｢地図｣
を用いる回数によるのではないかと思われる｡中学2年生では歴史,中学3年生では公民を学習
するために起こる現象ではないだろうかo
次に｢教科否｣に的してであるが ,これは全体的に見て小学校3年生から中学校3年生まで平
均して10%前後になっており.女子,よりも朋子の方が興味を示しているようである｡｢資料｣
についてはどの学年も｢教科杏｣｢地図 ｣よりも興味を起こしていて,どの学年もほほ男女とも
同じくらいの割合である｡また学年別では小学校 3年生,4年生を除いては約20%前後であっ
た｡このことから子どもたちの意欲は,｢戯科IL.Trt｣や｢地図｣などよりもその教材を理解する手
だてとなり,かつ,より深い,あるいは詳細fL内容を含む.あるいは理解 しやすい｢資料 ｣に向
いている.学習意欲にとっての資料の重要性を船積することができる｡
ところで教師から見た教材と子どもたちの寮欲についてはどうであろうか｡アンケートへの回
答では,｢教材づくりの必要性がある教科啓では社会科を教えられないoJ｢身近な出来事,実際
にあった話 ,子どもに関係のある話 ,時歩間屈,ニュース,新聞から得た知誠などに意欲をもつ｣
など｢教材づくり｣が子どもの学習,学習意欲にとって,重要であることが指摘されている｡ こ
れは,子どもが｢資料｣への興味を示す事実 と十致しているo
しかし,また,｢子どもの個人差が大きい｣｢歴史は反応するが農業 ･水産業 ･工業は意欲が
わかない｡｣r地域の教材に必ずしも意欲を超こきfLい｡｣など子どもの意欲とかみ合った教材づく
りは,容易なものではなく,子どもの音曲を引き出し,育てるためにはどのような教材が必要で
あるかについてのさらに立ち入った研究が要請されていると思われる0
(酉 敬三)
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第3節 学習方法と学習意欲
どのような学習方法が子どもたちの興味 ･関心を引きつけ ,学習意欲を起 こさせ,授業への現
俸的参加を促すのであろうかO
学習過程における方法的諸要因として ① 授業 (教師の詰 ) ② 授業の進め方 ⑤ 見学をする
④ テレビを見る ① 地図を使 う ⑥ 資料でさがす ⑦ 発表する ㊥ スライ ドを見る ㊥ テス トな
どが考えられるが ,子どい こちは一体 どんな学習方法 (要素 )に意欲を燃やすのであろうかC前
掲の炎 12-2-1,表 12-2-2を方法的要素の側面か ら整理し,集計 したものが衷 12-
3-1であるO
衷 1213- 1 学習方法と児童の学習窟欲 (おもしろい)- 1･2年 -
方 法 男 山 女 レJ
- 見 学 88 82
テ レ ビ 43 52
年 授 業 13 21
教 科 Lf 3 2
見 学 126 109
年 テ レ ビ 55 62
衷 12-3-1から,テレビ,見学 とい う方法が圧倒的に多いことが注目される｡ これは教材
そのものよりも,その教材を習 う上で用いる手段 ･方法 (テレビ,見学など)に興味 .幽心を示
している｡すなわち,子どもたちは教室の中でじっと座 って勉強するよりも,自分の体全体を使
い ,鵡川 しゝて,五感で実際に確かめて納得することにBg心が向いているのではないかと思われるo
また小学校 3年生から中学校 3年生までの子どもたらに,どんな学習方法に愈欲を'示すかとい
うことに幽するアノケー ト調査 (後抱資料参照 )を行 ったところ.次のような結果 となった.
表 12-3-2 学習方法 と学習意欲 (おもしろい.わかる)- (1)全体的分析
男の分母は生徒数
3- 6年生レJ % 中 学 生CJ 質
教 師 797 43 281 31
授 業 648 35 226 25
教 科 古 470 26 119 13
ff 科 879 48 241 27
地 図 683 37 16 1.8
発 議 515 28 173 19
見 学 452 25 13 1.4
ス ラ イ ド 284 15 39 4.3
テ レ ビ 479 27 52 I 5.8
- 150-
鼓 12-3-3 学習方法と学習意欲 (おもしろくない,わからない )- (I)全体的分析
%の分母は生徒数
3-6年生(刃 % 中 学 生(刃 %
教 師 119 6.5 64 7,1
授 業 115 6.3 110 12
教 科 哲 135 7.4 54 6.0
資 料 71 3.9 34 3.8
地 図 53 2.9 4 0.4
発 表 64 3.5 20 2.2
見 学 16 0.9 17 1.9
ス ラ イ ド ll 0.5 1 0.1
7 レ ビ 13 】 0.7 21 2.3
表12-3-4 学習方法と学習意欲 (お もしろい,わかる)- (2)学年別分析
%の分母は生徒数
3年生 % 4年生l% 5年生 d7/t} 6年生 % 中 学1 年 % 中 学2 年 % 中 学3 年 %
教 師 183 36 127 28 214 47 273 65 147 44 52 18 82 29
授 業 166 32 112 25 16L1 36 206 49 112 36 59 21 55 19
教 科宙 135 26 111 25 96 21 128 3】 62 19 37 13 20 7.0
資 料 177 34 140 31 318 70 344 82 94 28 94 33 53 1.9
地 図 203 39 161 36 202 4Jl 117 28 ll 3.3 5 1.8 00
発 光 154 3() 1】6 26 12B 28 l17 28 70 21 64 23 39 14
見 学 137 27 133 30 79 17 103 25 9 2.7 3 1.1 ユ 0.4
スライ ド 109 21 73 16 55 12 47 ll 13 3.9 22 7.8 4 1.4
表 12-3-5 学習方法 と学習意欲 (お もしろくない,わか りにくい )- (2)学年別分析
男の分母は生徒数
3年生 % 4年生 % 5年生 Yo 6年生 ■ 中 学1 年 % 中 学2 年 罪 中 学3 年 %
教 師 47 9.1 26 5.8 31 6.8 .15 3,6 4 1.2 56 20 6 2.1
授 菜 32I6.2 32 7.1 39 &6 写2 5.3 9 2,7 63 22 28 13
教 科 番 40 7.8 33 7.4 42 9.3 20 4.8 5 1.5 9 3.2 30 ll
資 料 27 5.2 9 2.0 22 4,8 13 I.3 5 1.5 12 4.3 17 6.0
地 図 29 5.6 9 aO 8 1.8 7 1.7 00 2 0.7 2 0.7
発 表 34 6.6 7 1.6 16 a5 7 1.7 00 7 2.5 13 4.6
見 学 9 1.7 3 0.7 3 0.7 1 0.2 2 0.6 8 2.8 7 a5
スライ ド 6 一.2】 1 0.2 3 0.7 1 0.2 00 1 0.4 00
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表 12- 3-6 学習方法と学習意欲 (おもしろい,わかる)- (3)男女別分析
男の分母は生徒数
3 - 6 年 生 中 学 生
罪 罪 女 % 男 % 女 罪
教 師 405 47 392 46 164 37 117 26
授 業 3.30 39 315 37 145 33 81 18
教 科 曲 290 34 180 21 81 18 38 8,6
資 料 548 63 431 50 163 36 78 18
地 図 3'91 45 292 34 12 2_7 4 0.g
発 表 300 35 215 25 125 28 48 ll
見 学 258 30 194 23 10 2_2 3 0.7
スライド 173 20 111 13 26 5.8 13 2.9
衰 12-3-7 学習方法と学習意欲 (お もしろくない,わかりにくい )- (3)男女別分析
男の分母は生徒数
3 ′- 6 年 生 中 学 生
刀 % 女 % 男 罪 女 %
教 師 61 7.1 58 6.7 38 8.5 28 6.3
授 業 36 4.2 79 9.2 49 ll 61 14
教 科 笥 67 7,8 68 7.9 26 5.8 28 6.3
資 料 38 4.4 33 3,8 17 3.8 17 3,8
地 図 20 2_3 33 3.8 2 0.4 2 0.5
発 表 32 3,7 32 3.7 7 1.6 13 2.9
見 学 12 1.4 4 0.5 10 2_2 7 1,6
スライド 5 0.6 6 0.7 1 0.2 0 0
テ レ ビ 5 0.3 10 1.2】 5l l_1 16 1 3.6
以上の表 12-3-4か ら見ると学習意欲は小学生から中学生になるに従 ってすべての学習方
法の単葉において割合が低くな っている｡特に｢地図｣｢見学｣｢テレビ｣が顕著である｡これ
らはすべて便 っf=り,行 ったりする嶺会があまりないf=めに起こるのではないかと思われるO全
体的分析について,小学生では,学習意欲を示す方法的要素については,① 資料 ② 教師 ③ 地
図 ④ 授業 ㊥ 発表 ⑥ テレビという噸であっT=｡教科音でさえ2670もあっT=｡まT:.見学 ,
スライド,テレビなど五感を働かすものを合計すれば67男で第1位になる｡これは注目すべき
ことであろうoまた中学年の場合は ① 教師 ② 資料 ③ 授業 ④ 発表の順であった｡中学生は,
見学,スライド,テレビを含めても11.570と低いo発表が 19%となっているのは注目すべき
ことであろうo男女別分析を見てみると,小学生では男子の方がやや意欲的であるO中学生の場
合は男子の方がずっと意欲的であることは明らかであるO
次に,学習意欲のマイナス要因に関 してであるが ,諸要因としては,小学生が ① 教科訂 ②
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教師 ③ 授業の順であり,中学生が ① 授業 ② 教師 ③ 教科晋であった｡また.全般的に回答
が低くどの割合をとってみても｢おもしろい ･わかる｣のそれよりもかなり低いということは一
目瞭然である｡
次に教師のみた｢学習方法と学習意欲｣についてであるが.子どもたちの意欲の向上をはかる
T:めに教師はどのような街尋方法の=夫をしているのだろうか｡アノケートによれば次の表のよ
うな工夫であった｡
o視聴覚教材の利用 (テレビ,0[fP,ビデオ,スライド)
o身近な具体物を使い,生活と結びつけるようにするo
o実地学習,体験学習を取り入れる(できにくい)
o写真集 ,データなど,できるだけ多くの定料を使う
o作業を取り入れる
oグループ学習-> (話し合い,人の意見を細く,グループ発表など)
褒からもわかるように,子どもたらの学習意欲をそそるものは,経験的なもの,身近にあって
親近感を覚えるものが大きなウェイトをしめているのではないでしょうか｡しかし,いつもこの
ような方法を使用するわけにはいかないのである｡実際には,現地が遠かったり,学校の立地場
所により,目で見ることが困難な場合が多いし授業時敬が少ないために自由に見学に行ったり,
子どもたらと｢緒に資料作 りができないということLと,指導上困難な点が多いように恩われる｡
教師の見た学習意欲については,① ｢低学年は自分の身の回りのことに関心を示す｣ ② ｢高
学年になるほど全般的に意欲が落ち,学習意欲のある子とない子の差が大きくなる｣ ③ ｢女子
より男子の方が興味をもつ｣ ④ ｢教科古やノ-トだけの学習では意欲が低い｣ ⑤ ｢見学 ･作
業には興味を示すが,社会科本来の間組解決的な学習は碓う傾向にある｣などであったOまた,
中学生の場合は,｢発表や考えることが長びくと定紋が低 Fする｣ということなどである.
以上のことから① ,(参.③は子どものアンケートと対応 している｡経験的/Jこと(こ意欲を示すと
教師はとらえているし,子どもたらもそう受けとめている｡㊨.⑤ についても,教師と子どもた
らとの意見(考え)が一致しているようである｡
(西 敬三)
hr ｢
- 155-
第▲軒 教師の社会科観
前項までは,真備町の児童 ･生徒に関してみてきたわけであるが,ここでは,目を先生方に転
じ,教師の側から見た社会科についてみていきたい｡
共備町の先生方は,社会科の本質についてどのように考えておられるのか｡それに対 して社会
科の現状はどうとらえておられるのか｡社会科の本質と現状は一致 しているといえるのか｡ずれ
があるとすれば,どこにその原因があり,そのずれをうずめるためにどういう処置をとっておら
れるのか｡そのあたりについて先 ごろ行 った教師用アンケートにそって考えていきたいo
1, 社会科の本質
先生方は,社会科の本質はどういうものだと考え,どうい うことを目的 として社会科の授業を
行 っておられるのだろうか｡
教師用アンケ-卜の F社会科とはどういった教科であると思われますか｡また,どうあるべき
だと思われますか｡』という質問に対 して出されT:rn]答 (表 1214- 1)をみてみると.社会
科とは,｢人間育成を目指すものである｡｣といえそうである｡
表 12-4-1 く社会科の本質>
(∋人間性豊かな児蛮 ･生徒を育てるもの.
(む総合的な人間育成をめざすもの｡
③ より広い世界への自分を生かしていくため,自ら考え,正しく判断し,行動を起 こせる
人間を育成するもの｡
④ 人間の営みを社会科学的に直祝 し,広 く見渡し,よりよい社会を葬いてゆく素養を育成
するもの｡
(9科学的な見方 ･考え方ができる子どもを育てるもの｡
檀)民主的 ･平和的な国家社会の形成者として必要な公民的資質の基礎をつくるもの｡
(D社会の一見として生 きていくための社会的譜劫を育てるものO
⑧ 生酒や経験に結びつけながら知識を深め学習 したことを再び生掛 こかえていくもの｡
④ 個人又はケル-プで社会事象を目や足で事実を調べる体験学習｡
我々は,決 して｢人だけでは生 きていくことはできないのであり,日本という国家社会の中で,
他の人との幽連において,また,我々をとりまく社会環境 ･生活環境 ･自然環境 とのかねあいの
中で生 きている｡したがって,社会科では ,このようなかねあいの中で,社会の一員としての自
覚をもたせ ,人間の'LIfみを社会科学的に,直視諸掛 させ,広 く見渡し,よりよい社会を築いてい
くため,自ら考え正しく判断し,rJ動できる人間を育成 していくべさものであるとまとめられる
と思 う｡
2 社会科の現状謡曲
社会科の本質について前述のことがIFiえるとするならば,現在の社会科の授業では,その本質
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に迫 りえる教育が行われているのだろうか｡この点については,教師用アンケートのr社会科の
現状をどのようにお考えになりますか｡お感じになる点を率直にお答え下きいoJという質問に
対する回答をみてみよう｡(表 12-4-2)
表 12-4-2 <社会科の現状認熟>
o｢国を愛する｣という面か強く出すぎているのではo
o内容が多すぎるo
o小学校低学年では,他の教科 (国語 .道徳 )と台村的に扱う内容が多いo
o中学年の社会科は内容がわかりにくいので教えにくいo
o歴史学習が難しいo
o指専要領の内容及び教科番~検定制度により,問題点も上すべりoまた,悼
界情勢等により方向転換される面も多いo考えに-貿性を欠くo
o教科掛 ま読んでもあまり感動が伝わってこJi-いo
o措辞できていると思うし,学習できる内容でもあると思う.
8 教 材 o地域の実態を生かした教材化が少ないO
o指専するのに必要な資料か十分でないo
づくり o地域学習が多 く ,教材の選択が自由なので,教師の現場の事前調査や資料
収典やいろいろな面の研究が大変な教科であるo
C 授業の進め方 o現地が遠かつたり,学校の立地場所等により実際に目で見ることが困難な
場合が多いo
o指導のあり方がまだよくわからないo
D 児 垂 o授業に対して受け身的である.
o教師も子どももあまり窟欲的でない場合が多いO
の闇夜 る○
o興味本位に取り組むのみの面が多いo
E その他 oもつと教えたい,つつこみたいと思うと時間がなく,スー ツと流せば流せるo
社会科の授業がその本質に沿うようにJCrJわれでいると考えておられる先生は,ごくわずかであ
る｡ この意見も大切にしなければならないが,他の大部分の先生方は現状がまだまTL/本質に沿っ
†こものになっていないと考えておられるようだ｡
表 1214-2を見てもわかるように,内牢と授業時数の問題が表面化されている｡知識の習
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得におわっているとか,上すべ りになっているとかいう意見があるが ,これは授某時数に比べて
内容が多いためであると考えられる｡そのため,｢もっと数えたい,つっこみたいと思 うと時間
がなくスーッと流せば流せる｡｣ ということになってしまうのTfろう｡
新指導要領により内容の摘連が図られ,教師の創芯工夫によるゆとりの教育が叫ばれているが ,
妖言際に現場では社会科に関する限 りにおいてはなかなか思 うような投薬がなされていないようで
ある｡
3 指導上の困難点
衰 12-4-2のような現状であるlTL-らば,社会科を指導 していくにあたり,どのような点が
社会科の本質に沿った授業の障寄 となっているの[:'ろうかo F社会科の学習指導において,どん
な困難をお感じになるでしょうか｡Jという教師用 アンケー トの質問に対する回答 (表 12-4
-3)を見ると,子どもの興味 ･幽心 ,子どものJS欲をひき出す点 ,児童や地域等の実隈に応じ
た教材づくり,また,時間的 ･虫的 ･内容的な面から資料づ くりの困難性 ,さらに ,授業と幽適
して評価の仕方の困難性などがあげられている｡
表 12-4-3 <指導上の困難点>
a 教 材 解 釈 0時代の代表人物の選び方
b 教 材 づ く り o資料づくりが大変 (時間的 .a.的 .内容的 )
o児童及び地域の実僻を生かしfこ教材づくりは難しいo
C 授業の進め方 o実地見学ができにくい○
o子どもの興味をひきつけるような授業ができないo
d 児童 (生徒 )の 傾 度 o子どもたらの意欲に閲歴あ りo
o児塵の経験範囲がせまいo
oテストが悪 くても社会的知識にすぐれている子どももいるO
e 評価 の仕 方 o評価の仕方がよくわからないところがあるo
ど そ の 他l 0時間不足のため十分にできないo
0年間計画を立てるときの見通 しに幽難o
4. 指導上の工夫
それでは,先生方はこれらの指導上の困難性を克服 し,社会科の本質に沿った授業にするため
に,どのJ:うな工夫をされているのだろうかO教師用アンケ-トのr社会科の学習指導において,
特に輪番方法に工夫をされていることは何でし▲Lうか｡どんな小 さなことでも結構ですからお街
き1:きいoJという質問に対する回答を見てみJ:う｡(表 12-4-4)
- 156-
表 12-4-4 <指専上の工夫点>
イ 教 材 o副読本の使用o
o視聴覚教材の利用oとくに0【iPの利用○
o見学,テレビの利用o
oスライド.写共 .絵地図 .テープレコーダーo
r 教材 づ くり o教材づくりに児竜 も参加させているoロ できるだけ多 くの資料を使 うO ,
o ビデオをつくるo
′ヽ 授業の進め方児童 (生徒 ) oなるべ く身近な具体例を出すo
o実際にあった話TfEどをしてやるo
o発間に気をつけている.
o話し合いにより人の意見をよく聞くo
o資料を自分自身で活用できるように留意しているo
0 日分速で調べさせる○
心 の ひ き方 oひとり調べを時々とり入れるo
oグループ発表 ○
o作業をとり入れるo
o新聞づくりをさせるO
oカード学習にとり組んでいるo
指導上の工夫点 としては主に子どもの興味 ･肺心をひきつけ,学習意欲をそそるための工夫が
なされている｡視聴覚に訴える教材を用いたり,作菜を取 り入れたり,自分で休を動かして調査
させたり,身近な具体例を出すといった具合である｡
社会科の本質に沿った授業がなされるためには,子どもの学習意欲をひさだし,それがその授
業を通じて維持 され,さらには増相され,子どもたち自身が主体的に授業に取 り組んでいけると
いうことが第-条件であろう｡なぜなら,おのおのの厚真において,主体は子どもたちなのであ
●●●●●●●●●
にな っているのであるOしたがって,チビもにとってそれがわかったように思 うという授業でな
く,掛 こわかる授丑をするためには子 どもが学習意欲を起こし,切実に,共剣に考え,主体的に
とF)くめることが霊夢IC･あろう｡
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教師は子どもがわかる授業を行 うために種々の工夫や努力を行 っているoしかし,現状として
は表にみられるように (ロご b ,ハご C･d)いろいろな工夫や努力がなされているにもか
かわ らず,時間的 ･労力的 ･内容的に困難な点が残 されており,社会科の本質に沿 った理想的な
授業はなかなかなされていないようである｡
第5節 学校としての社会科へのとりくみ
一時間一時間の授業は,基本的には児童 ･生徒 と教師 ,教材の三者によって構成 されている｡
このことはどの教科についても同様に言えることであり,社会科について考えれば,その｢教材 ｣
が社会科教科尋であったり,地図 ･年裳であったりするだけのことである｡この三者がうまくか
みあい,目標に向かって-L75線にしろ,まがりくねっているにしろ進んでいくような授業がよい
授業と雷えるのであろう｡
社会科の学習忘欲と教材 ,教肖方法との関係は前述のとおりである｡子どもは見学 ･テレビ･
作業 ･地図 ･資料等を用い,自分たちが実際に体を動かし,自分の目で見 ,肌で感 じることがで
きるような学習を望んでいる｡それが,子どもたちの興味 ･関心を起 こし,学習忘欲を高めるこ
とにつながるのである｡
子どもの学習意欲をそそるような教材を選択することは ,教師の重要な仕頭であり,教師の貸
任でもあるのである｡
① 子どもが入 りやすく,すぐとびこんでいけるような教材｡
⑦ どうしても考えざるをえない切実さのある教材｡
上記① ･② を兼ね備えた教材を用いて ,子どもの学習意欲 ･問題這誤を保ちつつ授薬は行われ
なければならないのではないだろうか｡
そこで,央備町の各小 ･中学校では,三者がうまくかみあった授某をするために各学校で独自
の研究活動を行 っているのである｡社会科に的する研究活軸は,鼓 12-5-1の通 りであるO
表 12-511 く社会科についての研究活動>
学 校 研 究 情 動 課 題
川辺小 本年皮は国語科一本にしげつて研究活動を進めているoしたがって,祉会料助辞につい は冬瓜任による自己研
修 .教材研究によっているO
戯 小 授業研究を中心に据え,練師を招いて全員による全体 いかにして目標
研,低 .中 .応学年別によるグJt,-プ研の形で年間拒鞘
計画の検討,教材研究 ,指専法について資料作りなど研 に迫るかo
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呉妹小 民主教育の内容にかかわる教材研究と指導法について 資料の収集 と効果的な活用o
特に考慮しているoまた,視聴文を通して内容の理解を
一周深めていきたいo
岡田小 o指導計画の作製を実践o
o地域の突博 .子どもの実態に立つ/こ拍専計画の立案o
真備中 地理 .歴史並行学習の実践と問野点の探研と解決につ 地理 .歴史並行学習の能率的効果
このような中で,今年度社会科の研究指定校に拒定きれた薗小学校の実践は注目に値するであ
ろう｡薗小学校ではr児歪が進んで取 り組む社会科学習｣という研究テーマをかかげ,社会科に
体験学習を取り入れている｡そして,各学年ごとの学習内容に応じて児蛮自らが実践を繰 り返す
中で働く広味を学はせようというねらいのもとに実践が行われている0
実践例として,一年生では｢かっこうたんけん｣の単元で,各部屋をグループで訪ね,その後
段ボール紙を使 ってその部屋の模型づくりや探検発表をしている｡また,六年生の歴史の授菜で
は,どんなものであるかはっきりさせるf:めに.はにわや冶唐便船の模型をつくったりしているo
先生方 もこれらの実践に対し,｢体全体を使っての学習Iこ興味を持つ｡｣｢事実を示すことによ
り疑問 ･焚きを感 じさせたり,学習意欲をわか寸 ことができる｡｣などと話しておられる｡体験
学習はその点に姻しては非常にすぼ らしい方法であると思 うが,休験学習のみで社会科の授業を
行 うことは撫理であろう｡なぜなら,先生方の7 ノケ-トの回答にもみられrこように,学年が進
むにつれて鞍雑多岐にわT=る学習内容を十分にこなすには,時間不足であるし,社会科ばかりに
かかっていられないという実状なのである｡
いずれにしても,授業は主体である子どもと客体である教材,媒体である教師の三者が一体と
なってはじめて成 り立つはずのものであるので.教師は主体が子どもにあることを念頭にgtLIき,
子どもの学習意欲をそそり,間屈窟劫をもたせるような教材の柏選 ･授業を行わなければならな
いOしかし,そこには時間不足の問題 .学習内帝の丑の問題 ,まT:,中学校社会科からは受畝科
目として詰め込み暗記になりがらであるという間色等が含まれているのである｡
これらの問題点の中には,その克服が困難なものもあるが,社会科が学習意欲の高まる可能性
を秘めた教科であるとするならば.その可能性に負の方向に働いているこれらの問題点は何らか
の方策により克服していかねばならない性質のものであると思 う｡
(渡辺 奈美子)
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第15章 地域学習の現状 (,｣､5-中5)
一 地域 学 習 の意宅 と研 究 課 題
はじめに,地域とは一股的にどういうものなのか｡｢地域には生活の様々な間超が,総合的 ･構
造的にあらわれているO地域はT:んなる偶人の弘合体ではfl･い｡地域で人々は様々な集団をつ くっ
て班さておr),その集団とL掛朝は挫雑にからみ合い.互いに依存 し合い,矛盾 しあっているO この
日
ような如実の中で人々は生 きているのた｣｡つまり..地域とは人間が社会生宿を営むための場なの
である.｢地域はその住民やj'.どもたらが蛙宿 し.hB崩 し.主人公に/L'る生活空間としての価値を
もら,それゆえに当然のLととして,戯苛的価地色もつ｡けれども,これを題裁対象としてとらえ
ることには,十分に分析しきれld-い勘馳 欄 艶如 ;まつわ りついてい孟)Jのである｡ また,｢地
域の事物はむ雑/JLig連をもら,多様IJ.･規定をうりでFF庄する｡身近r:'からといって,†こやす く謡曲
3)
できる対象では/i-い｣のであるo地域というものを以上のようにとらえるとすれば,それは教材 と
して 卜分な価倍を もちlJがら,同時に教勧化に幽庵を上もISうものといえるのではあるまいかO
そこで畑成学習 ,とりわけ地域教材の もつ慮局というものについて,只術町の先生方に易ねてみ
I:｡ (アノケ- ト調背による)｡人別すると次のようにまとめることができるO
(1) 身近であるから興味を拝らやすい｡ (身utL教材)
(2) 自分の住む畑盛についてEJろことにi:り.現 しみそもち,郷土J;9度する基礎となる｡ (価士
要育成)
(3) 今まで何気なしに1,1ていたものを苗味を持って見たり一携えた()するようにな り,戊々が生
防 している身近/亡所や･TF物で気イかFi-かっ たことが多くあることを再認勃する.(郷土再謡曲)
(4) 地域教材は具体的/L'社会を知るために火打 (社会.4劫の手段)
(5) 自分の身近lJわかJ)やすい現疎を層酢･,Tるこ'tを基域 として,fuiの地域のことが.考えられる｡
(社会現求比僚理解の盛底) ;ir
L6)Jb城というJ:り鋤いている盛等を見つめさせることに道義がある. (労曲 ･/1倍の腐蝕)
いすれ 占地施教材には l分fcLt肺胞があると盛砂与れている.i:うだoT二だその価値とい うものれ
多掛 こ分オEでいるところがおもしろい結果だと患う.
次に.地或は教材化に幽概をともTfうもので&;むとの考えに対 して,ア/ケ- トの縮輿をもとに
考えてみよう.アンケー トによって治摘 Htt:此奴載材を使 うときの囲雌や問題は以 Fのようにな
っていた｡
(i) 資料や地図.年斑,スライドが も.,とはしいd
(2) 手作りのため博樹と金かカかる｡
(3) 畑地軟材でありなが ら ,fかなか見学等ができfいや
(4) せまい地域なので,仮説にあてはまりにくい点がある｡ (商店街の学習liど)0
(5) 教師が地元に住んでいないとわからないことが多かったり,下 しらペが観難｡
このように.血塊教材を使うとさの歯舞や関原を実蕨の先生方から括摘されてみると,地域教材
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には十分な価値があり,子 どもたちの興味 ･幽心をひさやすいものである. といっても手はな しで
膚ぶわけにはいかないことを痛感 しTこO何にもまして激師の教材研究が非常に大変なものであると
思う｡
そこで最後に,地域学習 と教師の教材研究との関連を通して,本節をまとめて終 りにし†こい と思
う｡
地域を具体的に調べた り,考え1こりするには,それにふさわしい社会事象を地域の社会生盾か ら
とり出 してこなければfJらない｡その峻合,単に申実が身近にあるからとか.子どもに追求しやす
いからとして授業の場に持ちこみきえすればよいというものではない｡ しかも対寮となる社会は,
いろいろな条件が複雑に関係 しあっている総合体であるOとすれば,その複雑/i社会をそのまま教
室に持 ちこみ,チビもに挺 ′Jqすることもまた容易では/iいOむしろ不可能であろう｡そこで,教師
J)手によって畔備 きれたかTこちの社会弓享泉を教材として提示することになる｡ もちろんそれは,千
ども自身が自らの手で調査しTこり,考えたりすることによって,授業のねらいに迫っていくのにふ
さわしい内容を備えていなければTJらない｡ ここに,子どもの問題忍熟を誘発 LTこり,解決のTこめ
の思考痛動を活発にするはたらさをもった社会rji蔀をどのように地域社会か らとり出 してくるかが
4)
強 く要求されてくるのである｡
5)
この点について,斎藤国雄氏はt社会野象とり出しの観点"として次のように整車Bされている.
P) 子どものE]博生酒につながりの深い社会Ej;泉であることo単に,近 くにある,子 どもがよく
'j3]っているというだけでな く.人l=Lf]としての間組解決につながる事実をもつものであることo
(1) 教材としてつよい抵抗性のあるもの｡す/iわち,社会事象それ自体に矛盾が含まれているこ
と.子どもの既有の体制とに適当の幅のあることが大切である｡
(9) 単純なむすびつきの安東から成 り立 っているものから選択を先にし,学習の深まりに応 じて
次第に複雑/S葬式を含んlfものへ,選び出しの基準を発展的にとらえること｡
国 抽象的fiものは避け,できるだけ具体的/iもの,粗野!的liものを見させる｡特に.授業の導
入部で取り上げるものについては,質的に学習の最終場面までむすびつくような事象であるこ
とが大切であるO
脚 一時間もしくは授業のひとまとまりで取 り出す社会中泉は,子どもの追求の複数的退居に対
応させて用意すべきであるO しかし,鬼については十分吟味 し,多すぎ机 ､ようにする.
Ctl) 躍'ftの時f凱 方法は,子どもの思考体制の把握や追求過程の予測をあわせて指導過樫に位直
づける｡つまり,授業でねらっているものiこ｢向が｣ ｢最も結びついているか｣を明確に し,
構造的に組織することが大切であるO
囲 子どもの理解度度,興味や関心の度合を十分ふまえ,スペアも用意すべきである｡まTこ,舵
習円等の利用と幽連-の配慮 も忘れては(_i･らないQ
大きな教育的価値をもつ地域学習 も,以上のような･教師の多大な教材研究があってこそ,その効
果が十分に発揮 されるものと患 う｡
註
L) 渋谷,忠昭 ｢拙いきからの目｣ (地歴杜)
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2) 小嶋脇道 ｢地域にねぎす教育実践と社会科学的認誠の形成｣ (『教育 』393,394)
3) 前掲 2)
4) 斎藤国雄 ･桜井附 I~人びとのii:Lと地域社会｣ (国土社)
5ノ 前掲 4) (高 野 清 之)
二 地域教材の実態
他線致材の実闇はどうかということについて,具備町円の小 ･中学校の児童 ･生徒と教師のそれ
ぞれの側からアンケートをもとに探っていくことにする｡その際 ,教材に焦点を当てて行う｡
小学佼 ･中学校に於ける地域教材の尖懐は一体どうri-っているのかO ｢舜備町のことを調べた｣
｢娼備町についての話を畑いたことがある｣との垣l苔は,アンケート①,② ,③の表のようにlfっ
f:O
まず,アンケート①の表の′｣＼学校の額合, ｢良船町のことを調べた｣という回答は,学校別で見
た場合,各学校で多少差が見受けられ,lll退小,肺ul小は5 0車を切っているが,その他の小学校
は, ｢誹8べた｣という万が多く,また白磁町全小学校でも｢調べた｣ という割合が 52.5多と5割
を越えている｡弓削こ,学年別で見T=時 も｢調べた｣という回答は, 3- 6年まで全て5割を上回っ
ている｡
それでは一体どU)よう/eL'ことを調べたのかO地底致村としてどのよう/Jものが上げられているか
を分類 してまとめたものが アンケート(むの盤である｡ 3年と4年では副読本『顛備町のすがた』を
使用 しているため,その関連がうかがわれる.参考 として『出願町のすが[=』の円容を招けJこ｡ 3
年で回答が多かったものは, ｢土jtBの様子｣ ｢工船で働いている人数｣ ｢弟僻町の大きさや名前｣
｢お父さん,お母さんの仕蛸｣である｡このrFlで ｢お父さん,お付きんの仕苛調べ｣というのは2
年の時の印象が強いものとも思われる｡その他はr兵術町のすがた』と関わったものと考察される｡
則ち,r与期首町のすがf｣ の3年の円容は｣弗備町のあらまし,臼貞船町の人々のしこと,E)iti備
町の うつりかわり,と大きく3つに分けられるが.Hに入るものとして ｢地域円のこと｣｢貯水池｣
｢土地の様子｣ ｢高梁川｣ ｢鳩の名前｣が含まれる.E)には ｢工場で働いている人の敬｣ ｢ヤクル
ト工場｣,E)は ｢20年肋と今との移り変わり｣がそれぞれ含まれるものと考察されるO『兵備町
a)すがた』の4年の円零は,Hi-1備町の人々のくらしを守る,口良備町の人々の願いをかなえる,
と分けられるが更に,日 として弟備町の文化財.と3つに分けられるとして子どもの調べた地域教
材を見ると,Hには ｢焼却場の見学｣｢水冒｣｢消防 ･火rB｣が,｢史雛｣はE)にそれぞれF弟備
町のすがT:』の4年用に含まれている｡アンケートの r東洋昭子工脇の見学｣｢店｣ ｢町の様子,
学校の閏り｣ははっきり『貞備町のすがた』lこはとりとげられていli-いが.3年oXjとHにそれぞ
れ含まれるものと思われる｡『貞備町のすがた.‖こはとり上げられているが,子どものアンケ-卜
には現れていない ものは3年では,H の ｢fl肺町のあらまし｣の中の ｢岡山県の地図を見て｣で員
備町の位隈や気候や県道など他部的T,L'もの,飽いている人数はアンケー トに上げられているのだが
それらの人の結びつき,また ｢工敏で働く人｣Iこついては上げられているが ｢J出家のしこと｣につ
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いては-I-どものアンケートからはうかがわれ/Jかった｡同様に,4年でIiHの ｢央備町の人々のく
らしを守る｣の中で ｢上水虚｣について調べたという回答はrJかった｡次に,5年と6年のアノケ
ートを見ると,新しいものとして6年で ｢吉備瑞鵬 (乱 吉tirT寺)｣愉 田大塚の見学｣ ｢竹のこ
表 t312-1 児屯生徒の.調香宿由比l)学校別,艶女別
7ン7-ト(i) 社会科の便票の中で何か一つでも自分で或いは7.ルーブで托船町のことを謁
へまLTこか｡ (小学校 3- 6年)O･-･調べた
×････調べていない
学推 甲子 女子 計 i
岡 田 ⊂) 102 101 203 52,6× 78 85 16 4 .2
全生徒数 386
川 辺 (⊃ 48 42 90 36ー0× 2 5 4 7.6
全生徒数 250
二 万 ○ 73 77 150 59ー8× 48 45 93 37.1
全生徒数 251
只 妹 O 52 65 lー 7 65.7)く 29 24 53 298
全生砿数 178
# 0 104 110 214 64.5× 45 Ll6 91 274
全生徒数 332
括 田 (⊃ 93 96 189 43.2×, 12 loョ 226 517
全生徒赦 437
Lil. 0 472 491 963 52_5× 365 355 720 39.3
表 13-2-2 度弟におけるrJ唱道生徒の.渦度活き触2)学年別.男女別
注 l.川辺小 3年凶苔なし
荘 2 別ま全生徒敷くこ対す
る割合
無回答も含む
任 3. L980咋 5月′HLi在
学年 3年 4年 5年 6年
i) 128 121 252 48.9 14(, J37 281 62.9 日2 lO5 217 47.a 89 103 l92 45.9
× 77 83 160 31,I 80 80 160 35ー8 lO2 108 210 46_3 96 OI 187 44.7
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かんづめ工場｣｢役場.郵便局｣｢特産物｣｢万言｣が入っている｡これを見ると｢吉備具備｣
｢箭til大塚｣については6年での歴史学習が大きく影響しているのではないかと考鼓される｡また
回答の中に 3- 5年の時に調べたというものが多少見 られた.ま†こ6年のアンケートを見ると他の
学年では学級別に ｢調べた｣とか ｢凋ペていない｣といったことが鎖菅であり,訊べたものも片寄
っているが6年は学級によらず子ども個々がいろいろなことを謂･くミており活動 ･調査が活発である
ことが受けとられる｡いろいろ地域教材を収り上りていたが,その中でも｢吉備真備｣と｢前田大
塚｣について湘べたものが多かったO
衷 13-213 児塵の湘億円零
アンケート④ アンケートゆで0脅つけf=人はどのようなことを調べましたか.(小学校)
3年 4年 5年 6年
土地の様子 (川.眉. 焼却場の見学 柘梁川 吉備轟傭(益,吉備寺)
山,田Jhd)工虫で働いている人の敢おとうさん おかあさ 宋拝唱子工場見学 男前町の移り変わり 前 田大塚の見学
町の様子,学校の周 工場で飽いている人 竹のこかんづめ工場
り店水等史疏 の敬 一t 飽く人の様子
Iんの仕番 魚屋,消防署,役場,
地区円 (近所 も)20年前と今とのうつり 郵便局小田川,高梁川
変わり 消防 .火中l 井備町の大きさ,人口,
以上,小学校 3- 6年まで地域教材について見てきたのであるが,もとになっているものに ｢il
備町のすがた｣が大きく占めでいるように見受けられた｡
参考 ｢頁勝町のすがた｣の内容
3年
- iI僻町のあらまし
H校区の絵地図づくり
E3舜僻町の地図を見て
E)岡山県の地図を見て
二 兵術町の人々のしごと
H Lrと調-
E)つくりだすLCと
日 ものを売るしごと
4年
一一 束備町の人々のくらしを守る
H毎日のくらしを守る
(∃さい首からくらしを守る
三 d備町の人々のねがいをかなえる
H町づくり
口わT=したちのき上う土を淵く
兵術町の文化財
H打田の大塚
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三 兵術町のうつ りかわ り
ぐう学校のうつ りかわり
∈)学区の うつりかわ り
E)交血のうつりかわり
約1Et菜の うつりかわ り
C5)くらしのうつ りかわ り
内 これか らの町づ くり
日吉傭兵僻と吉備様
日豊(港)応寺宝 き1うED塔
印税掛城祉
6)川辺の曙
関岡田瀦虻
真備町の うつりかわ り
次に.中学校に於いて地域教材はどうかということに目を向けてみるO ｢兵備町についての話を
riBL､たことがある｣のは主 に 2年以上で. ｢央備町について調べたことがある｣のは特に2年が多
かったo (表 13- 2- 4,表 13- 2- 5参府 )
それでは,どのようなことを聞いた り調-た りしたのか｡ その結果をまとめたものが アノケー ト
⑤の表であるO ｢主等備町についてどのような話を閃いたことがあるか｣ という質問に対 しては 1年
では, ｢吉備il僻｣ ｢臼備町の地形 ･気候｣ ｢箭EEl大塚｣のことについて調-たということが多 く,
その他に ｢旧県道を人名行列が通った｣｢宿協が県道削 ､にあった｣ ｢竹の子村について｣｢fi備
町の変遷 ･名の由来｣ ｢風の向 き｣ ｢小川のでき万｣が上げ られている｡ただ歴史的なものばか り
表 13-2-4 授業における生徒への知名度
アンケー ト② 中学校の社会科で白僻町についての話を聞いたことがありますか｡
ubt備中学校)○--ある ×････ない
年 1年 2年 3年 響
男 衣 計 S 罪 女 計 % 男 女 計 飾 全点
○ 42 45 87 26.0 97 87 184 65,2 101 88 189 66.3 0
× 114 116 230 68.9 49 41 90 31.9 35 51 86 30.2 4
衷 13-2- 5 生徒の調査活必
アンケー ト③ 貞備町について何か--)で も自分で或 いはグループで調べたことがあ ります
か｡
(真備中学校)○--ある ×--ない
y年 1年 2年 3年 蕃
罪 女 計 i 男 衣 計 % 男 衣 計 飾 全員
○ 60 45 105 31.4 93 96 189 67.0 34 44 78 27.4 0
× 85 93 178 53.3 47 29 76 27,0 92 931185 64.9 4
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でTd.Pく地理的なものも含まれている｡ 2年では,｢吉備馬備｣と ｢節田大塚｣ ｢古墳｣について聞
いたことがあるというのが圧倒的に多 く,｢此懸 ･人口｣がそれらに次いで多いoその他 2年では
歴史を学習するためか.吉備斑備に加え.｢貞備町にあるいろいろな史餌 (宝き上う印塔 ･水準点
･抜掛山 ･脇本陣)｣も上げていた｡ 3年をこ於いても｢吉備虫偏｣ と ｢古墳｣(こついてが多く,吹
いで ｢弟備町の歴史｣｢店｣ ｢神社｣ ｢土地利用｣ ｢戯農｣ ｢苗梁川の洪水｣ ｢竹の子村｣｢博 産
物｣となっている｡また少数であるが ｢岡田津について｣ ｢岡田感と堤防｣というものも見 られたO
表 13-2-6 生徒の調査円答
7ンケート⑤ アノケー ト②,③でどのようなことを牌いたり調べたのですかO (中早佼)
1年 2年 3年
聞 吉備兵備 吉備轟備 吉備炎髄
二万塚 EL備町 し地形.人Ll,晋のこ fi備町 (地形,人口,昔の
吉備町 (気候,地形 ,人口, と.特産物 ,位置, こと,土地利用 ,
苗のこと,名の由来. 産兼) 名の由来 ,農薬,
しヽ 特産物,E3菜,工業) 古墳 特産物 ,交通)
親宮古墳 常田大塚 古墳
た 前田大塚 士鞍が出てきたこと,銅はこ 竹の子村
こ 土器が出てきT=こと 竹の子村 吉備寺
竹の子村 宝 きよう印港 穴山神社
と 旧脚二道について 猿射山 岡田溝
脇本障 店 】
供水について,野外活動 高梁川と姫防旧山脇道
朗 吉備i7偏 吉 備窺僻 吉備真備
殺備町 (人口,文化,人口密 昇僻町 (人口.文化財,歴史,曳備町 (地形,人口,特産
皮,歴史,地形.役 邸政教,盛業,大 き 初 ,事故.出荷,
也 .建物,名前,事 さ.起案,地形,交 橋 ,移 り変わ り,
件 .大 きさ,特産物, 瓜 .J{スの利用,袋 讐察署 ,用水路 ,
〈こ 気候,出身者,交通, 港.気候,役場,公 歴史,文化,史鮫,
戯家 ,工場,警察, 習一出荷) 良薬 )
た 漁協) 竹の子村 古墳
こ 貯水タンク, 竹の子村 陥本陣 寺,国分寺
給食セ/クー,宝 きよう印塔 古墳 竹の子村
と 金剛寺跡 -万石のこと 大塚 臨本陣
堅穴式住居 神社 .香 小学校の歴史
里頗 小学校の歴史 ゴミ焼場
次の質問の ｢i'i備町のことについてどのようなことを調べたのか｣ということに対 して1年で多
いものに ｢吉備輿備｣ ｢古墳｣ ｢.5'主備町の地軌 人口.大きさ｣ ｢神社や等｣ ｢井備町の移 り変わ
り｣が上げられ,その他に ｢炎備町にある岱からの建物｣ ｢虫偏町で起きた出来串｣｢貯水タノク｣
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｢戯作物｣｢役場JL)仕か｣ といったことを詞ペている｡ 2年で圧倒的に多いものが｢真備町の人口｣
についてであり,願菜別,男女別,年鵬別,地区別に調べているOその他少数だが ｢′ヾスの利用者
数｣｢更地1,_I:｣｢税金｣｢事故数｣｢出産 ･死亡の割合｣といったものがあり,地域 (具備町)に
対する研究が盛んであることがうかがわれる｡ 3年に於いても｢兵備町の人口.地形,史臥 文化,
特産物｣を調べたという回答が得 られ,新 しいものとして ｢警察署｣｢小学校の発展｣｢布梁川の
渡し舟｣についてということも上げられている｡
このように中学校に於ける地域教材を見てきたが,子どもが州いたり調べたりしTこものは.中学
校で学習 したものであることはもちろんだが,小学校での学習も彫埠 しているのではないかとうか
がわれる0時に3･4年の噂使用する『戻僻町のすがた』の中にある地域教材を中学校の生徒のア
ンケ-トの中に多く見ることができるO (貯水池.里感,竹のf･村,重きょう印塔,協本陣,密備
u僻,人傑,占堺/Jど)軌 こ,同じ調べた円零でも小学校よりも中学校の方が,例えば ｢央鵬町｣
についてみれば小学佼のアンケー トで出ているものよりも中学校の万が多方面にわたって調べてい
ることがわかる｡
今度は教師の側から地域教材の実憶を展望 していくことにする.｢昨年 (1979年度)どのよ
うな地域農村を使用されましたか｡｣ということIこ対 して,｢L:L僻町のすがた｡自作スライドを使用
(1年 ･3年)｣,『わT=Lfこらの町』ということで水厄,ごみを,『災軍と地域の開発 』では 川
辺腐.焼却場を使用 いl年)｣,｢ごみ公冨 (5年)｣,rX和時代で吉備蕪備を使用 (6年)｣,｢律
令政治の世の中 ｢地膚硬と大平文化｣で吉備tl僻を使用 (中学校)｣ という回答が得られた｡また,
｢不足 している地域教材.地域教材を使 う時の幽難は有りませんか｡｣ということでは,ほとんど
衷 13-2-7
アンケート(釦 副読本 ｢実備町のすがT=｣と厳科-lJとを,どのように関係づけておられます
かo (教師)小3,4年 (む⑧同じ
1. 教科掛 こ霞き
教科晋の単元に沿って行うO
教科店で学習の流れやねらい,まとめを7Jlる0
2.刷読本に重き
｢虫偏町のすがた｣を恥山こ進め教科軌 まほとんど使用せず,または時々読む腐皮｡
｢1‡節町のすがた｣を巾心に教科∫Fは発嘘的に,サブ的に使用｡
｢出厳町のすが1こ｣を中心に戯料.fIで絵地図.地図記号を教えたり,岡山県や国全休
の学習の際教科IF使JT]｡
3 教科忍と削配本と共に
教科古でやり方を学び副衣本で実践｡
教科苗の問題を舶耽本で行 う｡
教科番で間僅作りをして利敵本で問題を解決していく0
4 どちらも退きをおかない｡
関係づけていない｡自分の計画に基づいて行 う,自主教材中心O
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衷 13- 2- 8
アンケー ト⑦ ｢六備町のすがた｣などのJ:うにお考えですかo
il. 参考賢村として大変相に立つ,身近な与良か出ておりわか l)やすい.
2. グラフや文串 ,円容が攻普され使いやすく意味のあるものになっている.
3. fどもたちにとって地域 と関連づけて学習させていくとい う点で大切であるo
4. 町の全体像はつかめるが.そこに住んでいる人の具体的Tiくらしがないo
袈 13-2- 9
アンケ- ト⑧ ｢虫偏町のすがT:｣を使用する場合の困難はありますか｡
1.別になし
2L 地域(出僻町)に詳 しくないので説明ができlこくいo教材研究が必要O
3, ある単元を深めようとするとfE科不足になるo
もう少し資料があればよいo
の回答か ｢手作りのための時間と'代用がかかるB｣ ,｢昔から地元に住んでいないとわからないこと
が多く凶る.｣,｢地域教材でありながらなかなか転学できないO｣,｢下調べが困難O｣,｢写舜 ･
スライド,大縮尺の地形図,土地,地図等が もっとは しい.｣ というようなことであり,小学校 ･
中学校の教師共に同じ幽難を儲 じていることが理解される｡
それでは,『fi備町のすがた』については教科1.5とどのように的係づけており,どう考えている
か｡使用の凶難はないU)か. これらの回答をまとめTこものが菱131217,表13-2-8,菱13-2-9で
ある｡糞13-2-7は,4つに分類しているが,この中では,｢副読本 r茶席町のすがたEIで実践｣
表 13- 2- I0
7ンケ- ト⑨ 社会科fp:A.ける地成 し舟附町)教材には,どのような意義があるとお思いで
すか｡
自分の生まれ育った土地を埋肝するのに稚立つ｡
子どもがとりつきやすい｡
自分たちの住んでいる地域に関心を持ち,まTニ今後の国土-の関心tこつなげる｡
地域の人たちの_工夫や努J]のあとを実隈に見拙さ出来ることO
現在の自分たちのくらしについて考えることが出来る｡
地域を正 しく理解 させ,生活改笹に転びつける｡
身近な教材で学習できる｡
歴史的,地理的に有名lJ.-野乗専有する地域であるから,これらの伝統を学ぶことは
非常に有意義である｡
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｢別配本が中心｣ という回答が多 く, ｢与L真備町のすがた｣は大いに活用されていることがわかった｡
しかし-E,アンケー ト⑦(表】312-8)の軒 にもあるように,このFf!備町のすがたJに対する厳 しいコメン
トもあり,副訳本に対しての要求が強い.困難 ということに関しては, ｢こらる事項を深めると質料
不足 となる｣ とあるように更に詳 しい円容を求めている｡だが, 3年用と4年用に分け られ単元別
に編集 されたので以前よりは良 くなったとい う芯兄 もあり.改善が為 されていることを示 している｡
最後に ｢このような地域教材には果 してどのような意義があるか｡｣とい うことを回答から求め
ると表 】3- 2- 10にまとめられこれにより.地域教材の意義は十分にあると考察される｡
(松谷 行洋)
三 地 域 教 材 へ の学 習意欲
具備町円の小 ･中学校の児童 ･生徒の地域教材への学習意欲について,アンケー トの砧架をもと
に考察する｡
まず,小学校の学年別に児塵の地域教材への学習芯欲について,アンケートを統計的にみてみる
と, 3年生では71多の児戯が,社会科で弟僻町のことを勉強 しているとき ｢たいへんたのしかっ
た｣あるいは ｢T:のしか った｣ と感じているQまた,別琉本の ｢顛;備町のすがた｣についてもノ60
多の児IT_'が ｢おもしろい｣あるいは ｢わか りやすい｣ と感じている｡そうした理由として考え られ
るのは, 3年生ではどの学校 ･学位にも共通していることだが,地域学習のために特に見学が行わ
れていることだ｡また,地域について調べる方法 として ｢夷備町のすがた｣を利用 している学校 ･
学蚊が多いこともあげられる｡ このように, 3年生では地域教材への学習意欲は高いと言える｡だ
が, ｢お椀町C)すがた｣を rお もしろくない｣あるいは ｢わかりにくい｣ と感じている児塵が ,3
年生全体の約 】刊いることを見逃 してはならないであろう｡
4年生では, 6 8帝の児塵が白僻町についての勉強を ｢たいへんたのしかった｣あるいは ｢たの
しかった｣と感 じている｡また, ｢i‡備町のすがた｣についても, 63多の児塵が ｢おもしろい｣
あるいは ｢わか りやすい｣ と感 じている｡そうした理由として考 えられるのは,まず題材が身近で
親 しみやすく,間組点などをgJ実に受け とめやすい ということが言えるであろう｡また,社会科が
好きな珊由の中で2番l∃に多い見学が,行なわれていることもあげられるであろう｡
5年牛では,64多の児塵が虫b'ut町についての触感を ｢たいへんたのしかった｣あるいは ｢たの
しかった｣と感じている｡また, ｢蛋i備I町のすがた｣についても77秀の児壷が, ｢おもしろい｣
あるいは ｢わか りやすい｣と感 じている｡
6年年では, 57秀の児童が其備町についての勉強を ｢たいへんたのしかった｣あるいは ｢T:の
しかった｣ と感じているO また, ｢瓜備町のすがT:｣についても56多の児童が ｢お もしろい｣あ
るいは ｢わか りやすい｣と感 じている｡ (表 】,2参照)
｢典僻町のすがた｣は, 3･4年生用の副配本として作られた ものであり,これ らのアンケ- ト
-の回答は,現任の5･6年生が 3 I4年生のときの楓除くこついての感,tifIが中心だと思われるが,
5年/i以降においても具備町について調べる腐合, ｢i‡備町のすがた｣を利用することもあるので
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はないかと考えられる｡
男女別に地域教材への学習意欲の差を比較してみると,社会科で央備町のことを勉鶴 していると
き,｢たいへんたのしかった｣あるいは ｢たのしかった｣と感じた割合は,男子 69帝,女子 64
帝である｡また,｢具備町のすがた｣を ｢おもしろい｣あるいは ｢わかりやすい｣と感じr:割合は,
碍子65解,女子62帝であるQ このようにみると,男子の万がややまきっているが,男女の間に
はあまり差がないと言えるだろう｡
小学校の児盛の ｢兵術町のすがT=｣lこついての鳩層を分析 してみる｡｢舜備町のすがた｣につい
て. ｢おもしろい｣と感じた児巌は全体の27年. ｢わかりやすい｣と感じた児竜は全体の35車
である｡学年別にみると3年生では,｢おもしろい｣が 32多,｢わかりやすい｣が 29飾, 4年
坐では,｢おもしろい｣が 2 5帝,｢わかりやすい｣が 38飾, 5年生では ｢おもしろい｣が 30
多,｢わかりやすい｣が38飾,6年生では.｢おもしろい｣が 22飾,｢わかりやすい｣が 34
弟であるo男女別にみると.｢おもしろい｣が労子32飾,女子24番,｢わかりやすい｣が男子
33飾,女子38帝であるo男女の感想を学年別にみると 3年生では,｢おもしろい｣が男子 33
節,女子 30弟,｢わかりやすい｣が用手 28年,女子30番, 4年生では,｢おもしろい｣が男
If27多,女f-23飾,｢わかりやすい｣が男子37秀,女子 40飾,5年生では,｢おもしろい｣
が男子4 0帝,女f･2 9多,｢わかりやすい｣が男子 38承,女子4 1帝.6年生では. ｢おもし
ろい｣が男子28番,衣+ 15年,｢わかりやすい｣が男子 30帝,女子 38帝であるD (グラフ
1,2参照)
｢真備町のすがた｣についての感想
グラフl 学年別 グラフ2 男女別
全 3
体
4 5 6 (学年) 3 4 5 6 (学年)
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以上のことから考察 してみると,3年生では,｢兵備町のすがf=｣を ｢おもしろい｣と感じてい
ると同様に｢わかりやすい｣とも感じている｡だが4･5･6年生では, ｢おもしろい｣と感じて
いる児童よりも, ｢わか りやすい｣と感 じている児童の方が多いo中でも特に 4･5･6年生の女
子にその傾向が強い｡ 3年/_tでは. ｢兵備町のすがた｣をlE観的にみておもしろくてわかりやすい
と感 じているのに対し, 4 ･5 ･6年では円背を蚕祝して,学習する上でわか りやすい教材だと感
じているのではないかoまた,高学年では,和的円容が増えてくるからではないだろうか｡ 6年生
の女11にはその帆Lrdが強いとIBわれる｡
小学校の児童全体の学習意欲についてアンケー トを統計的にみてみると,只備町のことを勉強 し
ているとき, ｢たいへんたのしかった｣あるいは ｢たの しかった｣と感 じた児盛は6 5多を占め,
逆に ｢あまりたの しくなか った｣あるいは rまったくたの しくTiかった｣と感じた児塵は 7車で,
ほとんどの児輩が地成学習を楽 しいと感じていたといえそうだ｡また, ｢巣備町のすかた｣につい
ても, ｢おもしろく/i･い｣あるいは ｢わか りにくい｣と感じた児童が9多に対 し, ｢おもしろい｣
あるいは ｢わかりやすい｣ と感じた児童は64番と圧倒的に多い｡
そうした理由として考えられるのは,｢i'呈備町のすがた｣の円答で問題点などを受けとめやすい
ということか[-iえるであろうO自分の住んでいる地域のことなので興味を持ちやすいのであろう｡
以上のことより,小学校では児並の地域教材への学習応欲は強 く.また地域教材は児童の興味を
ひく教材と考えてもよいのではなかろうか｡
次に,小学校の教師の側からみた地域教材を使って学習している時の児塵の反応についてアンケ
ー トを統計的にみると, ｢たい-ん関心を示す｣あるいは ｢まあまあ関心を示す｣と答えた教師は
44人 (アンケー ト解答者数)中 36人もいた｡また,｢出備町のすがた｣については,｢読んで
調べるとか見学調査のまとめに使 う｡また写共やグラフをみて話 し合うことが多いO｣｢身近な写共
が出ているのでわかりやすい.｣ と感 じている教師がいる反面, ｢資料がもう少しほしい｡｣｢施
設やしくみについての説明が少 し足 らない点があるC｣ と感じている教師 も多い｡このように教師
側か らみれば,児掛 ま地域教材に関心を示すが, ｢兵術町のすがた｣については,｢グラフや文革
･円答が改選され,使いやすく意味あるもの｣にならなければならないと感じている教師が多いO
虫偏中学校の生徒の地域教材-の学習意欲についてアンケートを統計的にみると,BL備町につい
ての話を聞いたことがある生徒の削合は1年生 27多,2年生 67飾, 3年生 69多で1年生の割
合の低さが目につく｡また員備町について.話をut]いたことがある生徒の中で, ｢たいへん楽 しかっ
た｣あるいは ｢楽 しかった｣と感じた生徒の割合は1年生 45%, 2年生 34多, 3年生 32飾,
｢fこい-んわかりやすかった｣あるいは ｢わかりやすかった｣と感じた生徒の割合は1年生 3 】多,
2年生 18多,3年生 25多で,どの学年も割合が低い｡また異備町についての題を聞いた生徒の
中で ｢ふつう｣と感じ′こ生徒の割合は1年生 48飾,2年生 58多, 3itifト52%, ｢楽 しくなか
った｣あるいは ｢まったく楽しくなかった｣と感じた生徒の割合は1年EE12多, 2年生 8多,3
年生 17秀であるo (表 3,4, 5参照)
以上のことか ら,生徒の地成教材への学習忘欲について結諭を出すことはできないか,中学校社
会科の円容との関係でみた場合,生徒にとって地域教材は,低い地位でしかないのではないか｡
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次に,員備中の教師の側からみた地域政材 を使って学習 している時の生徒の反応についてアンケ
ー トを統計的にみると,｢たいへん関心を示す｣と答 えた教師は 5人 (アンケー ト解答音数)中 3
人であった｡
この結果か ら教師側か らみた生徒の学習意欲について述べ ることはできないが,中学校では地域
学習中心の授業は l年生の ｢身近かな地域の詞奄｣,また畑成教材を利用 した単元 も1年生の歴史
｢通商便と天平文化｣の中で吉備共備について調べたことだけ というように,中学校社会科の円等
の中で利用できる雌成教材が少ないので,塵肺皿で生徒の学習蒜欲を把轟するのが困難だと思われ
る｡
以上のように,斑僻中学校における生徒の地域厳秘への学習意欲は,小学校 と比べて低 く,また
生徒の興味 もひいていないと言えるQ
表 13- 3- 3
中学校の社会科で,fi備町についての話を軌 ､たことがあ りますか｡ (ある○ ない×)
】 2 3 響
男 t女 計 歩 男 女 計 飾 男 女 計 多 全員
○ 42 45 87 (27.4) 97 87 184 (67.2) 101 88 189 (68.7) 0
× 114 116 230 (72.6) 49 Al 90 (32.8) 35 51 86 (31.3) 4
表 13- 3- 4 具備町についての話は楽しかったですか｡
◎たいへん楽 しか った ○楽 しかった △ふつ う ×楽 しくなか った 水 ま った
く楽 しくなかった
1 2 3
男 衣 計 飾 盟 女 計 多 男 女 計 多◎13 5 18 (21) 17 12 29 (15) 13 6 19 し10)
○ 9 12 21 (24) 19 16 35 0 9) 28 16 44 (22)
△ 17 25 42 (48) 58 52 110 (58) 46 58 104 (52)
× 4 2 6 (7) 6 4 10 (5) ll 15 26 (13)
表 13- 3- 5 虫偏町についての話はわか りやすかったですか｡
◎たいへんわか りやすかった｡ ○わか りやすか った △ふつ う ×わか りに くか
った 米 まったくわか らなかった
1 つ 3
男 女 計 % 罪 女 計 飾 罪 衣 計 飾
◎ 7 2 9 (10) 8 6 14 (7) 6 6 ユ2 (6ノ0ユ0 9 19 (21) 10 ll 21 (ll ) 17 19 36 (19)
× 3 4 7 (8) 8 ■t 12 (6) 5 7 12 (6)
(小凪 拾)
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四 地域 学 習の方i去
本筋では,アンケート調査の結果や現場の先生がたから直楼伺った話などをもとにして,瓜偏町
における地域学習の方法について見て行きたい｡
(1) 教材とその取 り扱い
それにはまずどのようなものが教材 として取 りあげられているかを明らかにしておいた方が良い
だろう｡次に示す東は ｢昨年度,地域に関する学習でどういう自主学習をさせまLT=か｣, ｢昨年
皮,見学をさせましたか,見学先をおtiFき下さい｣ という二つの問いに対する,前年皮に小学校 3
年から中学校 3年迄のうち何れかの学年を担任された先生がTこの解答をまとめたものである｡
自 主 宿 勧 見 学
小 3 ○ 地域の地図 ○ 学区を歩く,校区の様子
○ 交通-D調べ ○ 反古LLlから眺める,只備町の様子
自分 家から学校迄の地図 スーパー .マーケット,ショッピング
○ 町のくらしと商店の働き(買い物調べ, センター
品物の仕入先調べ) ○ 工場 (東洋昭子,スワロー商申)
小 4 ○ 用水路 ○ 児島挟水湖
○ 通学路 ○ 岡山飛行場
○ プール公共施設働 く人々 (商店,職菜調べ)くらし (父兄から尋ねて釆 させる) ○ ゴミ収柴所 .処理場
小 6
中 1 ○ 身近な地域の調査 (夏休みの戚虚) ○ 50分で帰投できる町円
これを見ても,削就本 ｢只備町のすがた｣の円胃と通じているものが多 く,小学校3･4年に於
て ｢共備町のすがた｣がよく利用されているのがわかる｡
この副訳本 ｢兵錦町のすがT=｣の扱い万としては,多くの先生がたが教科許よりも主として扱っ
ておられるようだが,同じ副訳本中心といっても｢教科街でやり方,学び方をつかみ,副訳本で実
践｣ というパターンと ｢教科僻は発巌的な場面や補足的な場面で使用する｣というパターン,すな
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わら教科坊を避歴瑚孫の定弟のT:めに使用するというqJ.と,地域学習で得た晩念の一般化のために
使用するという壁Jとの,二つの対照的な扱い万々見出すことができる｡
(2) 学習の形態
先の衷からも明 らか/Jように,地域の学習が王とTiる小学校の 3年 ･4年では自主学習および見
学の種類が他の学年lこくらペて遥かに多い｡こうLT=ものの対束が近く(こあり,児童にとってもそ
ういった資料を収集することが比駿的容易であるとともlこ,雌域学習でない場合とは一味遡った応
戒を持たせることができるのではなかろうかo断種お話を伺っ1:成る先生の言額を借 りるならば,
｢自分の関越を持って,自分で質料を輿め,自分の考えを持つ｣ という風にして聞題解決能力を費
うよーうな学習をするのに地域教材が有刺であり,またアンケー トの結果から見て,地域の学習でそ
のような方向が即日されているようである｡
次に村本的な教材の扱い力~として,或る人物や.その人物の某掛などを物語的に使用する,とい
うことがあげられる｡
il備町の有名な歴史上の人物というと向といっても吉備兵船であるが,或る先生はその扱い万と
して ｢伝記的ILものから史実に即さぬことなどを梓正する｣ ということをあげ,更に ｢たた',吉備
舜鵬ばかりでは時代背蛍がつかみにくい,それをどう克服すればよいかが間･題｣であると話 してお
られた｡
まT:吉傭兵備以外にも上煩用水を築いた人物と.用水ができる前の様子,できる前の苦労,完成
後の便利さ,などを取り上げる方法,成るいは歴史のプロローグとして前田大塚を収 りあげる方法
など,応接お目にかかっTこ先生がたのお話から,歴史的な感材がTLJいぶ利用されていることがうか
がわれた｡
その他学習の形闇としては,｢成る班がわからrLくても,Lti･後には全員がわかることができる｡｣
というように,グルーープ即位での学習の有勤性を裁 く先生もいらっしゃった｡
(3) 学習のまとめ
原票でやっTこことをより一層深めるため.先生がたが学習のまとめとしてやっておられることを
伺った品の中から収 り出してみると次の通りである｡
○ 作文をむかせる｡
○ 絵を描かせる｡
O ｢ゆとりの時間｣等で関連した他を｡
○ 焼物を焼いて展示する｡
(4) 地域学習の困難性
最後に雌域学習を進めて行く上で困難な点を先生がTこの雷嘆から見てみT=い｡
アンケー ト湘杏の中の ｢地域教材を使うときの困概があればお古き下きい｣という問いに対 して
何人かの先生がT:が rF珂集群'が大変なこと｣をか すておられる.また ｢'『fi僻町のすがT=』を使
用する脇合OL)困難があJ)ますか･- ｣ という聞いに対 しても ｢潔めようとすると氏料が不足Iui'る｣
という解答が見 られ,更に虚接先生がたからお昂を伺ってみて,資料始めの困難さがよくわかったO
例えば.或る先生は ｢資料の円の半分くらいは自分で作成 した｣とおっしゃっていたし,まTr別
-177-
の先生は土地の名人か ら話を聞いて録音 したり,公民館の資料館にある物を写真に掘 ってスライド
にするなどの資料収袋の具体例をあげながら,そういったものを得ようとする努力の大切さを強調
しておられた｡
全国的な資料であれば,適当な出版物があっTこりするのか,地域のことについて詳 しいこととな
ると,かえって十分な資村をそういったものか ら縛ることが難 しくなって しまい,必要な資料を自
分で作り上げねばならないようになって しまうのであろうO
地域学習は,先生が1=のこうLT:努力や工夫によって成 りTT.っている｡
(三宅 昭宏)
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第14章 ｢民主｣｢平和｣｢ー公害｣｢環境｣学習の現状
一 民 主 教 育
｣ l
(I) 指導計画
民主教育についての年間指導計画が作られていることがわかっ1このは,兵備町円の6つの小学校.
のうら.薗小学校,川辺小学佼,貝妹′ト学校,そして井備中学校の4校である｡ (岡田,二万.柿
田小学校では佃きとり調査ができなかったので相称計画が作られているかどうか確認でさなかっlL,)
この4校の巾で段 も佳日きれるのは央備中学校の ｢民主教育指再計画｣である｡
il備中には学区内に部落が存在するTこめに2人の民主教育主事がいる｡ この2人を中心に佼円組
織として,民主教育委員会がつくられ,そこで,年間民主教育指再計画が1:てられているわけであ
る｡
そして指再計画の中には,民主教育の目鼠 基本方針,教材,指導目倭,時間数,とr)あける碩
成などが具体的に密かれている｡また,PTAの民主教育の研掛 こついて計画の中に組み込まrして
いることも特徴である｡
その円容は,PTA民主教育を第2学年の休藩首に対 して全学期を威 して3回実施し,教員は講
師として全株員がこれに幽る,というものである｡これは,PTA店動の-宵として中学校ですす
める民主教育の円容を理解 してもらい,民主教育に施力してもらうことをねらいとしている｡
今年 (S55年)で3年日だが,この研修に参DnLfLい人は家庭訪問するなど強力な要河を行な
って,はば 100多が出席するということである｡ま†こ,賢休みには地区保津者との懇談会もひら
かれる｡ これは4学ばに分けられた各地へ教師が出かけ,生徒の教育上の諸問題iこついて意見をか
わすと共に,部落問題の現状について保喪者の広見を聞くことによって,教師自身が研修する軌 こ
もなっている｡
具備中学校での此きとりで, ｢民主教育は心情的な同情を抱くだけでなく,もう一歩円零を深 く
読みとらせ,同情から善別に対する怒りの気持らへと変えてゆかなければならない｡｣ と言った先
生がいたが,民主教育の指再計画についてはかな()苦心 しているようであった｡
薗小学校では指導計画には怨かれていないが,投円研修日が短週火曜日に決められており,拍導
する上での民主教育の基本的考え方の催詔.捗正か行なわれているOまた学年研修日も木曜日に決
められている(,
川辺小学校では教師の共通理解を深めるために,昭和40年答申の勉強が校内研修で行なわれて
いる｡
(2) 自 席 (課題)
川辺小の先生が ｢日々の子どもとの生活が民主軟骨 と思っている｣と言われたが,そのことばに
代表されるように,一口に民主教育と言っても,それは部落問題の範囲にとどまることfLく,人間
教育,基礎学力の充実をも含んでいるo
兵備中の例をあげると ｢人間の価値を認めあう生徒を育てるo科学的合理的な判断力をもつ生徒
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を育てる｡整BIJに対する正 しい盈曲をもつ生徒を育てるD差別をなくし,明るい民主的な社会をつ
くる生徒を育てる｡｣ となっている｡
このように央備町における民主教育は,部落解放T:'けにとどまらず,社会における一切の差別を
/iくそうという債極的なものである｡つまり差別をなくすためには,まず差別を差別として認識で
きる7]一店礎学カーを充実させる必要がある｡そのための学力保障を課題 として大きく挙げている｡
また民主的TiL･学紋,学校づくり,集団づくりを目指 していることも注目されるO
典妹小学校では,学力保障という面で,個人后額にEi点をJj･いて,｢1時間円で全員に発言させ
よう｣ といったスローガンを掲げている｡また学校のテーマは ｢一人の泣 く子もいない学校｣であ
る｡
(3) 教 材
教材 として,どの小学校,中学段でもidFJ訳本の ｢はぐるま｣｢山び こ｣が利用きれている｡ しか
し,前血的にこれらを使用するのではなく, (教科抑 こ)不足する点を部分的に構 う怒味で資料と
して利用されているようだ｡
戻肺中学校では,部落問題研究所の著作本や民主教育訳本岡山県民主教育協議会の ｢地域の歴史
を学ぶ｣などが利用されている｡
小学校ではスライドやプリントなどが利用されている｡
民主教育では.理解と行劫に更が生じやすいf=めに,学校生宿や家庭生宿の中で,自分たらの切
実T,ltこと,あるいは身近lsこととして具体的な例を使い,感 じさせたりして,学習 しTこことが実際
の行政 iこ感びつくような教材が選択されているようだ｡
薗小学校のある先生が ｢特に低学年では理解と行動にズレが生じやすいため,学年にあう教材を
感ぶことに屯点を粧いている｣ と言われていることからも,民主教育における教材選びの正典さは
うかがわれるだろう｡
教材は,道徳 ･社会 ･国潜の教材が中心になっている｡ (別掲 (資料 1) く資料 2)由備中学校
と蘭小学校の摘再計画を参照)
(4) 当面する問題
民主教育は理解と行動にズレが生じやすいという問題が挙げられていたが,民主教一打は今日教育
すれば明EI即座に効果があらわれるというものではない｡･｢遊戯的Tl.ことを何回も繰 り返 し,意識
の変革をおこし,実践へと感びつけなければならないが,忍誠の変革は授薬の中だけでは難 しい｡
そのために ｢教師自身が,自分がどんな風に民主教育に関わっていくのか考えてゆかなければなら
/iい｡｣ と指摘 された兵備中の先生 もいた｡また,そういう意味で,EI常的な教師の生活将卒が問
題となってくるだろう｡教師のゆとりのなさを間操とされた先生 もいた｡
段近の子どもの傾向として,児並の感情と現実認識のギャップが大きく,第三者的立場で物事を
見るということを指摘された先生 もいる｡｢健かに,感情的にはわかっていても理解はできないの
1ご｡｣ とも答えられている.,
まT=,アンケートの締粟から,児蛋 ･生徒の関心が身近な問題にあることがわかったが,それを
生か して指導するための教材が不足 しているという問題 もある｡
1 180-
二 r平和.Jr公害｣｢環境 ｣学習の現状
平和 ･公賓 ･環境学習については,民主教育のように回答が得 られなかっTこので,一括してこ こ
で取りあげたい｡
(1) 平和教育
平和教育は特別(･こ学校全休としては考えられていないが,民主教育計画の中の ｢平和｣｢兵突｣
という視点から指摘されている (薗小)｡平和教育は独自の年間倍額計画は持T=ないけれども,人
側らしく生きるという根本問題 としておさえられ全教科を適 して行なわれているo
具体的な教材としては
C) 長崎の原爆読本 ｢長崎の証言｣ (永井隆) (娼備中J
O ｢原爆体鹸記｣ (朝E]新順杜発行)(和田小 )
○ 新聞の切り抜き (二万小)
○ 日本の歴史学習 (典妹小)
O ｢はぐるま｣ (調香対象校すへて)
問題点としては,平和教育では戦争をとりあげてみても,死者とか兵終に目がいき,かわいそう
とか,かっこいいなどと,教師のねらっているものとは虐う方にいきやすいo｢マスコミ文化の発
盛によって,子どもが受け身的 ･感情的にしか物部をとらえられていない｣といったこと,tir指摘 し
た先生 もおられるし,児l笹があたかも第三者的になっていると喚かれている先生 もあった0
し2) 環境 ･公胃学習
教材
○ 水島の公署監視センターの見学 (折田小 )
o 水島脇同病院の医師の記録 (プリント) (薗小)
○ 日本 ･世界のニュースなど (蘭小)
環境や公音問題は児塵の生酒に厩接かかわりのある周喋であるから,生宿をふり返 ってよく考え
るし,関心 も示すが,深めてやるfごけの資料が不足 しているという問冴点が指摘された｡
(佐藤厚子 清水邦子)
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第 15章 教師の研究 (修)
一､ 研 究の形態
我々は,現場に出Tこ教師が教育向上を目指して.日頃いかなる研究を深めているか.現場の実億
を把握するために.教師の研究の-歯面であると患われる研究会宿酔 こ注目し.アンケート調査を
おこなうこと【こしT=｡学校全体の研究活動lこ組み込まれての教師の研究.各教師が単独におこなう
個人研究など,数的の研究についてはさまざまな角度か ら接近すべき問題であろう｡従 って,これ
から述べる研究会活軸というのは.あくまでも故軌の日頃の研究の一場面にしかすぎないというこ
とを予め断わ って.この調査報告を進め｢こいと患う｡
アンケートを作成する予備段階で.教育等良会.県政租を訪問し.現在どのような研究会活動が
b･こなわれているのかを調べ.研究会活動をQ)文部省 ･教育委艮会主催による研究会 ②民間教育
[<B体がおこなう研究会 ③日数組数研 以上の3つに大別したoこれに基づき.名教師にどのよう
な研究会に参加しfLことがあるか.回答を求めるとともに,.個人あるいはグループでおこなってい
る研究なども尋ねることにLTこ｡また.それと並行して.学校に対して.学校 としての研究会活動
とその課題についてアンケートを依頼LT:0
アンケートから得られた.名教師がどのような研死金に参加しているか.それは次節の研究内容
の所でまとめることにして.ここでは研究会への参加の様子や.学校として的床している研究会に
ついてまとめることにする｡小学校教育研究会 ･中学校教育研究会 ･頁傭町教育研修会などには,
学校全体が,それぞれの研究会に馳係しているということである.研究会への参加については.絶
対参加のものは別として.｢文部省 ･県 ･教育中潮所 ･教育委El会主催の研究会.町研修会.民間
教育Efl体の研究会 ･来演会 ｣など学校に配 られてくる各種研究会案円の中から名教師が選んで参加
するということである｡
二 ､ 研 究 内 容
次 に .教師がどのような研ぎ三舎(こ参加しているか.学校の研究活動も考え合わせながら研究円等
(こついてまとめてみTこいOアンケートの回答をQ)文部省 ･教育委員会 ②民間教育紐体 ③日数組
数研別に取 り出してみると
①教育センタ 継ー続研究.小学校教育研究会.小学校教育研究会
②習字同好会.全生連.全生研.作文の会.生酒胎gF
③支部故研.県政研 (理科教育.国語教育.保健教育.社会科教育.生宿桁蒔.群数教育 )
などがあげられる｡まTこ,個人あるいはグループで進めている研究としては.作文教育.-生酒蒋尊.
井救 .評価について.少年非行,国語.特別教育活軌などがあげられていT=O
各教師に対しては以上のようなアンケート結果が得られT二が.教師の研究ということで忘れては
TLらないのが.各学校独自におこなわれている研究新曲であるOどの学校もが.一年あるいは教年
計画で.課僅実現を日持して研究活軸をおこTLっている｡例えは.川辺小学投では.国帯科の説明
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文に力点を置いて.文章を論理的にjg!解する言語誰力を高め.論理的思考を育てるにはどうし′こ
らよいか ,7月.1 1月 ,12月Iこ指導主事.現坂教師を招牌 し.研究授業をする予定にしてお
ら,それに向けての教材研究.反省等を研修日に全仏良でおこなっているとい うことであるOま
T二瓶小学校では,児童が進んで取 P)組む社会科学習を目指して.授業研究を中心に掩え.講師を
招いて全曲員による全体研.底 ･中 ･苗学年別によるグループ研の形で.年間指導計画の検封 .
教材研究.指萄法についての資料作 りなどの研修をおこなっているということであるO以上,川
辺小学校,緬小学校の二校を例にとりあげたが.この各学校によって計画され実行される研究は,
同時にそこに属する教師一人一人の研究であり.相当な歪みを持つものであるoアンケート結果
により.各教師が現在興味を持 っている教科 と.学校で研究を進めている教科 とが十敦をみる場
合が多いという事実からしても.学校の方針が各数的に与える影聯はかなt)大 きいと冒えようQ
ここで少 し.真備町教育研修会について触れてお くことにする｡これは聞 き取 r)凋査で得た情
報であるが.頁備町には教師全体の研究会盾池 として.｢弟備町教育研修会 ｣という組織があるo
この町研停会は.財政的 ･組織的邸由により.他の組敬との共催によって運営がなされており.
小数研 .中敷研の組織の一部ともなっているC町研修会の基にあるのが.真備町の校長会であり,
各校長が各部門を担当し.学校ごとに各種教育研究の主任が決まっているということである.宿
動円容 としては.小学校では同学年会が年に二～三回鯛かれ.今回は.国語 ･生活指事 ･民主教
育について研修がおこなわれる予定であるというO現在までは.各教科別に研修がおこなわれT=
ことはないが .教科の間塩に取 りかかろうという要望 もr1%く.全教師の大切な情報交換場所であ
るらしい｡中学校は一校であるがゆえに活動が乏しく.小 ･中の連絡がはしいという｡教員全体
が町研捗会に参加するT=めには.休校せざるを得ない.その ことを考え合わせてみても.この淵
き取り調査で.数的の研究会参加の物坪的困難性を垣間見fこような気がする｡
三 ､ 教 師 の教 材 研究
授業の充実のT:めに必要不可欠 なのが ,この教師の教材研究である｡現場の教師の多面的な取
り組みに対し.アンケー トに記され′こ教材研究についての実状 ･因難性等は.実際の教師の教材
研究からいえば.ほんの氷山の一角にすぎないであろうOしかし.それに触れることにより.我
々は少しでも現場教育に接近LTこいと考える｡そこで教材研究の様子と簡難性 という二つの視点
からアンケー ト結果をまとめてみTこいと思 うo
アンケート結果からは.児丑.あるいは地域の実闇を生かしTこ授業の腰細を目指して.各敏肺
がその教材作 りに憩戦苦幽している様子がうかがわれる0時 に地域学習などでは.教材の選択が
自由である1こめ教軌としては串前調査や史料収集など.さまざまな面での研究が要求され大変で
あるというO実地見学ができにくい場合は自作のスライドを制作しTこり.新聞の切り抜 きを教材
化しTこり,上原用水について土地の老人か ら話を細 さ資料を作 っT=り,身近かでしか も児童の興
味をそそる教材作 りのfこめに.さまざまな工夫 ･努力がなされているようであるo｢教師は地域
の様子をよく知 らねばならない｡社会科は特に足を動かし打料を集めることが大切である｣ある
回答lこ以上のようなことが書かれてい′二が.教師,自らが現地へttき.調査をおこなっての資料制
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作もなされており.教材作 りに対しての教師の熱宙と努力の様子がうかがわれるo
Lかし.我々の予想通 り.数的の仕田は多忙である｡前述のような教材研究.資料作りが望ま
しいのはいうまでもないし.そうLTこいが.時間的制約の中で思 うようにいかないと.大部分の
教師が.時間的余裕 ･ゆとりのlJさと資料不足を訴えている｡まf:.教師自身がその土地に不慣
れなf:め.地域教材をうまく使いこなせないといっf=悩み も多 くあげられていT=｡｢時間不足と
資料不足 ｣アンケートを見ていて,この二つが教材研究の大 きな障害 となっているようであるが.
それを克服するペく.数的は授業をおこなう上で.現先教材をふやしたり.実物を持ち込んで学
習を具体的なものにLTこり.授葉形闇などさまざまな面で工夫をこらし,子どもを授業内容によ
り深く引きつけるよう試みているようである｡
四､研究上の問題
こ こでは.研究上の問題.特lこ研究指定校の周題についてまとめてみT=いと思 う.研究柄定校
について番 くにあT=り.どうしても忘れ得ぬ貫垂がある｡淵き取 り調査に出かけTことき.｢研究
治定を受け研究を進めていくことはそれなむの成果があがり確かに良いことですOだが.毎年研
究指定を受けていrこら.数的は過労で死んでしまいますよ｣と言われ′このである｡実際.現場教
師が研究指定校についてどのような受けとめ方をしているのか.アンケート結果からまとめてみ
Tこいo この申項についてまず気付いT:ことは.ほとんどの教師が.その成果と問題点の両方をあ
げているということであるc数師自身に教材研究 ･掃専法などについて力がつくし.児童理解の
見方 も変わってくるという｡そして.研究庶定を受けた教材については.児童 もそれだけの力が
ついてくるという成果に対し.研究のTこめの他教科 ･他店動などのやむをえない削減や.個人指
導が手樽になること.勤務時間のことなど.研兜申頃の陰に限れるさまざまな活動や,しわ寄せ
がくるという問也がある.大部分の数的が,成果と問題の両方を回答しているように.研究指定
を受けT=場合.その功罪はやはり不可避li･ものであると言えようJ要は,学校全体あるいは教師
一人一人が.その研究に対しどのように取 り組み.それをどう高め.発展させて行 くかが問題と
なるであろうJ(アンケート調査(こよる)
以上.数肋の研究について.アンケート調査.および聞き取り調査の報告を進めてきTこわけで
あるが.これだけの調査から突闇把握をおこなうのは.全 く不十分としか貰いようがな-いoLか
し.その一部分に触れることによって,学内研捗 ･各様研究会への参加など時間的 ･物伸的制約
の中で.自己の向上やE]々 の授業の充実のために.範見ず努力をしている教師の姿を我々なりに
つかみとることができ′こように思 う｡
(神宝 和美 )
- 185-
資料(1) 昭和 55年度民主教育指導計画 (薗小学佼十年 )
昭和 55年度 民 主教 育 につ いて 1学年
醜小学校 指導 の重 点
◎知 ･徳 ･体の調和のとれTこ人格形成をめざすD
そのTLめには.
1,生宿掃導の徹底
2 生き生きと学ぶ子どもの育成
3.民主教育の推進
の 3本柱をうっrこてている｡
この中の 1つである｡民主教育について,学校方針並びに具体策は下記の通 りですO
＼目 標)
O 部落 を解放し.,17;の民主主義を実現するTこめの教育｡
8 いっさいの差別を許さない人間の形成をめざす｡
(具体的取 り組み)
(I) 学力の充実
本年度は.社会科の折租を中心 として,"児表が進んで取 り組む学習 'を焦点に授業8悦
をすすめている｡
(2) 差別を許さぬ思想の形成
教科指導の中で, 1年生～ 6年生まで.年間指再計画を正奏し.その教材分析と資料の整
理,.宿用を中心として研修をするO
(3) 袋田づくり
全校蛸団活動として.1年から6年を縦割 りにしている0 6つの色に分かれ,染会情動を
実施しているD
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l年 民 主 教 育 年 間 指 導 計 画表
月 ー 教 科 . 道 徳 持 宿
4 月J 杜 ぼくもわTこしも1年生 (隼田 ) 1年qt三になって(集団 )国 ともだら(集団 ) LL'.･春の遠足 (集団 ) ●
I5 月 国 せんせいあのね(人権 ) ′J､体育会 (集団 )
国 はなのみち(真実 ) I ･かかりの仕撃 (労働 )
6 月 国 (はぐるま)しことのにおい労働 ) ∫社 がつこう√こんけん(労飽 ) ･P.T.A.民主教育についての話 し合い
F7 月 国 おおさなかぷ(労働 と染Efl) I ･七夕瑛会 (労働.娘田 )部落児童会 (集団 )
Io月 社 うらのしこと(労働 ) 一 ･運動会 (媒団 )
11月 国 T=ぬきの糸申(果実 )(はぐるま )からすの王 さま人格 ) ･ 秋の遠足 (集団 )p.T.A.｢か らすの王さま ｣の授業
杜 ともだちの うち(労働と人権 ) 参観
12月 ･部落児童会 (東田 )すすはらい 労働学級会.クリスマス会 (集団 )
, r1 月 道 如 ､ろいポール(集団 ) I -I l･P.T.A.民主教育に閑する映画会 r
2 月 杜 こどもかい(鎌星団 )国 花いっぱ になあれ (異実 ) l･ 学習発表会 (集団 ) ■
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資料(2) 昭和 5 5年度 民主教育指導計画 (酵小学校 )
( 1 年 )
月 教 科 .道 徳 樽 酒 反 省
4 国 うみ (生命 )社 ともT='ら (粂岡 ) ･一年生 にな って (集団 )下校時の安全 (生命 )健味診断 (生命 )
5 国 せんせいに (人権 ) ･春の遠足 (集団 )′J､体育会 紐避難訓練 生命
6 国 しごとのにおい (はぐるま)(労働 ) ･働 く日 (労働 )
7 国 おおさなかぷ (労働と集団 ) ･P.T.A.｢差別をなくする1こめIこ｣を使 って話合い七夕集会 (労働.集団 )部落児童会 (集団.生命 )
9国 ことりと木のは (生命 )道 どものひつじかい ･(親子作業日) (労働 )t避難訓練 (生命 )p.ll,A.｢ことりと木のは｣
(# ) の授集参観
10 国 とんびひ上ろろ (労働 ) ･運動会 (集団 )交通教室 (生命 )
ll 社 ともだらの うら ･P.T.A.兼演去
(労働と人格 ) ･秋の遠足 (集団 )
12 I一 ･部落児童会 (集団 )すすはらい 労働
1 国 たぬきの糸車 (3実 ) -
2 遵 きいろいポール (集団 ) ･学習発貴会 (集団 )
3 杜 わ1=しのねがい (人権 )道 もんたくんのてがみ (集団 ) ･6年生を送る会 (集団 )
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